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プロローグ　アヤメの転入前夜



「いくらお風ふ呂ろが苦手でも、服を着たままシャワーを浴びることはないでしょう！」

　姫ひめ子こが腰に手を当ててアヤメをにらんでいる。美人の怒った顔はおっかない。

「ごめんなさーい……」

　ここは姫子とアヤメの部屋だ。アヤメは床に敷しいたバスタオルに正座させられ、上目づかいに姫子を見ていた。ワンピースの部屋着を着ているが、頭から爪つま先さきまでずぶ濡ぬれだ。

　姫子とアヤメは瓜うり二ふたつ、顔も身体からだつきもそっくりだ。事情を知らない者が見たら、双子だと思うに違いない。

「この部屋にいるあいだは大人しくしているようにっていったじゃないの。忘れたの？」

「いい考えだと思ったんだけど……。服を脱がなくてすむし、ついでにお洗濯もできるし」

　なぜアヤメが、服を着たままシャワーを浴びたのか。もちろん理由がある。

　アヤメはまだ自分の身体に慣れていない。

　何者かに記憶を奪われ、この姿で目覚めてから、もう十日。

　いまだに、もとの自分がどんな人間だったかわからない。（姫子の意見では、精神年齢的に見て、たぶん以前も十代の女の子だっただろうとのことだが）

　だから、お風ふ呂ろに入る時は、非常に困る。

　自分の裸が見られない。他人の身体からだを見るみたいで、恥ずかしいし、後ろめたいし、照れちゃうのである。

「あのね、アヤメ。あなたは明日から正式に、この花はな時雨しぐれ学院の生徒になるのよ」

「わかってるよ」

「それも、わたしの親しん戚せきという触れ込みで転入するの」

「わかってる」

「あなたが身元不明で、その上記憶がないと知っているのは、わたしと校長先生だけ。三み千ち代よさまは入院中だし、和かず季きさんも三千代さまにつきそうために休学しているから」

「わかってる。――ねえ、わたし、身体が冷えてきちゃったんだけど」

「クラスの子は全員、あなたを普通の転入生だと思っているわ。でも、おかしなふるまいをしたら、あなたの素す性じようを怪しまれるかもしれない」

「せめてタオルか何かかけさせてくれない？」

「ちゃんと聞きなさいっ」

「はいっ」

　思わず背筋をしゃきんと伸ばす。その拍子に、雫しずくがつうっと背中を滑り落ちた。冷たさとくすぐったさで身体が震ふるえる。

「記憶のないあなたを、ずっと世話してあげたのは誰だれ？」

「――姫ひめ子こ、です」

「あなたに、春日かすがアヤメという名前をつけてあげたのは？　この学院に転入できるよう、実家に連絡して手続きしてあげたのは？」

「姫子」

「服をあげたり、髪や身体の手入れの仕方を教えてあげたのは？」

「姫子。……ね、ねえ。わたし、ほんとに身体が冷えちゃって」

　髪の先から雫をしたたらせながら、アヤメががたがたと身体を震わせる。しかし姫子は見えないふり、聞こえないふりだ。

「あなたはわたしに服従しなければならないし、わたしに不利益なことはできない。あなたがこの世で頼れる人間は、わたしだけなのよ、アヤメ」

「あうううううう……」

　いまやアヤメは、唇を紫色にして、がちがちと奥歯を鳴らしている。

「さ、寒いよ、姫子。こごえちゃう。おねがい、もう許して。お風呂に入らせて……」

　目をうるませてアヤメは懇願する。

「ちゃんと反省した？　もう、服を着たままシャワーを使ったりしない？」

「しないしない。約束しますっ。だから、姫子。お願い、お風呂に早く」

「ふふふ、だめよ。もう少しそのままで反省しなさい」

「えーっ？」

　にたり。姫ひめ子こが意地悪い笑みを浮かべて、ずぶ濡ぬれのアヤメを見おろす。

「神かん無な月づき、時雨しぐれに濡るるもみぢ葉は、ただわび人の袂たもとなりけり……」

　興が乗ると和歌を口にするのは姫子の癖くせだ。

「古今和歌集の歌よ。今のあなたにぴったりね。今は五月だから、季節違いなのが惜しいけれど」

「姫子、姫子、わたし、ほんとに、ほんとに、風邪ひいちゃうっ」

「だいじょうぶよ。熱を出したら、あのにがーいお薬を飲ませてあげるから」

　姫子が窓を大きく開けた。窓の外には竹の林があり、さらさらっと葉を揺らして夜風が吹きこんできた。

「ひゃおおおおおおっ」

　アヤメは文字通り、震ふるえあがった。姫子はその様子を満足げに見ている。

「あらおもしろい。あなたのうなじに一瞬で鳥肌が立ったわ」

「はうっ、はうっ、はうっ」

「濡れた服が肌に貼はりついて気持ち悪いでしょうね。髪から雫しずくがしたたって冷たそう」

「そ、そう思うなら、もうっ、もうっ」

「そうね。もうそろそろ許してあげようかしら」

「ほほほほ、ホント？」

「ただし、わたしのいうことを聞いてくれたら」

「なな、なにっ。なんでもするから早くいって」

「わたしもいっしょに、お風ふ呂ろに入らせてちょうだい」

「ええっ？　どうして――」

「あとで説明するわ。さあ、返事は？」

「うううう……」

　もちろん、最初からアヤメに選択肢などないのであった。



　ざざあっ、と温かなお湯が浴よく槽そうからあふれた。

「ふぁああっ」

　思わずため息が漏れる。肩までお湯に浸つかり、こわばった肌と筋肉がやわらかさを取り戻していくのをしみじみ味わう。極楽極楽、という気分である。

　この寄宿舎は、それぞれの部屋にお風呂や洗面所がある。お風呂は檜ひのき造り。高級温泉旅館のような贅ぜい沢たくさだ。浴槽は大きめだが、二人で入るには少し窮屈だ。

　なので、今は先にアヤメが湯船に浸かり、姫子は外で身体からだを洗っている。

「ほんとに困った人ね。そんなに自分の身体からだを見るのが嫌なの？」

　タオルで目隠ししているアヤメに姫ひめ子こが訊たずねる。

「それもあるけど……」

　アヤメはほかの女の子の身体を見るのも恥ずかしいのだ。姫子の入浴シーンを直視してしまったら、絶対に頭がパニックになる。

「まあいいわ。身体が温まったら出ていらっしゃい」

「でも……」

　湯船の縁ふちに手をかけたまま、アヤメはもじもじとためらう。

「恥ずかしいなら、わたしも目を閉じていてあげる。だから出ておいでなさい」

「ほんとに？　ちゃんと目をつぶっててくれる？」

「約束するわ。さあ、目を閉じたわよ」

「う――うん。それじゃ」

　いつまでもぐずぐずしていたら、今度は姫子が凍こごえてしまう。タオルで目隠しをしたまま、爪つま先さきで床板をさぐりながら、アヤメはそろそろと湯船から出た。

「足を滑らせないように気をつけるのよ」

「……ねえ、姫子。ほんとに目を閉じてる？」

「閉じてるわよ」

「嘘うそじゃないよね。わたしのこと、見てないよね」

「疑り深いのね。わたしを信じなさい」

　そんなこといわれても、これほど信用できない女の子もいないのだが。

　手さぐりで腰かけを引き寄せ、座る。お風ふ呂ろに入る時はいつも目を閉じているので慣れている。シャワーの位置もだいたいわかる。

　入れ替わりに今度は姫子が浴よく槽そうに入るのか、と思ったのだが。

「今日はわたしが、あなたの身体を洗ってあげるわ」

「ななな、何いいだすのっ、姫子」

「明日はあなたの転入初日だもの。ちゃんと身ぎれいにしなければいけないでしょう」

「ひ、姫子。目は閉じてるんだよね？」

「ふふふふふ……」

「――――！」

　恥ずかしさに、かあああっ、と全身が熱くなった。

「うっ、嘘つきっ、姫子の嘘つきっ。ひぇぇっ」

　泣きそうな声で非難するアヤメから、姫子は目隠しのタオルを強引にはぎとった。と同時に、頭から、ざあっとシャワーのお湯がかけられる。

　姫子はウムをいわせずアヤメの髪を、こしこし、くしゃくしゃと洗い始めた。

「わ、わ、わ、わっ」

「女の子同士で恥ずかしがることないでしょう。ほら、そんなに身体からだを縮めないで」

「そ、そ、そ、そんなこといわれてもっ」

「暴れちゃだめ。これは、ささやかなお詫わびのしるしと思ってちょうだい」

「お詫びって、なんのお詫びっ？　ひゃっ、くくく、くすぐったいっ」

「さっきは叱しかりすぎたかもしれないわ。――この一週間、ほとんどあなたを外に出さなかったものね」

　そうなのだ。例の火事騒ぎがあってからずっと、アヤメは姫ひめ子この部屋に閉じこもりっぱなしだった。転入の手続きがすむまでは、アヤメがこの部屋で暮らしていることを大っぴらにできないからだ。

　退屈に耐えかね、そっと外に出ようとしたこともある。だが、必ず姫子に勘づかれて、正座させられたり鎖でぐるぐる巻きにされて、お仕置きを受ける羽目になるのだった。

「でも、狭い場所にずっと閉じこめられていたら、誰だれでもおかしなことを考えついたり、してみたくなるものよね。――さあ、髪の次は、身体を洗うわよ」

「わっ、きゃっ、ひょわっ」

「暴れちゃだめだったら。あなた、ずいぶんくすぐったがりやさんなのね」

「うっ、うん。わたし、自分で首とかわき腹に触ってもくすぐったくなっちゃって……」



    

  
    
      



    

  
    
      　すると、姫ひめ子この声がやや真剣味を帯びた。

「それは興味深いわ。普通、自分で自分に触っても、くすぐったさは感じないものよ」

「だよね。……やっぱり、自分の身体からだに慣れていないってことなのかなあ」

「実をいうとね、わたし、一度こんなふうにあなたの身体を点検してみたかったの」

「点検？」

「そう。わたしとあなたがどれだけ似ているか、じっくり観察したかったっていうこと。さあ、よく見せて。まあ、こんなところまでそっくり」

「わーっ、わーっ、わーっ！」

　と、こういう調子で、二人のお風ふ呂ろタイムはにぎやかにつづいていった。



　しばらく後。自分のベッドに突っ伏して脚あしをばたつかせているアヤメの姿があった。

「ううう。恥ずかしすぎて身体が爆発しちゃいそう」

　身につけているのは姫子から借りているライトブルーの寝間着だ。若い子向けの上品なネグリジェである。

「本当に不思議ね。何もかもそっくりで、わたしと違うのは、あなたのほうが少し胸が大きいことぐらいなんだもの」

　かたわらに腰をおろした姫子は、アヤメと同じデザインの寝間着を着ている。色はパープルだ。

「ねえアヤメ、そのうち指紋を調べてみない？」

「指紋……？」

「そう、それから、機会があればＤＮＡの鑑定もしてみたいわ」

　姫子が謎なぞめいた笑みを浮かべてアヤメを見つめる。

「もし、指紋やＤＮＡまでそっくり同じだったら――つまり、わたしとあなたがすっかり同じ人間だということになったら、どうしましょうか」

「どうするっていわれても……」

　どうしようもないではないか。新しい謎が増えるだけだ。

「ふふふ」

　姫子はなぜか楽しそうに笑ってアヤメから離れた。

「もうやすみましょう。明日のために、今夜はぐっすり寝ておかなくてはね」



　しかし、アヤメはなかなか寝つけなかった。

　部屋の反対側、姫子のベッドに目を向ける。姫子は眠っているらしい。

　身体を起こして窓を見る。自分の顔が映っている。つややかな黒髪、宝石のように深い色の大きな瞳ひとみ。形のいい鼻。薄紅色の薔ば薇らの花びらのような愛らしい唇。

　何もかも姫ひめ子こにそっくりだ。

　姫子は本当に、アヤメが何者なのか知らないのだろうか。

　実はすべての事情を知っていながら、何かの理由で黙っているのではないか。

　姫子は巫み女こだ。この土地には、得体の知れない魔物とか妖よう怪かいの類たぐいが封じられていて、姫子はその封印を守る役割を負おっているという。

　自分は、その封じられたものたちと、何か関かかわりがあるのではないだろうか。

　――自分はいったい何者なのだろう。

　本当に、人間なのだろうか……？

　ここは謎なぞと秘密だらけの花はな時雨しぐれ学院。

　まるで迷宮に入りこんでしまったような気がする。

　道しるべは、姫子だけだ……。

「アヤメちゃん」

　窓の外から呼びかけられ、アヤメははっと目をこらした。

　大きな木の枝に、小学生ぐらいの女の子が座っていた。振ふり袖そで姿で、異様に髪が長い。

　窓を開け、空中に身を乗り出す。

「あなた、このあいだの――！」

　アヤメの秘密を知っているという、謎の少女だ。今日は海え老び茶ちや色いろの振り袖を着て、からかうような笑みを浮かべ、白しろ足た袋びと草ぞう履りを履はいた足をぶらぶらさせている。

「待たせてごめんね。あなたにいろいろ教えてあげようと思ってたんだけど、ちょっと事情が変わっちゃって」

「ど、どういうこと」

「もうしばらく、いわないでおくほうがいいかなあって思って。その代わり、私の名前を教えてあげる。私はね、舞まいっていうの。次に会ったらそう呼んでね」

「ま、待って。別にあなたの名前なんか知りたいわけじゃ――あっ、どこいくの」

　少女はふわりと振り袖をなびかせ、今度は上じよう手ずに地面におりたった。

「また様子を見にくるわ。ちゃんと佳か代よ花はな姫子のお手伝いしなくちゃだめよ。じゃーね」

「待ってったら。今度はいつ――。ねえっ、待って、舞」

　しかし、少女はたちまち闇やみの中に消えてしまった。

「今のが、あなたの記憶を奪った張本人？」

　その声にふりむく。いつの間にか姫子が立っていた。

「舞って名乗っていたわね。ふうん、なるほど……」

　姫子は妙に納得顔だ。唇に指を当てているのは、考えごとをする時の癖くせである。

「何か心当たりあるの、姫子」

「あるわけがないじゃない。わたしにも、何がどうなっているのかさっぱりよ」

「それにしては落ち着いてるみたいだけど……」

「不思議なことも不思議ではないの、この花はな時雨しぐれ学院では。ここでは、どんなことでも起こりうるのよ」

「…………」



    

  
    
      


第一話　にぎやかな迷宮



　一



「このクラスに新しい仲間が増えました。転入生の、春日かすがアヤメさんです」

　美人の担任教師は、明るく屈くつ託たくのない顔でアヤメを紹介してくれた。

「か、春日アヤメです。よろしくおねがいします」

　緊張しつつ頭をさげると三つ編みのお下げが揺れた。

　一年一組の教室。実はここにくるのは初めてではない。姫ひめ子こに化けて授業を受けたことがあるのだ。

　見知った顔も多い。窓際の一番後ろの席には姫子がいる。

　その隣で、赤毛のウルフカットの帆ほ浦うらエルザが、アヤメに軽く手を振っている。エルザは、自称、姫子の友人だ。アヤメが姫子の影武者をつとめたことも知っている。

　姫子の前の席は、ツインテールの蜂はち須す賀か樹じゆ里り亜あ。鋭い眼光でアヤメを見つめている。なぜだろう。影武者のことは、樹里亜は知らないはずなのだが。

　鋭い眼まな差ざしは樹里亜だけではない。ほかの生徒も、じぃーっと、アヤメに視線を集中させている。

（なんか、すごい迫力……）

　転入生に対する好奇心――だけとは思えなかった。どの生徒も、挑みかかり、襲いかかるような表情なのだ。まるで獲物を狙ねらうハンターのようだ。

　にこやかな表情の先生は、生徒たちの、殺気にも似た異様な雰ふん囲い気きには気づいていないらしい。

「さ、春日かすがさん、あなたの席は佳か代よ花はなさんの後ろよ」

「は、はい」

　通学カバンを手に、ぎくしゃく歩く。座ろうとすると、不意に姫ひめ子こが立ちあがった。

「先生。春日さんは視力が弱いそうなので、わたしと席を替えてあげたいのですが」

「えっ」

　このメガネは度が入っていない。アヤメが姫子と瓜うり二ふたつであることを隠すためだけの道具だ。姫子もそれは知っているはずなのに。

「かまいませんよ。それじゃあ春日さんが前の席へ」

「ありがとうございます。さ、アヤメ。わたしと交代しましょう」

「う――うん」

　席を入れ替わるアヤメと姫子。座ってみて姫子の意図がわかった。

（う……。これって、姫子に監視されてるみたい）

　真後ろに、常に姫子の存在を感じる。姫子としては、アヤメを見張れる位置を取りたかったのだろう。

　そして、アヤメの隣にエルザ、前には樹じゆ里り亜あ。個性の強い面々に三方を囲まれ、ひどく落ち着かない気分だった。

　教室の女の子たちは、ある者はちらちらと、ある者は大胆にアヤメを見ている。お菓子やジャンクフードを禁止され、規律正しい生活を営いとなんでいるためか、どの子もやたらとスタイルがよく、肌もきれいだ。

（なんでこんなに注目されてるのかな。ひょっとして、嫉しつ妬と……）

　姫子は花はな時雨しぐれ学院のアイドルだ。みんな姫子の本性を知らず、やさしくおしとやかな女の子だと信じこまされている。

　そこに突然、アヤメみたいな新参者が出現し、親しん戚せきだからと馴なれ馴なれしくふるまったらどうなるだろう。妬ねたまれて当然なのではないか。

（わたし、ひょっとして、いじめられちゃうのかな……）

　不安に肩をすくめていると、先生が姫子に声をかけた。

「今日の日直は佳代花さんね。職員室へきてちょうだい。英語の先生が、一時間目に使うプリントを運んでほしいとおっしゃってたわ」

「わかりました」

（ええっ。姫ひめ子こ、いっちゃうの？）

　姫子は立ちあがり、アヤメには目もくれず、先生のあとをついて出ていった。

　ぱたん。戸が閉まる。

　次の瞬間。ぎんっ、と、生徒たちの顔がいっせいにアヤメを向いた。

「ひ」

　思わず腰を浮かせるアヤメ。そこに、どどどどどっ、と生徒たちが殺到してきた。

「わーっ！」

　袋ふくろ叩だたきにされる！　と、アヤメは思った。

　――が。

「春日かすがさん！　ソフトボールに興味ないっ？」

「は？」

「体操はどう？　姫子さまの親しん戚せきなら、あなたも運動神経がいいんじゃなくてっ？」

「合唱よね、合唱！　歌うのお好きよね、ねっねっねっ」

「佳か代よ花はなさんみたいに日本舞踊を習っていらっしゃらない？」

「琴や琵び琶わはどう!?」

「やっぱりスポーツよね。水泳の宮よねっ」

「だめよ、飼育の宮よ！」

「いいえ、春日さんは籠ろう球きゆうの宮に入るのよ！」

　アヤメは窓に押しつけられるようにして、女の子たちに囲まれた。

　やっと状況がわかってきた。つまりこの子たちは、アヤメを部活に勧誘しているのだ。

　花はな時雨しぐれ学院では、部活や委員会のことを「宮」と呼び、部長や委員長は「媛ひめ」と呼ばれる。そして「宮」の人数が多いか少ないかで、予算の配分や待遇に大きな差があると聞く。だから自分もこんなに熱心に誘われているのだろう。

「あ、あのっ。ちょっと待って」

　アヤメはずり落ちそうなメガネを押しあげて、女の子たちを制した。

「なんか誤解されてるみたいだけど――わたし、姫子みたいになんでもできる万能人間じゃないんだよ。楽器もできないし、踊りも知らないし」

「それでもいいのっ！」

　と、みんなの声がそろった。

「この際、率直にいわせていただくけど、とにかく、一人でも『宮』の人数を増やしたいのよ」

「しかも、人気者の佳代花姫子さんのご親戚。絶対にうちに入ってもらわなくちゃ」

「私も、うちの『媛』さまに、絶対に春日さんをつかまえてこいって厳命されてるの」

「こっちも同じことをいわれてるわ。佳か代よ花はなさん本人には入ってもらえなかったけど、親しん戚せきの方が転入してくるなら、絶対に逃がすなって」

「だから、春日かすがアヤメさんっ」

「うちの宮に入ってえーっ！」

　ぐぐっ、と女の子たちがアヤメに迫る。アヤメは窓の縁へりに背中を押しつけ、目を白黒させるばかりだった。

「ほらほら。おまえら、そのへんにしとけよ」

　ぱんぱん、と手を叩たたき、エルザが割って入ってくれた。

「転入してきたばっかの子に、そんなに強引に迫ったらかわいそうだろ。だいたい、姫ひめ子こが手に入らないから、代わりにアヤメを引っ張りこもうなんて失礼じゃないか」

「それはそうだけど……」

「でもエルザ。会っていきなり呼び捨てなんて、あなたこそずいぶん失礼じゃない」

「私たちはもう親友なのさ。な、アヤメ」

　エルザが親しげに肩を組んでくる。

「親友？」

　アヤメはさらに目を白黒させる。確かにエルザには何かと世話になったが。

「エルザ。あなた、春日さんともうお知りあいだったの？」

「春日さんは昨日、この学院についたんでしょう。いつの間に……」

「まあ、そこはいろいろと事情がね。――それより、こんなとこでやいのやいのいってもアヤメを困らせるだけだろ。本人の意思を尊重しなきゃ」

「尊重って、どうするの？」

「興味のある宮を見学させる。つまり仮入部さ。いろんな宮を体験してもらって、その上で決めてもらえばいいじゃないか」

　女の子たちは顔を見あわせる。

「……ま、それなら確かに公平よね」

「私には異論はないわ」

「私も」

　そして、すまなそうな表情をアヤメに向ける。

「ごめんなさいね、春日さん。私たち、ついムキになって」

「びっくりさせちゃったでしょう。許してね」

「でもわかって。佳代花姫子さんのご親戚であるあなたは、学院中の注目の的なの」

「あなたを、ほかの宮に取られたくないのよ」

「あ、あははは……。み、みなさんに望んでいただいて光栄です」

　ひきつった顔で、かろうじて笑うアヤメであった。

（あれ？　樹じゆ里り亜あさん……）

　視界の隅に蜂はち須す賀か樹里亜の姿が入った。反対側の壁際にもたれて、腕を組み、じぃっとこちらを見つめている。

「授業を始めます。みんな、席について」

　プリントの束を抱えた英語の先生と、プリントを半分持った姫ひめ子こが教室に入ってきた。生徒たちは、ばたばたと自分の席に戻り、一時間目が始まった。



「そういうことになるだろうと思っていたわ」

　二時間目は体育の授業。準備運動のランニングをしながら、姫子がアヤメにささやいた。ほかの生徒からは距離を取り、内緒話が聞こえないようにしている。

「ひどいよ。それなら、先にいっといてくれれば、わたしだって心の準備が……」

「なんでも事前にわかってしまったらつまらないでしょう」

　姫子はすまし顔だ。どうも姫子には秘密主義の傾向がある。

　運動場の端にコナシの木が見える。枝先ではリスがちろちろ動いている。

　コナシの花は大部分、散ってしまっている。が、その手前の花壇には、さまざまな花が、色とりどりにたくさん咲いている。今は五月の末。花はな時雨しぐれ学院は、その名の通り、花ざかりだ。

　五月の空はどこまでも青い。走りながら思いだす。

（こないだ姫子に化けた時も、こんなふうに体育の授業を受けたんだっけ）

　あの時は姫子が、今のアヤメと同じ姿で体育の授業にまぎれこんだのだ。幸いみんなは忘れているらしい。おぼえている生徒がいたら、また話がややこしくなるところだ。

　視線を感じてふりむいた。少し後ろを樹里亜が黙々と走っている。じっと、アヤメと姫子を注視しながら。

「……樹里亜さん、さっきからずっとにらんでるよ。もしかして、何か疑われてるのかな。それとも、わたしのこともライバルだと思ってるとか」

　放送の宮に所属している蜂須賀樹里亜は、人気者の姫子に対抗心を燃やしている。親しん戚せきであるアヤメも敵と見なされているのだろうか。

「わたしにはわからないわ。もしかしたら、あなたを勧誘しようか値踏みしているのかもしれないわよ」

「そうかなあ」

　それにしては、樹里亜の目つきは恐こわすぎるように思うのだが。

「あなたはどうする気なの。どの宮を見学するつもり？」

「えっ。わたし、宮の見学にいってもいいの」

「もちろんよ。そんなに意外？」

「だって、よけいなことしないで、私の手伝いだけしてなさい、とかいわれると思ってたから……」

「そんなことはいわないわ。ぜひ、いろんな宮を見学して。そしてね、アヤメ」

　走りながら、アヤメの耳に口を寄せ、ささやく。

「それぞれの宮の内情を偵察してほしいの」



　姫ひめ子この話はこうだった。

　前任の嵯さ峨が島しま三み千ち代よが休学して、学院府長――普通にいうところの生徒会長――のポストは空席になっている。

　今、学院府、つまり生徒会は、機能がストップしているのだ。学院内の秘密組織である夜啼鶯の宮ナイチンゲールについても、調べが不十分なままだ。

　もうすぐ、新たな学院府長を決める選挙がある。公示は来週。もちろん姫子は立候補するつもりだが、ほかにも対立候補が出るかもしれない。それをさりげなく調べてこい――というのだ。

（調べてこいっていわれても……）

　姫子の要求は多かった。それぞれの宮の、内部の人間関係、予算の使いかた、「媛ひめ」のリーダーシップは確かか、不満分子がいるかどうか、なども探れというのだが……。

「かーすがさんっ」

　帰りのホームルームが終わり、放課後。活発そうなショートカットの女の子が、ぴょんとアヤメのそばに跳んできた。

「私、陸上の宮の高たか田だ由ゆ香か。くじびきで私が一番になったの。今日はうちの見学にきて」

　屈くつ託たくのない笑顔でアヤメの腕を取る。

「ひ、姫子」

　帰り支度をしていた姫子は、さもものわかりよさげに、にっこりほほえんだ。

「みなさんに失礼のないようにするのよ。高田さん、アヤメをよろしくおねがいするわね」

「まかしといて、姫子さん。しっかり案内して、絶対うちにきてもらうんだから。さ、いこ、春日かすがさんっ」

「わっわっわっ」

　引っ張られてゆくアヤメに、ほかの生徒たちが声をかける。

「春日さーん、あわてて陸上の宮に入ったりしちゃだめよ」

「明日は私たちの宮を見学してもらうんだから。忘れないでね」

　返事をする余裕もなく、高田さんに引きずられるようにして運動場に到着する。

　運動場は広く、遠くには湖と、さらに遠くにはそびえたつ山脈が見えた。初夏の空気も景色もすばらしい。スポーツには絶好の環境だ。

　陸上のほかに、ソフトボールやサッカー、ラクロスなどの練習が行われていた。端のほうにはテニスコートやプールもある。

　いろいろな宮の生徒たちが、アヤメを見てささやきあう。

「あの人よ、ほら。一年一組に転入してきた子。佳か代よ花はな姫ひめ子こさまの親しん戚せき」

「まあ、あの方が姫子さまの」

「ふふっ。メガネと三つ編みがかわいらしいわ」

「姫子さまと一緒のお部屋なんですってね。うらやましいな」

「今日は陸上の宮を見学なさるそうよ」

「うちの宮に入ってくださらないかしら」

「佳代花姫子さまのご親戚がうちにきてくれれば、宣伝効果は満点だものね」

　姫子の身内、というだけで広告塔になってしまうらしい。あらためて姫子人気のすごさを思い知らされる。

「春日かすがさん、一緒に練習しようよ」

　高たか田ださんが陽気に声をかけてきた。

「えっ、いいの」

「せっかく見学にきてくれたんだもん。いろいろ体験してもらわなくちゃ」

「それじゃ、お言葉に甘えて、ちょっとまぜてもらおうかな」

「よっし、決まり。私のトレーニングウェア貸したげるね」

　高田さんからウェアを借り、塀の陰で、例によって目をぎゅっとつぶって着替えをする。腕と脚あしがむきだしになる半はん袖そでと短パンは、やはり少し恥ずかしい。

　陸上の宮の生徒たちにあいさつをして、準備運動の輪に加わる。みんな笑顔で、アヤメを仲間に入れてくれた。

（こんなふうに、みんなとわいわいやるのって、楽しそう）

　この陸上の宮もなごやかでいい雰ふん囲い気きだし、ほかの宮もおもしろそうだ。文化系の宮にも興味がある。姫子が許可してくれれば、自分も普通にどこかの宮に参加してみたい。

「ね、春日さん。百メートルのタイム測はかってみない？」

　高田さんがストップウォッチを持ってきた。

「前に姫子さんにも走ってもらったことがあるんだよ。ちなみにその時は、十一秒台」

「それ、速いの？」

「速い速い。下へ手たすれば地区大会で優勝しちゃうぐらいだよ」

「へえ～。さすが姫子」

　自分の運動能力は、姫子に匹敵するのだろうか。試してみたい。

　ラインについて、合図を待つ。ほかの生徒たちも注目している。

「スタート！」

　高たか田ださんの合図とともに地面を蹴けって走りだした。ぐいぐいスピードがあがる。気持ちいいっ！

（でも、胸がはずんでちょっとジャマかも。それにメガネも落ちそう……）

　などと気をそらしたのがいけなかった。足がもつれて、あっと思った時にはもんどりうってひっくりかえってしまった。

「春日かすがさん！」

「だいじょうぶ？」

　高田さんたちが駆け寄ってきた。アヤメは照れ笑いしながら起きあがった。

「あははははっ。ごめんごめん、高田さんの服汚しちゃった」

「そんなのいいよ。怪け我がはない？」

「ん、平気。やっぱり姫ひめ子こみたいにはいかないね」

　高田さんが勢いよく首を横に振る。

「ううん、びっくりするぐらい速かったよ。すごい脚あしだよ、春日さん」

　ほかの陸上の宮の面々も口々にアヤメに声をかける。

「春日さん、やっぱりうちにいらっしゃいな」

「姫子さまの親しん戚せきとか関係ないわ。これだけの脚があるのに陸上をしないなんてもったいないわよ」

「待ってるわよ、春日さん！」

「一緒に陸上に燃えよう！」

　熱烈なアプローチを受けて、困るやらうれしいやらのアヤメであった。



「陸上の宮で歓迎されたのはわかったわ。それで、立候補する生徒がいるかどうかは？」

　姫子が訊たずねた。アヤメは自分のベッドに神妙に座っている。

「……聞くの忘れちゃった」

「…………」

「ごめん、ほんとにごめんっ。だからそんな恐こわい顔しないでえ！」

「しょうがない人ね、もう」

　姫子はため息をついて長い髪をかきあげた。すでに窓の外は暗い。

「まあいいわ。陸上の宮の人たちは、それほど学院府に興味がないはずだから」

　正座とか鎖でぐるぐる巻きとかいわれなかったので、とりあえずほっとする。

「ねえ姫子、学院府長になりたがってる人って、そんなに多いの？」

「もちろんよ。自分の宮から学院府に役員を送りこめば、活動が有利になるよう、便べん宜ぎをはかってもらえるでしょう。たとえば運動場の時間外利用の許可ひとつとっても、話が通りやすくなるわ」

「それって、えこひいきってことなんじゃ……」

「自分の宮だけを優遇しすぎればそうでしょうけど、ある程度の公平性があれば問題ないわ。ちょっとした規則違反を大目に見てもらえるだけで、どの宮も何かとやりやすくなるのよ。だから、次にどんな人が学院府長になるか、みんな興きよう味み津しん々しんなの。三み千ち代よさまは規則に厳しいかただったから、なおさら」

　たしかに、三千代は融通が利かないタイプだったようだ。それが結局、本人のストレスの元になり、「封じられたもの」に身体からだをのっとられる原因ともなってしまったわけだが。

「三千代さまが夜啼鶯の宮ナイチンゲールの関係者だったことは、公式には伏せられているわ。でも、生徒たちは薄々気づいているみたい。ショックを受けている子もいるでしょうし、みんな不安がっているはずよ。そこにつけこんで、政権を取ろうとする宮があらわれても不思議ではないわ」

「よくわかんないけど、複雑なんだね」

「だから少しでも多く、正確な情報が欲しいの。ふーむ……」

　姫ひめ子こは唇に指を当てて部屋の中を歩き回った。

「……うん。やっぱり、この手でいくしかなさそうね」

　アヤメはいやな予感がした。経験的にいって、姫子が何か思いつくと、だいたいアヤメがひどい目にあうのだ。

「夕食のあとで説明するわ。今日はあなたの食堂デビューね」

　そうだ。一週間以上もこの寄宿舎に住んでいるのに、まだアヤメは食堂にいったことがない。親鳥に養われる雛ひなみたいに、ずっと姫子に食事を運んでもらっていたのである。

「まず舎しや監かんの先輩にあいさつしなければならないわ。この寄宿舎の責任者よ」

「舎監の人って、先生じゃないの？」

「先生は週末に当直にくるだけ。この寄宿舎は原則として生徒の自治にまかされているから、舎監も生徒がしているの」

　姫子は表情をひきしめた。

「ただ――余計なことをいわないように気をつけて。ちょっと危険な人だから」



　二



「蘇す芳おう美み環わ子こよ。よろしくね、春日かすがアヤメさん」

　明朗で気さくな笑顔。寄宿舎の舎監は、アヤメよりも背の高い、長い髪の上級生だった。

　姫子の（そしてアヤメの）黒髪もきれいだが、この人の、軽くウェーブのかかった柔らかそうな髪も、たいへんに美しい。

　姫子が清せい楚そな白しら百ゆ合りを思わせる美び貌ぼうだとしたら、蘇芳美環子はあでやかな大輪の薔ば薇らだ。柄がらもののリボンも、とてもよく似合っている。やや大人びた瞳ひとみは生き生きと輝き、見るからに、頼りになる優しい先輩という感じだ。

「よろしくおねがいします」

　アヤメが深々とお辞儀をする。隣では、優等生に切り替わった姫ひめ子こが、いつものおしとやかな物腰で話している。

「アヤメは寄宿生活が初めてなんです。お手間をかけるかもしれませんけれど、よろしくご指導をおねがいします」

　食堂は畳たたみ敷じきの大広間だった。まるで大きな旅館の宴会場だ。もともとが和風建築なのだから、食堂が畳敷きでも不思議はないが。

　ずらりと並んだ長方形のテーブルに、ジャージ姿や私服の女の子たちが座っている。それぞれ配はい膳ぜん係がかりがいて、ごはんや味み噌そ汁しるを碗わんに分けている。修学旅行みたいな光景だ。

　アヤメはここでも注目されていた。寄宿生たちは、ひそひそくすくすとさざめきながら、さっきからアヤメを見つめている。

「姫子さんとはどういうご関係なの？」

　蘇す芳おう美み環わ子この質問に、アヤメは、あらかじめ姫子と打ちあわせしていた通りに答えた。

「姫子さんの、お父さま方のひいおばあさまが、わたしの母方のひいおばあさまと姉妹なんです」

「ああ、おばあさま同士がいとこなの。あなたと姫子さんは、いわゆる、みいとこの関係になるわけね」

　アヤメは軽く息をのんだ。蘇芳美環子は頭の回転が速いようだ。

「遠縁とはいっても、姫子さんに似ているみたいね」

　美環子がアヤメを凝視する。アヤメはどきどきした。

　姫子と瓜うり二ふたつであることに気づかれたらまずい。なぜこんなにそっくりなのか、素す性じようを怪しまれるかもしれない。

　また、姫子はアヤメを秘密の替え玉として使おうと考えているらしい。だから、アヤメと姫子がそっくりであることは隠しておかねばならないのだ。

　じーっ、と美環子がアヤメに視線を注ぐ。アヤメのこめかみに冷や汗が伝った。

　いきなり。

「かわいいっ！」

　ぎゅうっ、と、美環子がアヤメを抱きしめた。

「うわわわわわっ。むぎゅっ」

　じたばたともがくアヤメの顔面を、美環子は自分の胸に押しつけ、熱烈に頬ほおずりする。

「んーっ、かわいいかわいいっ。肌もなめらかで触り心ごこ地ちもすてき」

「むぐぐぐぐ」

「それに、匂においも姫ひめ子こさんによく似てるわ。ああっ、抱き心ごこ地ちも最高。腰なんかこんなに、こーんなに細いのに、骨ばってなくて柔らかで、んーっ、ずっとこうしていたいっ」

「たたた、助けて、姫子。姫子っ」

　両手をぶんぶんふりまわしながら救いを求める。

「み、美み環わ子こさま。アヤメがびっくりしていますから、そのくらいで」

　姫子は、珍しくうろたえた口く調ちようだ。

「あっ、ごめんなさいね。私、きれいな女の子を見ると見境なしにかわいがりたくなっちゃうの。驚かせちゃったわね。ごめんね、アヤメちゃん。と、いいつつさらに、ぎゅーっ」

　と、一層、抱きしめる腕に力をこめる。

「むぶっ、わぶぶぶぶ」

「美環子さま、美環子さま。アヤメが窒息してしまいます」

「ふふふ。じゃあ、最後にもう、ひと抱き」

　ひと抱きとかふた抱きとかいう数え方があるのか、と思う間もない。美環子は、んぎゅうっと、ますますアヤメを抱きしめる。

「ひいい――っ」

　抱き潰つぶされるかと思うほどきつくきつく、きつぅーく抱かれて、ようやく解放された時には、アヤメはへろへろになっていた。

「アヤメ、しっかりして！」

「はわわわわ……」

　以前、熱を出している姫子に、同じくらい熱烈に抱きしめられたことはある。が、姫子以外の誰だれかにこんなに激しく密着されたことはない。頭の中がぐるぐる回って、すぐには言葉も出てこない。

「ね、アヤメさん。よかったらメガネを取って、お顔をよく見せてくれないかしら」

　その言葉に、ぎょっとして我に返る。メガネをはずしたら、姫子そっくりだとバレてしまうかもしれない。

　姫子が素早く言葉をはさむ。

「すみません、この子、メガネがないとよく見えなくなるんです。それに、いつもかけているから、はずすのが恥ずかしいそうで――」

「そ、そうなんです。だからメガネはちょっと」

「残念だわ。でも、そのうち気が向いたら、素顔を見せてね」

　特に含む意図もなさそうに、美環子はのほほんと笑った。

「みんな、注目ーっ」

　威圧的ではないがよく通る声だった。畳に座った生徒たちが静かになる。

「もう知っている人も多いでしょうけど、今日から新しいお友だちが増えました！　春日かすがアヤメさんです。はいっ、拍手！」

　保育園の先生みたいな口く調ちようで美み環わ子こがアヤメを紹介すると、パチパチパチパチ、喝かつ采さいが沸わき起こった。

「春日かすがアヤメです。よろしくおねがいします」

　教室で自己紹介した時と同じようにお辞儀をする。拍手がひと際大きくなった。

　その時、アヤメは気づいた。食堂の一角から、あまり好意的とはいえない視線を向けている者がいる。

　またしても蜂はち須す賀か樹じゆ里り亜あだった。



「蘇す芳おう美環子さまって、いつもあんな感じなんだよ。私も抱きしめられたことあるし」

　高たか田ださんの言葉に、同じテーブルについた一年一組の仲間がうなずいた。

「私も」

「私も」

「私も」

「私もよ」

　アヤメの隣には姫ひめ子こもいる。姫子は、一年一組の中では、高田さんたちと一緒にいることが多いらしい。

「美環子さまは、自称抱きつき魔なの。たぶんほとんどの生徒が一度は被害にあってるんじゃないかしら」

　と、良い子状態の姫子が、つつましく困り笑いを浮かべる。

「でもある意味、これで春日さんも、正式に寄宿舎の一員になったってことかもね」

　という高田さんの言葉に、ああ、そうか――と、アヤメは思った。公衆の面前での強烈な抱きしめは、アヤメを仲間として承認するという、ちょっとした儀式的な意味もあった――のかもしれない。まあ、単に抱きしめたかっただけという可能性も強いが。

「それで、春日さん。陸上の宮に入る決心はついた？」

「うぐっ」

　ごはんが喉のどにつまりそうになった。ちなみにメニューは、ごはんとお味み噌そ汁しると、新鮮な川魚。あとはお漬け物だけという質素なものだ。禁欲主義を標ひよう榜ぼうしているこの学院らしく、甘味系のものは一切ない。

「だめよ、高田さん。春日さんは明日、私たちの宮を見学にきていただくんだから」

「料理の宮もよ。忘れないでね」

「本当は、姫子さんにも入ってもらいたいんだけどなー」

　ちらっ、と高田さんが姫子を見やる。姫子は目を伏せた。

「ごめんなさい。誘っていただけるのは本当にうれしいの。でも、わたし……」

「やっぱり立候補するの。次の学院府長に」

　と、また別の生徒が訊たずねる。

「ええ。そのつもり」

　するとほかのテーブルからもコメントが入った。

「でも姫ひめ子こさん、まだ一年生じゃない。難しいと思うよ」

「三年生の誰だれかにおまかせしたほうがよくない？」

「そうそう。そして空あいた時間はうちの籠ろう球きゆうの宮へ――」

「こらこら。どさくさにまぎれて勧誘しない」

「心配してくれてありがとう。でも、わたし、決めたの」

　姫子は箸はしを置き、決意の表情でみんなを見た。

「三み千ち代よさまと和かず季きさんが休学されて、前の学院府のメンバーはわたししか残っていないでしょう。ここで、わたしまで学院府の仕事をおりてしまったら、三千代さまの仕事を受け継ぐ者がいなくなってしまうわ」

「……三千代さまって、夜啼鶯の宮ナイチンゲールに関係してたんじゃないかって噂うわさがあるけど」

　と、隣のテーブルの女の子が遠慮がちに言葉をはさんだ。

「確かにそんな噂もあるみたいね。でも、きっと何かの間違いだわ。わたしは三千代さまを信じているの」

　きっぱりと迷いのない口く調ちようだった。

「わたしは三千代さまに望まれて学院府に入ったわ。そのわたしが、きちんとあとを引き継げば、それが、三千代さまにかけられた疑いを晴らすことにもつながると思うの。だから、わたしはどうしても学院府長になりたい。ならなければいけないの。たとえ、どんな困難が待ち受けていようと」

　しーん。と、軽い静寂がその場を支配した。

「わかった。そこまでいうなら私も姫子さんを応援するっ」

　と、高たか田ださんがぐっと拳こぶしを握った。

「私も応援するわ。同じクラスメートですもの」

「偉いわ、姫子さん。やっぱりあなたは一年一組の誇りよ」

「がんばってね、姫子さん」

「ありがとう、みんな。本当にありがとう」

　あたたかい励ましの中、姫子はそっと涙をぬぐった。



「あいかわらず名演技だったねえ……」

　部屋に戻ってから、アヤメは複雑な表情で姫子を見つめた。

「なんのことかしら」

「さっき高たか田ださんたちにいってたことだよ。三み千ち代よさんを追い出したのは自分のくせに」

　三千代が夜啼鶯の宮ナイチンゲールと関係していたのは事実だし、それを利用して策略を仕掛け、失脚させようとしたのは、当の姫ひめ子こなのだ。

　もちろんそこには、三千代が「封じられたもの」に操られていたという事情もあった。ある角度から見れば、姫子は三千代を救ってあげたのだ。姫子を一方的に非難するわけにはいかない。

　しかし結果として、姫子が三千代を追放した形であるのも事実である。

　――でも、さっきの食堂での姫子を見たら、誰だれもそんな裏があるとは疑ってもみないだろう。何しろ、アヤメでさえうっかり感動して、「わたしも精一杯手伝うよ！」とかいってしまいそうだった。

「ふふふ……。これで高田さんたちの票はわたしのものよ」

　姫子は薄く笑った。

「ただ、美み環わ子こさまには、やっぱり気をつけなければならないようね」

「だいじょうぶじゃないの。別に怪しまれてなかったみたいだし」

「とんでもない。メガネをはずすようにいわれた時は、どうなることかと思ったわ。本当に鋭い人よ。うっかり気を許せば、何をされるかわからないわ」

「舎しや監かんの人が危険って、抱きつき癖ぐせがあるって意味じゃなかったの？」

「あたりまえでしょう。なぜわたしが、あなたが抱きつかれることを心配してあげなければいけないのよ。もう少し頭を使いなさい」

「ううう……」

「とにかく、蘇す芳おう美環子さまとは、なるべく顔をあわせないようにすること。今はそれより先にしておく話があるわ」

「なに？」

「さっきのつづきよ。いろいろな『宮』の情報を集める話。――つまりね、明日の放課後は、わたしがあなたのふりをして、宮の見学にいくの」

「ええーっ！　また入れ替わるのぉ？」

「あなたに任せておいたら、必要な情報が手に入らないもの。わたしがあなたに化けているあいだ、あなたはわたしの身代わりをしてちょうだい」

「わたし、嘘うそとかお芝居、下へ手たなんだけど……」

「なら練習なさい。そう、今から特訓よ」



　否いやも応もなかった。ちゃんと姿も似せたほうがいいと姫子がいうので、アヤメはメガネをはずして、髪をほどき、赤いリボンもつけて、姫子そっくりの姿になった。

「さあ、あなたは今から佳か代よ花はな姫子よ」

　姫ひめ子このアヤメは、もじもじと髪をいじった。

「でも、急に姫子になれっていわれても、どうしたらいいか、わかんないよ……」

「『わかんないよ』じゃなくて、そういう時は『わからないわ』。はい、もう一度」

「えー。急に、姫子、さんのふりをなさいっておっしゃられても、どうしたらいいのか、わ、わかりませんわ。おほほほほほほ」

「だからっ。どうしていつも最後に、おほほほほ、がつくの。わたし、そんな笑いかた、したことないでしょう」

「上品にしゃべろうと思うと、つい、おほほほほってつけちゃうんだよぉ」

「ほら、またもとに戻ってる。やり直し」

「おおお、お上品にお話しいたそうと思うと、つい、おほほほほ、ってつけちゃうんでございますのよ」

「ございますのよ、なんていわない。かえって怪しまれる――というより、わたしの人格が疑われてしまうわ」

「難しいものは難しいんだってば。だいたい、わたしのことばっかりいってるけど、姫子はわたしの真ま似ね、上じよう手ずにできるの？」

「え？」

「姫子だって、大勢の人の前でわたしのふりをしなくちゃならないんだよ。バレないでちゃんとできるの？」

　姫子は少しも動じなかった。

「できるにきまっているじゃないの。あなたの真似なんか、簡単だわ」

「ならやってみせてよ」

「いいわよ。えへんっ」

　と、ひとつ咳せき払ばらい。

「えーと……」

　が、すぐには言葉が出てこない。

「……あらたまると、なかなか難しいものね」

「でしょ？」

「なんとかやってみるわ。――じゃなくて、な、なんとかやってみるねっ。あはははは」

「その最後の、あはははは、って何？」

「あなた、よくこういう笑いかたしてるじゃないの。おほほほほ、よりいいでしょう」

「ほらほら、またもとに戻ってる」

「ううっ。あ、あなたってば。よくこういうしゃべりかたしてるじゃないっ。おほほほほ、より、いいと、思うなっ」

「すごく無理がある感じ」

「そう？　そんなに。悪くないと。思うけどなー」

「ねえ、やっぱり入れ替わりなんてやめようよ。そんな調子じゃすぐにバレちゃうよ」

　姫ひめ子こは真顔になって反論した。

「努力もしないうちに諦あきらめてはいけないわ。努力をしても報われるとは限らない。けれど、努力をしなければ、決して目標に到達できないのよ」

「時々、変に真面目まじめだよね、姫子って……」

「表情の練習もしなくてはいけないわね。それに、しぐさや立ち居振る舞いも。あなたはもっと身体からだをいっぱいに使って動く感じだから、ええと……」

　そんな調子で、姫子はアヤメに成り代わる訓練をつづけた。アヤメもしばらくはつきあっていたが、やがて夜がふけ、疲れて先にベッドに入ってしまった。

　電気が消えたあとも、姫子はぶつぶついいながら、なにやら研究をつづけているようだった。



　三



　しかし、人間、やはり努力は大切なのであった。

「姫子、おはよう！　ほらほら、もう朝だよ。早く起きないと朝ごはんに遅れちゃうよっ」

　元気な声で起こされて、アヤメは目をパチクリさせた。目の前には、髪を三つ編みにしてメガネをかけた自分の顔がある。

「あっ、あのっ。あなた、どちらさま？」

　すると相手はくすくすっと楽しげに笑い、制服のスカートをひるがえして、くるりとターンした。

「もちろんアヤメだよ。ほらっ、どこからどう見てもアヤメでしょ？　見て。ね、よく見て」

「そ、それじゃ、こっちのわたしは、誰だれ？」

　まだ寝ぼけ気味のアヤメを、相手は引っ張り起こす。

「姫子に決まってるじゃない。さあ、起きて。あっ、ごめんっ、痛かった？　わっわっわっ、ごめんなさいごめんなさい！　あやまるから！　なんでもいうこと聞くから、怒んないで。鎖で縛ったり正座させたりしないで。姫子、姫子ぉっ！」

「………………」

「なぁんて。えへへっ、どぅお？　徹夜で特訓した甲か斐いが、少しはあるでしょ」

「……っていうか、似すぎてて気持ちが悪いんだけど」

「あははっ、ほめてくれてありがとっ。うわあ、見てよ、姫子、窓の外！　今日はすっごくいいお天気だよ。はーっ、空気がおいしい。嫌なことなんか、ぜーんぶ、忘れちゃいそうだねぇ」

「わたし、そんなに能天気なことばっかりいってるかなあ」

「いってるよぉ。あなたって毎朝こんなふうじゃない。ほら、着替えて食事にいこっ。そうだ。どうせなら、今日一日、ずーっと入れ替わって過ごしてみようか。わたし、誰だれにもバレない自信があるんだっ」

「そ、それはだめ。だってわたしのほうは、姫ひめ子この真ま似ね、まだ上じよう手ずにできないもん」

「あはははっ、冗談冗談。さ、起きて起きて。あーっ、今日の放課後が楽しみだなあ」

　と、どこまで演技なのか、やけに機嫌のいい姫子だった。



　授業をつつがなく終えた放課後。学院府室でアヤメと姫子は入れ替わった。

「それじゃわたし、宮の見学にいってくるから。あなたは部屋に戻ってじっとしててね。じゃあねーっ」

　すっかりアヤメになった姫子は、陽気にスキップしながら去っていった。

　かたや、姫子に化けたアヤメは、なるべくほかの生徒と出くわさないよう気をつけつつ、寄宿舎へ向かう。

　姫子がアヤメになっているあいだは、アヤメは自動的に、姫子に変わる必要がある。同じ人間が同時に別の場所に存在するわけにはいかないからだ。



    

  
    
      



    

  
    
      （やっぱり寄宿舎で交代したほうが安全だったんじゃないかな）

　しかし、今日は「アヤメ」は三つの宮を見学することになっている。時間が惜しいので、校内で入れ替わることにしたのである。

　おかげで姫ひめ子こに化けたアヤメは、こうして人目を忍び、誰だれかに声をかけられないよう、びくびくおどおどしながら歩かねばならない。

　なんとか昇降口は脱出したものの、ついに、カキツバタの池のほとりで顔見知りに見つかってしまった。

「姫子さまっ」

　どきっとしてふりむく。三人の中等部生がいた。

「こ、こんにちは。ミーちゃんと、ユーコちゃんと、ええと……」

「私、ヒロコです。よろしくおねがいしますっ」

　三人の中で一番背の低い女の子が、やや子どもっぽい口く調ちようでぺこりと頭をさげた。

　前に、五重の塔で会った三人だ。その時、階段から足を滑らせたミーちゃんを姫子が助け、代わりに自分が怪け我がをしてしまったのである。――もっとも、本人の不思議な力ですぐに治ってしまったが。

「あれからごあいさつもしないままで、ごめんなさい、姫子さま。もう、足のお怪我はいいんですか？」

　ミーちゃんが訊たずねた。短い髪を両サイドでしばった、はきはきしゃべる女の子だ。

「う、うん。おかげさまで。ほら、もうこんなに元気よ」

　ぴょんぴょん、その場でジャンプしてみせる。

（しまった。姫子ってこんなことはしないかな）

　しかし三人は、特に変とは思わなかったようだ。仲良く手を取りあって、口々に「よかったぁ」と嬉うれしそうだ。

「私たち、姫子さまのお見舞いにいこうかって話していたんですよ。だけど、火事があったり、三み千ち代よさまが入院なさったりで、お忙しいんじゃないかと思って……」

　と、ユーコは、ちょっとおっとり気味の話しかただ。

「きき、気にしないでいいのよ。ごめんなさいね、かえって気をつかわせちゃって」

　と、アヤメは必死に笑顔を保ち、優しげな口調を心がける。

「姫子さま、学院府長に立候補されるんですよねっ。私たち、応援してます。中等部だから投票はできないけど、知りあいの先輩がたに、姫子さまに入れるようお願いしますから」

　と、ミーちゃんが力強く宣言した。

「ありがとう。姫子が聞いたら喜ぶ――じゃなくて、うん、すっごくうれしいわ」

「姫子さま。どうなさったんですか。おでこに汗をかいてるみたい」

　ユーコが心配そうに眉まゆをひそめる。

「なっ、なんでもないのよ。ええと、ちょっと暑くって」

「えーっ。こんなに涼しいのにですか？」

　ヒロコが目を丸くする。

「その、あのね。今朝からちょっと熱っぽいの。げほげほ」

「えっ。お風邪ですか、姫ひめ子こさまっ」

「そういえばさっきから、お声も震ふるえてらっしゃるみたいですけど……」

　と、ミーちゃんとユーコが、姫子のアヤメを支えようと腕を取る。

「保健室にいきましょ、姫子さま。私たち、ご一緒します」

　ミーちゃんの言葉にアヤメはあわてる。

「いいっ、いいのよ、そんな。それほど大した熱じゃないから」

「だめですよ。ああっ、そういってるあいだにも、ますます汗が大量に」

「それに、こんなに震えてらっしゃるじゃありませんか。お顔の色もよくないし……」

「保健室にいきましょ。ねっ、姫子さま」

　ミーちゃんとユーコとヒロコにしがみつかれ、アヤメは身動きできなくなってしまった。

「ほんとにだいじょうぶだから。そんなにひっぱらないで。お願い、放してえーっ」

　ほとんど悲鳴のような声をあげていると。

「こらっ、下級生ども！　姫子を困らせるんじゃない！」

　びしっと強い声が飛んできた。ふりむくと、赤毛のウルフカット少女がいた。

「エルザさま！」

　三人娘が異い口く同どう音おんにその名を呼んで、あわてたように姫子のアヤメから離れた。

　エルザは恐こわい顔で三人をにらみつける。

「おまえらみたいにきゃーきゃー騒いでたら、ますます具合が悪くなっちまうだろ。あとはあたしにまかせて、おまえらはさっさと寄宿舎に帰れ」

「ええっ。でも……」

　ミーちゃんが不満そうに何かいおうとした。が、エルザはそれを許さない。

「いけったらいくんだ！　走れ！」

「はいーっ！」

　ミーちゃんたちは小動物の集団みたいにぱたぱたと逃げ去っていった。

（ちょっとかわいそうだったかな。心配してくれたのに）

　と思いながらも、アヤメはほっと息をつく。

　が、すぐに気を取り直し、しゃきんと背筋を立てる。

「あっ、ありがとう。おかげで助かったわ、エルザ」

「やれやれ。あいかわらず演技が下へ手ただね、アヤメ」

　ぎくっ。しかし、めげずに演技をつづける。

「な、何をいっているの。わたし、佳か代よ花はな姫ひめ子こなのよ。ほら、メガネもかけていないし、頭にリボンもしているじゃあないのよ」

「だめだめ。そんなぎくしゃくしてちゃ、あたしじゃなくたって怪しまれちまうって」

「あうう」

「とにかく君らの部屋にいこう。こんなとこにいたら、また誰だれかに声をかけられるぜ」



「――つまり敵情視察か。あいかわらず姫子の発想は陰険だな」

　姫子のベッドに腰をおろし、エルザは苦笑した。

　勝手にエルザに姫子の作戦を打ち明けてしまって、あとで姫子に叱しかられるかもしれない。でも、入れ替わりがバレてしまった以上、事情を話さないわけにはいかなかったのだ。それにエルザは、これまでも何かと助けてもらった恩人だ。

「ねえ、エルザ。このこと、誰にもいわないでね」

「心配ご無用だよ。前にいったろ。あたしは一応、姫子の友人のつもりだって」

　エルザの言葉にほっとする。

「君が転入してきた時から変だと思ってたんだ。メガネや髪型で変装してるから。それって、今後も影武者をするためだったんだな」

「うん。わたしは気が進まないんだけど」

「姫子は一体、何をやってるんだ？　こないだの火事の時だって、あいつ、巫み女こさんみたいなかっこして気絶してたろ。本人に訊きいても、なんにも教えてくれないんだよ」

「ええと、それは」

　アヤメは口ごもる。どこまで話していいのだろう。エルザは、アヤメが記憶のない身元不明者であることや、姫子が巫女であることは知らないのだ。

　アヤメが迷っていると、エルザは自分から話を切りあげてくれた。

「まあいいや。別に困らせるつもりはないんだ。そのうち、話せる時がきたら話してくれればいいよ」

　そして、やや真面目まじめな顔になって、つづけた。

「ただ、これだけ聞かせてくれ。……君は、姫子のことが好きなんだよな？」

「えーと。好きっていう言葉の意味にもよるけど、大事な友だちだと思ってるよ」

　エルザは表情をゆるめた。

「それで充分だよ。君みたいな子が姫子のそばにいることは、たぶん、あいつにとっていいことなんだろうから」

「え？」

「あたしからいうのも変だけど、姫子と仲良くしてやってくれ。あいつ、外面だけがいいひねくれ者で、性格が歪ゆがんでて、腹黒で疑り深くて、陰険な嘘うそつきだけど――」

　自称、姫ひめ子この友人なのに、えらい辛から口くちだ。もっともすべて本当だからしかたがない。

「――でも、本当はいいやつなんだ。知ってるだろ」

「うん」

　アヤメはためらわずにうなずいた。

　そう、アヤメは知っている。

　口では悪あく辣らつなことばっかりいっている姫子だが、いざとなると、誰だれかが怪け我がをしたり危険な目にあうのを放ほうっておくことは、決してない。

　本当に大事な時には必ず、身を捨ててでもその人を助けようとする。そして自分が傷ついたり怪我をしてしまうのだ。アヤメもそれで生命いのちを救われたのである。

　アヤメが最初に意識を取り戻した時、目の前の窓にもちゃんと書いてあった。「すっごく優しい女の子だから、力になったげて」と。

　もっとも姫子本人は、そんな自分自身を「本当はいいやつ」とも「すっごく優しい子」とも、少しも思っていないようだが。

「あたしと同室だった頃ころの姫子は、もう少しまともなやつだったんだ。何があったのか、ずいぶんひねちまったけど」

「何があったのかな……」

「さあ。でもさ、人間って、大事なところはそう簡単に変わらないと思うんだ」

「うん」

「君みたいな子がそばにいれば、姫子も少しずつ、もとのあいつに戻っていくだろう。何かあったらあたしも力になるから、これからも――」

「エルザ？　ここで何をしているの」

　いつの間にか戸口に、三つ編みメガネの姫子が立っていた。

「おっ。情報収集から帰ってきたな。ニセの春日かすがアヤメちゃん」

　エルザは、またいたずらっぽい表情に戻って顔をあげた。

「情報収集って――アヤメ。エルザに話してしまったの？」

「わわわっ、ごめん、姫子」

「叱しかるなよ。あたしが無理やり聞きだしたんだ。――ふーん」

　まじまじと、エルザが姫子を見つめる。

「そのかっこ、なかなか似合ってるじゃないか。中身もアヤメちゃんに似せて、もう少し素直にしたらどうだ」

「エルザ！」

「あっはっは。それじゃあな、アヤメちゃん」

　ひらひらと手を振って、エルザは廊下に出ていった。

「まったく。人のことをからかってばかりいるんだから……」

　そうつぶやき、姫ひめ子こはあらためて、じろりとアヤメをにらんだ。アヤメは、ひっと肩をすくめた。



「……仕方がないわね。エルザなら、秘密は守ってくれるでしょうし」

　事情を聞いて、姫子はあきらめ顔だ。アヤメの失敗にも慣れてきたのかもしれない。

「姫子は、エルザのこと信用してるんだね」

「そうね、敵でないことだけは確かだから」

「姫子をすごく心配してるみたいだけど――」

「おせっかいなのよ、あの人は」

　姫子はそっけない。その時、からんからん。夕食を告げる鐘の音が聞こえてきた。

「食事にいきましょう。髪を結って、メガネをかけなさい」

「うん」

　食堂にむかう途中、ツインテールの蜂はち須す賀か樹じゆ里り亜あを見かけた。転入してから二日、アヤメはまだ一度も、樹里亜と口をきいていない。

　あいさつしようとしたが、樹里亜はぷいっと顔を背そむけていってしまった。

「……やっぱり嫌われてるのかなあ」

「気にすることはないわ。ただし、無用の挑発も避けること。放送の宮や新聞の宮を敵に回すと、選挙に不利になるから」

「…………」

　アヤメは樹里亜のことが嫌いではない。しかし、この調子では仲良くなることは難しそうだ。

　しかし、アヤメが転入してきて以来、樹里亜がずっと注いでいる探るような鋭い視線。あれは一体なんなのだろう。

　ふと、不安をおぼえるアヤメだった。



　蜂須賀樹里亜は姫子を憎ぞう悪おし、呪じゆ詛そし、嫌けん悪おしていた。まさに不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵、両者並び立ち得ぬ相手、二人が共に生きるにはこの空の下は狭すぎる、というほどに忌いみ嫌っていた――まあ、少なくとも樹里亜本人は、そのつもりなのであった。

「くくくくく……ついにあなたのシッポをつかんだわよ、佳か代よ花はな姫子！」

　表情はあくまで平静を保ちつつ、しかし樹里亜は、ついこみあげてきそうになる笑いをおさえかねていた。そのせいでさっきから食事に手がつかない。

「どうしたの、樹里亜。変な笑いかたして」

　隣に座った樹里亜の姉が、心配そうに訊たずねた。すらりと背が高く、髪の長い彼女は、放送の宮の「媛ひめ」でもある。

「喜んで、お姉ちゃん。私、ついに佳か代よ花はな姫ひめ子この弱点をこの手に握ったの。姫子は春日かすがアヤメとグルになって、全校生徒を、先生までもだましているの。これは大スキャンダルよ」

「また佳代花さんのこと？」

　姉は困惑げに眉まゆをひそめる。

「そうよ。この事実を暴ばく露ろすれば、佳代花姫子の学院府長就任は絶対に不可能。今の人気は地に落ちるわ。今度こそ！　ついに！　やっと！　ようやく！　私が完全に姫子に勝つ時がきたのよ！」

「そんなに佳代花さんを嫌わなくても……。いつか放送の宮に勧誘したのを断られたこと、まだ根に持ってるの？」

　たちまち樹じゆ里り亜あは真っ赤になった。

「そんなつまんないことにこだわってるわけじゃないわっ。私はあの人のお上品顔が気に食わないだけ！　それだけっ！」

「わかったからお味み噌そ汁しるを置きなさい。ああほら、こぼしちゃったじゃないの」

　しかし樹里亜の耳には入らない。

「明日、はっきりした証拠をつかんだらお姉ちゃんにも教えるわ。ふふふふ……明日を楽しみにしていなさい、姫子。今度という今度こそ、あなたの運命もこれまでよ。ふふふふふふ……ははははは……あぁあーっははははは！」

　箸はしとお碗わんを手に高笑い。明るく暴走している妹を見て、心配性の姉は、ふうっとため息をついた。
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　翌朝、始業前。アヤメは蜂はち須す賀か樹里亜に呼びだしを受けた。

　あいにく姫子もエルザも席をはずしていた。というより、そのタイミングを見計らって、樹里亜はアヤメに声をかけたのだろう。

　アヤメはあらがう間もなく、樹里亜に手を引かれ、ひと気のない校舎裏の露台バルコニーに連れてこられたのだった。

「な、何の用なの？　蜂須賀樹里亜さん」

　どんな目にあわされるのかとびくつきながら、アヤメが訊たずねる。今は髪を三つ編みにしてメガネもかけている。姫子にそっくりだということはバレていない――はずだが。

「ふっふっふ。何を怯おびえているのかしら、春日アヤメさん。後ろめたいことでもあるの？」

　唇を歪ゆがめ、不気味に樹里亜は笑う。

「ないない、ないよ、そんな。後ろめたいことなんて」

「ならどうしてそんなに汗をかいてるの。それに、そんなにびくびくと逃げ腰で」

　じりっ、と樹じゆ里り亜あが歩を詰めてくる。つられてアヤメが後退する。

　逃げ出そうにも、ここは三階。周りは薄暗い木こ立だち。廊下に通じる扉は樹里亜が背中にしているため、逃れられない。

「じゅ、樹里亜さん。何がいいたいの」

「私ね、あなたの、秘密を、知って、いるのよ」

　言葉を区切って、樹里亜がいった。

「ひ――秘密って」

　落ち着け、と自分の心をなだめる。自分が姫ひめ子この影武者だということは、誰だれにもバレていないはず。ああ、でも、樹里亜はけっこう観察力が鋭いし――。

「とぼけてもムダよ。あなたの、その秘密。その制服の下に隠した秘密よ！」

　どきーん！　心臓がジャンプする。

「よくも見事に化けたものね。みんながだまされてしまうのも無理はないわ。でも、このわたしの目はごまかせないわよ」

　内うち股またぎみになったアヤメの膝ひざが、かくかく震ふるえ始めた。

　いっそ手すりを越えて、あの大きな木に跳び移り、地上まで伝って逃げるか。いや、無駄だ。たとえこの場から逃れたとしても、秘密がバレている以上――。

「ふふふ。どこまで逃げるのかしら。春日かすがアヤメさん？」

　さらに一歩、樹里亜が近づく。アヤメはさがる。どん、と腰が手すりにぶつかった。

「あなたも姫子も、今日で終わりよ。この秘密が暴かれれば、二人とも、もうこの学院にはいられない。覚悟なさい」

　樹里亜が、にたぁーっと勝利を確信した笑みを広げた。

「はっきりいってあげるわ。あなたたちの秘密を。春日アヤメさん、あなたは――」

　びしっ、樹里亜が人さし指をまっすぐアヤメにつきつけた。アヤメは観念した。

「あなたは、男の子でしょう！」

「……………………はい？」

　一瞬、何をいわれたかわからなかった。

　エルザは勝ち誇った表情でつづけた。興奮すると早口になる癖くせはあいかわらずのようだ。

「この二日間、私はずっとあなたを観察してたのよ。そして、明らかに行動がおかしいと気づいたわ。まず、体育の時間の着替えの時！　あなた、みんなから離れて、すみっこで、こそこそっと着替えてたでしょう。それから、お手洗いにいく時！　いつも、なるべくほかの生徒がいない時を見計らって、しかも、すっごく恥ずかしそうな様子で入っていくわよね。さらに、お風ふ呂ろ！　あなたは一階の大浴場を使わずに、自分の部屋のお風呂を使っている。もひとつ！　クラスの女の子に囲まれてると、時々照れたみたいに顔を赤くしてるわ。――これらすべての証拠を総合して推理するに！　あなたは自分の身体からだを隠したがってる！　つまりあなたの正体は男の子！　それ以外に考えられないわ！」

　アヤメは口をぽかんと開いて聞いていた。

　――いや、確かに樹じゆ里り亜あの観察眼は鋭い。アヤメの秘密に迫っている。

　アヤメは自分の着替えも、ほかの女の子の着替えも見るのが苦手だ。女子トイレに入るのも恥ずかしい。みんなと一緒にお風ふ呂ろなんてとんでもない。

　そんなにも照れてしまうのは、ひょっとしたら、もしかしたら、かつてアヤメが男の子だったため――なのかもしれないのだ。

　が、樹里亜が今いっている意味はそういうことではない。樹里亜は、アヤメが正真正銘の男の子で、女の子の扮ふん装そうをして転入してきたと信じこんでいるようだ。

「ふっ。図星を指されて言葉も出ないようね、春日かすがアヤメさん。いえ、春日アヤメくん！　ミスター・アヤメ・カスガ！」

　なぜ英語――と、つっこむ余裕もなく樹里亜はまくしたてる。

「あなたがどんな事情で、女装なんかして転入してきたかは知らないわ。でも、この事実が明るみに出れば、あなたも、そしてあなたの協力者である姫ひめ子こも、この学院にいることはできなくなる。そのことは確かよ！」

「あうううう」

　何をいっていいのかわからないので変な声が出た。

「絶望のうめき声？　ハッ！　哀あわれなものね！　――もちろん、私が今いったことは、ただの憶測にすぎないわ。だからあなたをここへ呼んだのよ。私の推理が正しいことを証明するために」

「しょ、証明って」

「もちろん、その正体を暴くの！　覚悟なさい、春日アヤメくん！　しゃーっ！」

　樹里亜は、古い怪物映画の、乙女に襲いかかるモンスターのように指を折り曲げ、ツインテールをひるがえして躍おどりかかってきた。

「やだやだやだ、やめて、樹里亜さん！　いやぁーだ――っ！」

　身体からだを丸めて逃れようとするアヤメを、樹里亜はその場に押し倒す。

「力がないわね。男の子って、こんなにひ弱なものなの？　その手をどけなさい。抵抗しても無駄よ。私、小さい頃ころ、妹といつもケンカしてたから、取っ組みあいには慣れてるの」

「違うってば、樹里亜さん！　誤解、誤解だよーっ！」

「ほぉーら、制服の留め紐ひもをはずしちゃったわよ。確かめさせてもらうわ、あなたのその作り物の胸を、この手で！」

「やだーっ！」

「これがっ、証拠よっ！　えいっ！　あれっ？」

「わっ、わっ、わっ」

「ず、ずいぶんよくできた作り物ね。でも！　こんなふうに触れば、にせ物だって、たちどころに――とっ、取れない？　なぜっ？　ちょっと、ちゃんと見せて」

「ひゃわわわわわわっ。やめて、やめてっ」

「まさか、本物？　春日かすがさん、あなた、本当に女の子？」

「だから誤解だっていってるのにーっ！」

　樹じゆ里り亜あがたじろいだ隙すきに、アヤメは急いで体を起こした。

「ひどいよ、樹里亜さん！　ううううう……」

　が、あわてているのは樹里亜も同じらしい。ぺたんと腰を落として顔を覆おおってしまったアヤメのそばに、同じように座りこみ、あたふたと身づくろいを手伝う。

「ごっ、ごめんね。ごめんなさいっ。私、あなたの挙動が不審すぎるから、てっきり。ほらほら、前をあわせて、紐ひもを留めて――。んっ、もうだいじょうぶ、もと通り！　もう泣くことないわよ。ねっ、泣かないで。ねっ、ねっ」

　小さい妹をケンカのあとであやす時も、こんなふうにしていたのだろうか。樹里亜はアヤメの背中や髪を撫なでさすって、懸命に慰なぐさめた。

「も、もうだいじょうぶ。あはは、ごめんね。ちょっとびっくりしちゃって」

　照れ笑いしてメガネをかけ直し、アヤメは立ちあがった。あまり顔を近づけられたら、本当の秘密――アヤメが姫ひめ子ことそっくりだということがバレてしまうかもしれない。



    

  
    
      



    

  
    
      　アヤメが笑顔になったので、樹じゆ里り亜あもほっとしたようだった。

「推理ははずれだったのね。絶対に確実だと思ったんだけど……」

「もういいよ。間違いは誰だれにでもあるんだし」

「でも、わからないわ。男の子じゃないなら、どうして着替えの時、あんなにこそこそしてるのよ」

「ええっとね。わたし、集団生活ってあまり経験ないの。だから人前で着替えるのが恥ずかしくて」

「でも学校には通ってたんでしょ」

「う――うん。まあ、そうなんだけど」

「あんまり着替え方がぎこちないから、私てっきり、女の子の服に慣れてないのかと思ったわよ。人前で着替えるのが恥ずかしいなら、お手洗いの個室にいくとかすればいいじゃない。体育館には更衣室だってあるんだし」

　確かにそうかもしれない。だがアヤメの頭にはそういうささやかな、学校生活の知恵、といったものがないのだった。

　すると、記憶を失なくす前のアヤメは、学校に通った経験がなかったのだろうか……。

「だいたい女の子しかいないのに、そんなに照れることないでしょう。よその女子校では、もっとみんな大胆だったり、お行儀が悪いって聞くわよ」

「そうかもしれないけど、でもやっぱり、下着姿とか見られるのはちょっと……」

「だから、いくらでも方法があるでしょうが。体育がある日は、制服の下に体操着を着てきてもいいし。――そういえばあなた、着替えの時、短パンを脱いだりはいたりするのに、いちいちスカートを脱いでたわね。あれだって、スカートを脱がないで短パンをはいちゃえば、何も恥ずかしいことなんてないでしょ」

　アヤメはキョトンと目を見開いた。

「スカートを脱がないで短パンを？」

「はくのも脱ぐのもできるわよ。なあに、わかんないの？　どういう生活してたの、あなたって」

　樹里亜は本格的に呆あきれ顔になった。

「あなたほんとに女の子の服、着たことないんじゃないの。みんながやってる通りにすればいいだけよ。すみっこで背中を向けてるから気づかないのよ。つまり注意力不足。放送の宮で原稿を読むのと同じよ。うちのお姉ちゃんがよくいってるわ。文字がごちゃごちゃしてるからって適当に読みとばしてしまうと肝心の情報をとらえそこなうって。え？　早口でまくしたてられてもわからない？　ああもう、じれったいわね。こうするのよっ」

　いらだったように樹里亜は自分のスカートをたくしあげると、するするっとショーツを脱ぎ、乱暴に手すりにひっかけた。一いち目もく瞭りよう然ぜん、アヤメはすぐに理解した。

「そうかあ。うん、実際にやってみせてもらうとわかるよ。ほんと、こんなに簡単なことに気がつかないなんて、わたしバカみたいだね」

「まったく信じられないわ。あなた、よっぽど礼儀正しいお嬢さん学校に通ってたようね。それに、家でも着替えは、メイドさんとかに全部手伝ってもらってたとかじゃない？　でなければ、着替えのしかたもよくわからないなんて、ありえないわよ」

「ま、まあそんなとこ。だからほんと、いろんなことに慣れてなくて」

「ふんっ、さすがは佳か代よ花はな姫ひめ子この身内ってことかしら。ぜいたくなお嬢さま暮らしを過ごしていらしたのね」

　いつもの調子を取り戻してきたらしく、樹じゆ里り亜あはいやみったらしくアヤメをねめつけた。

「まあいいわ。今日のところは私の勘違いってことで、お詫わびしといたげる。でも、おぼえておいて。私にとって佳代花姫子は敵なのよ。姫子の弱点を見つけたら、必ず叩たたきつぶしてやるわ。あなたもせいぜい、私に隙すきを見せないよう気をつけることね」

「そんなぁ。仲良くしようよ、席も近いのに」

「あなたがどうしても、というなら考えてあげないこともないわ。でもそれは、今後のそちらの態度次第ね」

　からんからん。鐘が鳴った。

「予鈴だわ。教室に戻りましょう。ぐずぐずしてると置いてっちゃうわよ」

「わっ、待って。わたしまだ慣れてないから、一人だと迷子になっちゃう。この校舎ってごちゃごちゃしてるから……」

　樹里亜はツインテールを、アヤメはツインお下げを揺らしながら、足早に一年一組の教室に戻っていった。
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　その後、蜂はち須す賀か樹じゆ里り亜あは非常におとなしかった。

　授業中は、膝ひざをぴたっとくっつけ、ほとんど身動きしなかった。休み時間もずっと座りっぱなしで、ひたすらじっとしていた。

　アヤメが心配して、気分でも悪いのかと声をかけたが、樹里亜は顔を赤くしたり青くしたりして、なんだか要領を得ないことをいうばかりだった。そしてお昼休みになるとスカートを押さえながら、風のごとく教室から走り去り、そのまま戻ってこなかった。

「どうしちゃったんだろ、樹里亜さん。体調が悪いのかな」

　後ろの姫ひめ子こに話しかける。

「さあ。何か個人的な問題を抱えているのかもしれないわね」

　姫子は立ち入る気はないようだった。

　学校での姫子は、何ごとにつけ控えめなのだ。ただただつつましく、物静かだ。が、そうしていても、その清せい楚そな美び貌ぼうのために、どこにいてもよく目立つ。

　お昼休み。アヤメと姫子が高たか田ださんたちと学生食堂で食事をしていると、上級生のグループから声がかかった。

「佳か代よ花はなさん。こっちのテーブルにいらっしゃらない？」

「わたし、いってもいいかしら」

　食事を終えた姫子が、高田さんたちに訊たずねる。

「いっといで。私たち、適当に教室に戻ってるから」

「ごゆっくりどうぞ」

「ごめんなさい。それじゃ、ちょっと失礼するわね」

　高田さんたちは笑顔で姫子を送り出す。

　寄宿舎の畳たたみ敷じきの食堂とはちがって、こちらは洋風の造りだ。広いフロアには、明るい初夏の陽ひ差ざしがあふれている。手製のお弁当を広げている生徒もいるが、用意されたメニューを食券と交換する者も多い。

　別なテーブルからはこんな声も聞こえてくる。

「しまった。先を越されちゃった」

「よーし。明日こそは姫子さんをうちのテーブルに……」

「それより今度、お茶にご招待しない？」

「あっ、いいわね。この中で一番部屋がきれいなのって誰だれ？」

　アヤメは改めて感心していた。

「姫ひめ子こって人気があるんだねえ」

　高たか田ださんが自分のことのように誇らしげに胸を張った。

「そうだよ。あんなにきれいで頭もいいのに、いばらないし、優しいもの」

　ほかの子たちも同意する。

「私なんか、姫子さんと敬語を使わずに話してるっていうだけで、ほかのクラスの子にヤキモチ妬やかれちゃうの」

「私も。姫子さんて誰だれにでも親切だから今度声かけてみたら、っていっといたけど」

「ほんとにいい人だよねー。計算じゃなくて根っからああいう性格だから、いやみな感じもないし」

　いや、すべて計算ずくだと思う――とは、もちろんいえない。

「まだ特別な仲良しさんもいないから、いろんな人が姫子さんに近づきたがってるんだよね」

「仲良しさんって？」

　アヤメが訊たずねる。

「ここの生徒たちの用語だよ。特に親密なお友だち、っていうこと」

　意味ありげな笑顔で高田さんが教えてくれた。

「春日かすがさん、姫子さんと親しん戚せきなんでしょ。よく一緒にいたの？」

「え？　う――うん、まあ。たまに会うくらいだったけど」

　ぐぐっ、と高田さんたちがいっせいに身を乗りだしてきた。

「どんな感じだったの、小さい頃ころの姫子さんって」

「ええと……」

　嵯さ峨が島しま三み千ち代よがいっていたことを借用する。

「優しくて、さびしがり屋で、ガンコで、けっこう泣き虫で。誰かが怪け我がすると、自分もいっしょに泣いちゃうような女の子――だったかな」

　高田さんたちは深く深くうなずいた。

「やっぱりねぇ。子どもの頃からそんな感じだったのね」

「あーん、ちっちゃい頃の姫子さん、見たかったなあ」

「でもなんとなく想像できるよね。きれいな黒髪で、ほっぺがすべすべで」

「きゃあ、想像しただけでときめいちゃう」

　姫子の話をしているだけで、高田さんたちは楽しくなるらしかった。

　二年生のテーブルから笑い声が聞こえてきた。姫子も口もとに手を当てて品のいい笑顔を見せている。

　どこへいっても、その場にいるだけで、幸せな空気をつくりだす――この学院での姫子は、そんな存在であるらしかった。



「ほんとにお人ひと好よしばかり。みんな簡単にだまされてくれてありがたいわ。誰だれも、わたしとあなたが入れ替わってるなんて想像もしていないのよ」

　放課後。寄宿舎の部屋でアヤメと二人きりになった姫ひめ子こは、唇を歪ゆがめて悪魔的に笑った。

　学校で良い子を演じている時との、この落差。感心してしまうほどだ。

「今日は茶道の宮と、華道の宮と、排はい球きゆうの宮の見学よ。さあ、早く服を交換しましょう」

　昨日と同じ失敗をくりかえさないよう、今日は部屋に戻って役割交代をしているのだ。姫子はすでに髪を三つ編みにし、メガネをかけている。

「なにも制服まで替えなくてもいいんじゃないの」

「いいえ、これは絶対に必要なことよ。匂においの問題を解消するために」

「匂い？　制服の匂い？」

「ええ。わたしとあなたは何から何までそっくりだけど、胸の大きさと、それから身体からだの匂いは違っているわ。わたしが独特の甘い体臭を持っているのは知っているでしょう」

「うん。お菓子みたいにいい香りがするよね」

「私のこの匂いが、甘味に飢えている女の子たちの心を、フェロモンのように惹ひきつけるの。あなたは匂いもわたしに似ているらしいけれど、わたしほど強くはないわ。敏感な人は、違いに気づくかもしれない」

「そっか。制服を替えて、匂いも交換するんだね」

「そういうことよ。服を替えれば、お互いの匂いも少しはごまかせるから。さあ、早く脱ぎなさい」

「う、うん……」

　姫子の前で着替えをするのは恥ずかしいが、しかたがない。例によって目をぎゅっと閉じて制服を脱ぐ。無事に服の交換が終わり、アヤメは姫子に、姫子はアヤメになった。

「じゃっ、いってくるねっ」

　お下げを振って、アヤメの姿の姫子が笑顔になる。

「わたしがいないあいだ、あんまり外に出歩いちゃだめだよ。それじゃ、またあとでねっ。ばいばーい」

　アヤメの姫子は上機嫌に手を振って出ていく。戸口でわざとつまずきそうになって、えへへっ、と照れ笑いを浮かべるところなど、そそっかしいアヤメの特徴をよくつかんでいる。

（ひょっとして楽しんでるんじゃないのかなあ……）

　いつもながら、姫子の気持ちは今ひとつつかめない。

　部屋に残されたアヤメのほうは、さしあたりすることがなく、時間をもてあました。それでも不意に誰だれかがくるかもしれないので、姫ひめ子こに化けていなければならないのだ。

　窓の外にはうららかな午後の風景。青い葉をつけた竹が風に揺れている。

　部屋の中には、古風なデザインの戸棚。テーブル、椅い子す。二人ぶんの勉強机とベッド。調度品は質素で上品。姫子の趣味がよく出ている。

　棚には本がたくさん並んでいる。もちろんすべて姫子のものだ。和歌の本、画集、雅が楽がくの本、漢詩の本。洋書もある。アヤメにはタイトルすら意味不明だが。

　ほかに、古い書類綴つづりやノートも置かれている。学院府の古い記録だ。アヤメの正体を知る手がかりが、もしかしたらこの中にあるかもしれない。姫子とアヤメは手分けして調べているのだ。

　記録の中には、幽霊とか、何か怪しい影を見た、などという話が時々出てくる。昔から花はな時雨しぐれ学院には、この手の怪談話が多かったようだ。

　でもアヤメのように、記憶喪失で身元もわからない女の子がどこからともなくあらわれた――などという記録は見当たらない。

　退屈だ。

（勉強でもしようかなあ……）

　教科書を出してめくってみる。完かん璧ぺきにわかるというほどではないが、ちんぷんかんぷんというわけでもない。アヤメの学力は、高校一年生としては平均程度らしい。

　教科書を閉じて、ベッドに横になる。小鳥のさえずりや、どこかの部屋で女の子たちが楽しそうに笑いあう声が聞こえる。

　身につけた制服から姫子の匂においがただよってくる。

（姫子、今ごろ何してるかな……）

　甘い甘い姫子の香りに包まれながら、目を閉じ、寝返りを打つ。

　いつの間にか眠くなってきた……。



　アヤメに化けた姫子は、体育館にいた。排はい球きゆうの宮、つまりバレーボール部の練習試合にまぜてもらっているのだ。

「ええ――いっ！」

　ユニフォームを借りたアヤメの姫子が、ものすごい勢いのスパイクを放った。

　ピーッ。審判の笛が吹かれる。

「アウト！　コートチェンジ」

「あーん、もう、またアウトぉ？　なんで線の中に入らないんだろ。くやしいっ！」

　地団駄を踏むアヤメの姫子を、仲間たちが笑顔で囲む。

「どんまいどんまい。その調子でいいんだよ」

「でもわたし、さっきから失敗ばっかりだよね。ごめんなさい」

「いいんだってば。慎重に打ち分けるより、初心者はまず、思いきって腕を振るのが大切なんだから」

「春日かすがさん、ジャンプ力もあるし、身長も低いほうじゃないし、いい選手になると思うよ」

「それに何より、ミスしてもにこにこ笑って、すぐ元気になるのがいいよ」

　アヤメの姫ひめ子こは、照れたように三つ編みをしごいた。

「あはははっ。それってほめられてるのかなぁ」

「それそれ、その笑顔。見てるとこっちまで楽しくなっちゃう」

「どう、うちに入らない？　バレーボール、おもしろいよ」

「思いっきりボールを叩たたくと、ストレス発散にもなるし」

「そうだね。ほんとに、嫌なこともめんどうなことも忘れて、すかーっとしちゃう」

　と、姫子がいかにもアヤメっぽく明るく笑う。と、一人が心配そうに聞きとがめた。

「春日さん、この学院で何か嫌なこととかあるの？」

　姫子は、あわててぶんぶん手を振った。

「あっ、そういうわけじゃないの。ほら、わたしって寄宿生活初めてだから、まだいろいろ慣れないことが多くって。この学院が嫌っていうわけじゃないよ。ホント」

「ああ、そういうことかあ」

「くすくす。そんなにあわてなくてもいいのに」

「春日さんっておもしろい人だねえ」

「姫子さまのご親しん戚せきだっていうから、おしとやかで控えめな人かと思ってたけど」

「こんなに明るくて元気な人だなんて、びっくりしちゃった」

　姫子は、そしらぬ表情で訊たずねる。

「わたし、しばらく会ってなかったからわかんないんだけど、姫子ってそんなにおしとやかな女の子なの？」

「うん。でも、そういうところがみんなに好かれてるんだよ」

「私の同室の女の子も、こっそり姫子さまのファンクラブに入ってるし」

「姫子さまみたいな優しい人が学院府長になってくれたらいいねって、私たちもよく話してるんだ」

　姫子は、さらにさりげない口く調ちようで訊ねる。

「排はい球きゆうの宮から、誰だれか学院府長に立候補する人はいないの？」

「うちからは誰も出ないけど――」

「あっ、でも、あの方が立候補なさるって聞いたよ！」

　一人が、開きっぱなしの体育館の通用口を指さした。敷石の小道を、長身の生徒が歩いている。凛り々りしく整った顔立ちに、短い髪がよく似合っている。

　その姿を見たとたん、姫子の顔色が変わった。しかし周りの者は気づかない。

「刈かり谷や純じゆんさまね、風紀の宮の『媛ひめ』の」

「ごあいさつしましょう。純さま、こんにちは！」

　生徒たちは、わっと戸口にむらがった。

　刈谷純は足を止め、排はい球きゆうの宮の生徒たちに涼やかな笑顔を向けた。

「こんにちは。練習、がんばってるね」

「純さまは風紀の宮のお仕事中ですか？」

「ああ、いつもの放課後の見回りさ。あれ？　君は……」

　純がアヤメの姫ひめ子こに目を留めた。

「確か、転入生の春日かすがアヤメくんだね。佳か代よ花はな姫子くんの親しん戚せきの。排球の宮に入ったの？」

「は、はい。春日アヤメです。いえあの、体験入部中なんですけど……」

「私は、風紀の宮の『媛』の刈谷純。生徒たちに生活態度の指導をしたり、けんかや校則違反がないよう見て回るのが仕事なんだ。もし私に力になれるようなことがあったら、遠慮なく相談してくれ」

「はい。ありがとうございます」

　別な生徒が純に訊たずねる。

「純さま、学院府長に立候補なさるって噂うわさを聞いたんですけど、ほんとですか？」

「ほんとだよ。といっても、まだ正式に決まったわけじゃないけど。――おっと、練習のじゃまをしているね。それじゃあ、練習、しっかり」

　純はさわやかな笑顔を残してその場を去った。生徒たちはうっとり見送る。

「かっこいいねえ……」

「あの方だったら、学院府長に適任だよね」

「うん。まじめで責任感も強いし、人気もあるもの」

「あっ、いけない、まだ試合の途中なんだっけ」

「さ、春日さん。がんばっていこ」

「思いっきりボールをぶんなぐって、ストレス発散しちゃえ」

「う、うんっ。がんばるぞーっ」

　アヤメの姫子は笑顔をつくって、腕を突きあげた。



　練習が終わり、姫子は排球の宮の生徒たちにあいさつをして、一人、寄宿舎へ向かった。

　心ゆくまで身体からだを動かすことができたのは気持ちがよかった。アヤメに化けている時でなければ、あんなふうにお転てん婆ばにふるまったり、感情をあらわに笑ったり悔しがったりすることはできない。

　しかし一方、刈谷純が立候補するかもしれないという報しらせは、姫子にとって凶報だった。彼女は人望もあり、能力も高い。強力なライバルだ……。

　考えにふけりながら歩いていると。

「ふ。さっきは失礼したわね」

　聞き慣れた声に顔をあげると、道の真ん中に蜂はち須す賀か樹じゆ里り亜あが立っていた。ツインテールを夕方の風になびかせ、いつものように、無意味に偉そうな仁王立ちだ。

「樹里亜さん。今日はどうしたの？　お昼からずっといなかったよね」

　なぜか樹里亜は顔を赤らめた。

「ちょ、ちょっといろいろあったのよ。……露台バルコニーにいったらなくなってたし、部屋で新しいのをはいたら教室に戻るつもりだったんだけど、なんかもう、疲れちゃって」

　と、後半はもごもごと独ひとり言ごとのようにつぶやいた。

「なくなってたとか、はくって、なんのこと？」

「なんでもないっ！　ていうか、あなたもさっき露台にいたんだから見てたでしょ」

　アヤメが樹里亜に呼びだされ、ひと騒ぎあったことは聞いている。でも、「はく」とはなんの話だろう。あとでアヤメに聞いてみよう。

「――でね、部屋でずっと考えてたのよ。春日かすがアヤメさん、あなたのことを」

　樹里亜は、アヤメの姫ひめ子こに、びしいっと指を突きつけた。

「春日さん！　いいえ、あえて親しみをこめて、アヤメと呼び捨てにさせてもらうわ。アヤメ！　あなた、私たちの放送の宮に入りなさいっ！」

　アヤメの姫子は目をぱちくりさせた。いつもながら樹里亜の発想は突飛だ。

「あなたさっき、私と仲良くしたいっていってたでしょ。なら、条件がひとつ！　私と同じ、放送の宮に入ること！　そしたら友だちになってあげるわ。うんといってくれたら、今この場から、私とあなたは姉妹も同然！　友情という名の真紅の糸で、魂と魂を結ばれた、生涯変わらぬ無二の友！　我ら生まれた日は違っていても、死ぬ時は一緒の親友よ！」

「そんな簡単に……。それに樹里亜さんって姫子のこと嫌ってるんでしょ？」

「もちろん、あんな奴やつ、大、大、大っ嫌いよ。でもだからといって、その親しん戚せきまで一緒くたにして嫌うほど、私は了りよう見けんの狭い人間じゃないわ。おかしい？」

「ううん。ちゃんとした考えかただと思う」

「あなたは姫子と違って、いやみったらしい八方美人じゃないし、上級生にえこひいきされて、いきなり学院府の副府長になったりもしてないわ。だけど、声は姫子によく似てる。聞いてるだけでうっとりしちゃう、すてきな声よ」

「ありがとう」

「あっ！　だっ、だからといって、姫子もすてきな声だなんて、いいたいわけじゃないんだけどねっ」

　樹里亜はえらく矛盾したことを口走ったが、姫子は別につっつく気はなかった。

「ええいっ。とにかくそういうわけだから、あなたは放送の宮に入るべきなのよ。そんなきれいな声を持ってるのに、活用しないなんてもったいないわ。これは、あなた自身のためでもあるのよ。ねっ、校内放送で学院のみんなにその声を聞かせてあげなさいよ。きっとたちまち人気者よ。それに、うちに入れば好きな音楽も聞けるし、リクエストされた曲を放送で流せば、感謝だってしてもらえるわ。いいことづくめよ」

　樹じゆ里り亜あは目をきらきらさせて熱心に迫る。アヤメの姫ひめ子こは照れ笑いをつくった。

「あははは、ほめてもらってうれしいけど、ちょっとだけ考えさせてくれる？　今、いろんな宮の人に勧誘されてるから、いろいろ見学してみたいんだ」

「それは、だめ」

　樹里亜はきっぱりと答えた。こういう、いっそすがすがしいほどの身勝手さに、姫子は時々感心してしまう。

「私、ぐずぐずしてるのは嫌いなの。今この場で、イエスかノーか聞かせてもらうわ。いいえ、イエス以外の返事は聞きたくないわ。さあ、アヤメ、イエスといいなさい！」

　さて、どうやって切り抜けようか。無む下げに断れば、アヤメと樹里亜の人間関係がこじれてしまうだろう。それはあまり得策ではないことに思える。

「さあ、イエスといって。さあ、さあ、さあっ」

　アヤメの姫子は、くすっといたずらっぽい笑みを浮かべた。

「樹里亜さん、わたし、ちょっと思いついたことがあるの。目を閉じてみてくれる」

「え？　どうして？」

「いいから、早く」

「何よ……。これでいいの？」

　樹里亜はいぶかしげに、しかし素直にまぶたを閉じた。姫子はその背中に回ると、「だーれだ」をする時のように、そっと手で樹里亜に目隠しをし、耳もとで吐と息いき混じりにささやいた。

「樹里亜さん、姫子だと思って聞いて。……わたし、あなたが大好きよ」

「なっ！」

　どっきーん！　と樹里亜の胸が激烈に高鳴るのが、密着した制服ごしに伝わってきた。硬直してしまった樹里亜を、後ろから抱くようにして、姫子はつづける。

「アヤメだけじゃなく、わたしとも仲良くしてほしいの。わたしのこと、嫌いにならないで。お友だちになりましょう。お願い、わたしの大好きな樹里亜……」

「っ！」

　樹里亜はあわてふためいてアヤメの姫子から跳びすさった。

「なっ、なっ、なっ、何いいだすのよ、急にっ。変な冗談よしてよ」

　アヤメの姫子はくすくす笑った。

「樹里亜さん、顔が真っ赤。今の、そんなに姫子に似てた？」

「ににに、似てたも何も、姫ひめ子こそっくり！　姫子そのものだったわよ！　し、心臓が口から飛びだすかと思ったわ。あっ、立ちくらみが。うっ、胃痛が。ひぐっ、急に緊張したから背筋が攣つっちゃった。それに、息が、ちゃんと、できないっ。ぜい、ぜい、ぜい……」

「ご、ごめんね。悪ふざけがすぎたみたい。気分悪い？　保健室にいく？」

「いいっ、いいっ。いいから、その声でなんかいうのやめてっ！」

「でも、樹じゆ里り亜あさん、この声が気に入ってくれたんでしょ」

「それとこれとは別なの！　あなたの声は大好きだけど、姫子の声は大嫌いなのーっ！」

　樹里亜は顔を紅潮させて、腕をばたばたふりまわした。

「体調がすぐれないから今日はこれで失礼するわ！　とにかく、私と仲良くしたかったら、放送の宮に入ること！　返事はまた今度聞かせてもらうわ。それから今みたいな冗談、もう二度としないでね。じゃ、いい答えを待ってるわ。さよならっ！」

　ツインテールを水平になびかせて、樹里亜はぴゅーっと走り去っていった。

（やりすぎたかしら……）

　アヤメのふりをしていると、行動までアヤメみたいに軽率になってしまいそうだ。気をつけよう、と、姫子は自分にいいきかせた。



　二



「風紀の宮の媛ひめ、刈かり谷や純じゆんさん――か。その人、人気があるの？」

　部屋に戻ってきた姫子のためにお茶を淹いれながら、アヤメが訊たずねる。

「もちろん。あの方が風紀の宮の『媛』になってから、校則違反をする生徒が増えてしまったほどよ」

「どうして。人気があるなら違反が減るんじゃないの」

「純さまに叱しかられたがる生徒が増えてしまったの。それで、品行方正な生徒を、純さまが自ら表彰するようになって、ようやく違反者が減ったのよ。三み千ち代よさまがいない今は、生徒みんなのリーダー的な存在だわ」

「風紀の宮って、服装検査とか所持品検査とかする人たちだよね。どっちかっていうと、煙ったがられそうな気がするんだけど」

「だからこそ、手ごわいんじゃないの」

　姫子は乱暴にメガネをはずし、三つ編みの髪をほどいた。

「刈谷純さまは、あえてみんなに敬遠される宮に入った人なの。人手不足で活動もあまり活発じゃなかった風紀の宮を、他ほかの人たちと協力しながら立て直したのよ」

「へえー。すごいね」

「そう、すごい人よ。自分を成長させるために、自らに試練を課した、という噂うわさもあるわ。最初は、ほかの生徒とのあいだでぎくしゃくしたそうだけど、少しずつ信頼を得ていったそうなのよ」

「そんな立派な人なら、仲良くすればいいのに」

「わたしの前に立ちはだかるなら、ただの敵よ」

「またそういうこといって……」

「もちろん黙って見ているつもりはないわ。必ず立候補を取りさげさせてみせる。アヤメ、あなたにも手伝ってもらうわよ。そのつもりでいなさい。――ああ、それから」

　アヤメが出したお茶を飲み、姫ひめ子こが訊きいた。

「帰り道で蜂はち須す賀か樹じゆ里り亜あさんと会ったわ。はくとかはかないとか、よくわからないことをいっていたけど、心当たりはある？　露台バルコニーと関係があるらしいんだけど」

「さあ？　全然わかんない」

　アヤメは首をかしげた。



「今日、おかしなことがあったんだって」

　夕食の席で、同じテーブルについた子が話を持ちだした。

「校舎の裏に、誰だれかの下着が落ちてたらしいの。どうしてそんな場所にそんなものが落ちてたんだろ。不思議だよねー」

　はくとかはかないとかいう言葉の意味を、ようやく理解したアヤメであった。

（このことも姫子に報告したほうがいいのかなあ……）

　もっとも、今のアヤメの態度を見逃す姫子ではない。今もじーっとアヤメを見ている。部屋に戻ったら、あらいざらい白状させられてしまうことだろう。

　食事が終わると、姫子はまた上級生のテーブルに呼ばれていった。アヤメも高たか田ださんたちとしばらくおしゃべりを楽しんだあと、部屋に向かった。

（あっ、由ゆ麻まちゃんだ）

　途中の廊下で、知った顔を見つけた。中等部二年の小お花ばな沢ざわ由麻だ。

　なんだか元気がない様子で、とぼとぼと玄関のほうに向かっている。アヤメは心配になって、そのあとを追いかけた。



　外に出た由麻は、寄宿舎の裏手にやってきた。

　梢こずえのあいだからは、冴さえざえとした月の光。夕食のあと、寄宿舎の中はいつもにぎやかだが、この一角は静かだ。

「はあ……」

　壁にもたれて座りこみ、月を見あげてため息。

　ポケットから生徒手帳を出して開く。中には姫子の写真が入っていた。

　写真をじーっと見つめる。そしてまた、ため息。

「姫ひめ子この写真？」

「きゃっ」

　後ろからアヤメが声をかけると、由ゆ麻まは飛びあがった。

「あっ、ごめんね。びっくりさせるつもりじゃなかったんだよ。わたし、春日かすがアヤメ。姫子のクラスの転入生」

「か、春日アヤメさん？　あっ、もう一人の姫子さま……」

「あはは、そういうこと。ひさしぶりだね、由麻ちゃん」

　由麻は、アヤメと姫子が瓜うり二ふたつだと知っている、エルザ以外ではただ一人の人物だ。

「ね、よかったらお話ししない？　由麻ちゃん――あ、由麻ちゃんなんて呼んでいいかな」

「は、はい。どうぞ、お好きなように」

　ちょっと緊張ぎみの由麻の隣に、アヤメは同じように壁によりかかって腰をおろした。小柄な由麻は、アヤメの肩のあたりに顔がある。

「由麻ちゃんのことは、姫子に聞いて知ってるよ。火事にまきこまれて大変だったんでしょ。ひどい目にあったね」

　その際、由麻を助けるために、アヤメはずいぶんと奮闘したのだが――そんなことを恩きせがましく話す必要はないだろう。

「ひどい目なんて、そんなこと、ぜんぜん。もとは、私が悪いんだし……」

　出来心で姫子に脅迫状なんか出してしまったことを、反省しているらしい。

「でもさ、火事のあと、先生にいろいろ訊きかれたでしょ。どうして夜啼鶯の宮ナイチンゲールのパーティに参加してたのかって」

「はい、でも、姫子さまがちゃんと説明してくださったんです。小お花ばな沢ざわ由麻は、自分のいいつけで、夜啼鶯の宮の様子を調べにいってただけなんだって」

「へえ……知らなかった。姫子って、いいことした時は何にも教えてくれないから」

「だからわたしは罰を受けなかったんです。ほかの人たちは、みんな謹きん慎しんになったり、座ざ敷しき牢ろうに入れられたりしたそうですけど」

「いいところあるじゃない、姫子も。それで由麻ちゃん、そのあと姫子と話したの？」

　由麻は首を横に振る。まあ、この子の性格では、図ずう々ずうしく姫子に近づいたりはできないだろう。

「だけど由麻ちゃん、姫子と遊びにいく約束してたんでしょ」

「それもお聞きになったんですか」

「うん。由麻ちゃん、まだ姫子とお出かけしてないの？」

「はい……。私、結局、姫子さまのお役に立てなかったみたいですし」

「そんなこと関係ないよ。約束は約束なんだから守ってもらわなくちゃ」

「でも、もうすぐ学院府長の選挙ですし、姫ひめ子こさまもいろいろお忙しいんじゃ……」

「お忙しくても約束は約束だよ。――そっか、それで元気がなかったんだね。よーし、わたしから姫子に話してみる」

「ええっ」

　由ゆ麻まは大きな目をまん丸に見張った。

「今度の日曜日、二人でどこかにお出かけしといでよ。街でも、海でも」

「そ、そ、そんな。街は遠いし、海はもっと遠いし」

「じゃ、この近くでピクニックだね。湖とか、山とか。お弁当持って、二人っきりで」

「ピクニック……姫子さまと二人で……」

　ぽーっ、と、夜目にも赤く、由麻の頬ほおが染まった。

「だから元気出そうよ。どこか、姫子と二人で出かけたいところはある？」

「わ、私、なんにもないです。姫子さまがいきたい場所なら、どこへでもお供します」

「そんなんじゃだめだよ。遠慮しないで、姫子をひっぱりまわしてやればいいんだよ」

「ひ、ひっぱりまわすなんてできないですけど……。でも、それならわたし、湖でボートに乗ってみたいです」

「あっ、いいんじゃない。それから？」

「山の上にお花畑があるから、そこでお弁当を食べて……。それに、学院の敷地のはずれに、園芸の宮の人たちがお世話してる、小さな植物園があるんです。今の季節は、お花がいっぱい咲いてて、すごくきれいです」

「じゃ、そこにも寄らなくちゃね」

　その時、アヤメは、はっと背後の壁をふりむいた。

「どうなさったんですか」

「今、窓の中に誰だれかがいたような気がしたんだけど……」

　二人がもたれている壁の上に窓があり、人影がよぎったような気がしたのだ。

　しかし、開けて確かめようにも、中から鍵かぎがかかっている。耳をすましてみたが、物音は聞こえない。

　気のせいだったようだ。アヤメは由麻に、部屋の番号を聞いて、いったん自分の部屋に戻った。



「いいわよ。今度の日曜日なら空あいているわ」

　由麻と遊びにいくという話を、姫子はあっさり承諾した。

「わたしもあの子のことは気になっていたの。約束もおぼえているわ」

「姫子……」

　アヤメは感動してしまった。やはり姫子は、由麻のことをちゃんと考えていたのだ。

　約束を守るなんて、あたりまえといえばあたりまえのことだが、普段、腹黒いことばかりいっている姫ひめ子こなので、なんだかほっとしてしまう。

　と思ったのだが。

「わたしがあの子を手放すわけがないじゃない。適当にご機嫌を取って、手なずけておかなくてはいけないわ」

「えっ」

「小お花ばな沢ざわ由ゆ麻まは、わたしたちがそっくりだということも、あなたがわたしの影武者をつとめたことも知っているのよ。余計なことをしゃべり散らさないよう、いいふくめておく必要があるわ。そのためには、わたしを好きでいさせておくのが一番よ」

「あ、あのね、姫子。そういうことじゃなくて――」

「ふふふ、そんな顔をしなくても、ちゃんと優しくしてあげるわよ。もっともっとわたしに夢中にさせて、わたしのいうことならなんでも聞くように、わたしの言葉はすべて信じるように、わたしのことしか考えられないように教育してあげるわ。あの子はかわいいし、素直だし、これからもいろいろと使い道がありそうだから」

「…………」

「ほら、ぐずぐずしないで、由麻ちゃんに知らせにいってきなさい。あの子の喜ぶ顔が目に浮かぶわ。くくくくく……」

「…………」



　そして、日曜日。

「やっぱり今日、由麻ちゃんに会えなくなったわ」

　朝からどこかに出かけていた姫子は、部屋に戻ってくるなりアヤメにそう告げた。

「媛ひめ宮みや委員会に呼ばれているの。だから、アヤメ、あなたがわたしに化けて由麻ちゃんと会ってきてちょうだい」

　アヤメは大いにうろたえた。

「どうしてそんな！　媛宮委員会ってなんなの？」

「『宮』同士の連絡会議みたいなものよ。人数が多くて力のある『宮』の『媛』たちで構成されている集まり。お互いの活動を報告しあったり、調整が必要な案件を話したり、学院府の方針に注文をつけることもあるわ。今日の議題は、次の学院府長についてなの。わたしも出席しないわけにはいかないわ」

「そんなのだめだよ！　由麻ちゃんすごく楽しみにしてるのに、替え玉なんて」

「アヤメ、これはあなたにとって、必要なことなのよ」

「へ？　なんで？」

「あなたはまだ、わたしに化けるのが下へ手たでしょう。この際、由麻ちゃんを相手に、わたしになりきる練習をしなさい」

「そんなの絶対にバレちゃうよ。由ゆ麻まちゃん、わたしたちがそっくりなの知ってるんだし」

「もし気づかれても、あの子なら他ほかの人にいいふらしたりしないはずよ。練習台に最適じゃないの。いずれ暇ができたら、本当にわたしがあの子の相手をしてあげるわよ」

「それですむ問題じゃないよ。由麻ちゃんがかわいそうだよ！」

「じゃあこうしましょう。会議が終わったら、わたしもすぐに駆けつけるわ。そうね――早ければ、三十分ほどですむはずだから」

「三十分……？　ほんとに？」

「行き先は湖、花畑、それに植物園よね。わたしが追いついたら、そこでまた交代すればいいのよ。それとも完全に中止にして、由麻ちゃんをがっかりさせたい？」

「うーん……」

　なんだかんだいっても、アヤメは姫ひめ子こには逆らえないのだ。数分後、姫子の外出着を借りたアヤメは、寄宿舎を出て待ちあわせの場所に歩いていった。



　まだ朝早いので、誰だれとも出会わずにすんだ。姫子が媛ひめ宮みや委員会とやらに出ている以上、由麻とのデートを他人に見られるわけにはいかない。

　通用門の、木づくりの門を開けて、高い塀の外に足を踏みだす。

（わたし、学院府の敷地から出るの、これが初めてなんだっけ……）

　記憶を失った状態で意識を取り戻してからこっち、アヤメは一度も塀の外に出たことがない。警察への身元照会も、火事の現場検証にやってきた刑事さんたちに、その場で事情を話し、しばらくこの学院で療養する旨むねを伝えただけだ。あとのややこしい手続きなどは、姫子の実家にまかせてしまったのだ。

　だからこれが、外の世界への第一歩となる。不安とわくわくが入り交じった、冒険に挑むような気分だ。

　しかし、そんな気き負おいとは無関係に、山道はのどかで静かだった。ひらひら舞うモンシロチョウを道連れにてくてく歩く。

　ほどなく、姫子に教えられた待ちあわせ場所についた。すらりと背が高い三本杉だ。

「姫子さま！」

　先にきていた由麻が、ぱっと顔を輝かせて駆け寄ってきた。かわいいピンクのワンピースを着て、髪に同じ色のリボンをつけている。

「ゆ、由麻ちゃん。おはよう」

「おはようございます、姫子さま！　今日はわざわざ、ありがとうございますっ！」

　ぶんっ、と音がしそうなほどの勢いで由麻が頭をさげる。

　実はアヤメはまだ迷っていた。姫子に逆らってでも、由麻に本当のことを話すべきではないかと考えていたのだ。

「――あのね、由ゆ麻まちゃん、実は」

　いいかけるより先に、由麻はまっすぐに、姫ひめ子このアヤメを見つめた。

「私、本当に、本当にうれしいです。姫子さまとお出かけができるなんて。すごく幸せですっ。きっと私、今日のこと一生忘れません」

「あー。うう」

「私、早起きしてお料理いっぱい作ってきたんです。お口にあうといいんですけど。それから、友だちから、景色のいい場所とか、教えてもらってメモしてきました。ちゃんと姫子さまをご案内できるように、私、がんばりますっ」

　感激と感謝に目がきらきらと輝いている。アヤメはその熱意に圧倒された。

（この努力を無駄にすることなんてできない……）

「い……いきましょうか、由麻ちゃん」

　とうとう、にっこりと姫子っぽくほほえんでしまったアヤメだった。

「はいっ」

　声を弾はずませ、頬ほおを赤くして、由麻はうなずいた。



「まずはこれを、返さなくちゃ――返さなくてはね」



    

  
    
      



    

  
    
      　とアヤメの姫ひめ子こが、由ゆ麻まに一冊のノートを渡した。由麻の小説が書いてあるノートだ。

「ありがとうございます。あの……読んでらっしゃらないですよね」

「え？　うん。読んでないよ。だいじょうぶ」

　というのは嘘うそだった。確かにアヤメは読んでいないが、姫子はとっくに全部見てしまっているのだ。

「よかった……」

　しかし由麻はあっさりと信じた。ほっとした様子で、ノートをバッグにしまう。

「すごく大きなバッグだね――バッグなのね。何が入って、いるの？」

　ぎこちなく姫子的な言葉づかいで訊たずねる。

「お弁当と――。それから、万一お天気が崩れた時のための雨具と、それに、念のために着替えとか、イノシシ避よけの鈴とか、道に迷った時のための地図とか、お花を見る時の植物図鑑とか、あと、いろいろです」

「そんなにたくさん？　重くない？」

「平気です。気にしないでください。今日は、ボクが、姫子さまをエスコートさせていただくんですから、こんな荷物ぐらい」

「ボク？」

　ぼわっ、と、一瞬で由麻の顔が真っ赤になった。

「と、友だちに、女の子をエスコートするのは男の子の役目っていわれたので――ボクっていったほうが、そういう感じになるかなって思って。……でもやっぱり変でしたよね。私、考えすぎると、いつもおかしなことしちゃって……すみません」

「うっ、ううん。変とかじゃなくて、突然だったからびっくりしただけ。由麻ちゃんの好きなようにしていいと思う――わよ。そうだ、二人きりの時は、お姉ちゃまって呼ぼうっていってなかったかしら」

「お、おぼえてらっしゃったんですか」

「ちょっとやってみましょうよ。はい、お姉ちゃまって」

「ううう……。ボ、ボク、恥ずかしいです、お姉ちゃま……」

「かぁーわいいっ。お顔が真っ赤っかよ、由麻ちゃん」

「そんなこといわないでください……お姉ちゃま」

「かわいいかわいい。すてき、よ、由麻ちゃん。くすくすくす」

　アヤメのしゃべりかたはぎこちない。が、由麻はあまりに緊張しているので、その不自然さに気づくどころではないようだ。

　由麻が、もうどうしても恥ずかしくて無理だというので、「ボク」と「お姉ちゃま」はそれで終わりになった。アヤメとしては、もうちょっとつづけてほしかった気もするのだが、あんまり困らせても気の毒だ。

「そうだ、私、姫ひめ子こさまにお詫わびしないといけないことがありました」

　歩きながら由ゆ麻まが真面目まじめな顔になる。

「あの夜啼鶯の宮ナイチンゲールのパーティでどんなことがあったか、あとで報告するようにいわれていたのに、まだなんにも……」

「そんなこと、もういいのよ。それより、夜啼鶯の宮のことを調べるためとはいえ、危ない目にあわせてしまって、わたしこそごめんなさいね」

「いいんです、そんな。それよりあの、うかがってもいいですか？」

「何をかしら」

「あのパーティで私、間ま野の和かず季きさまにお会いしたんです。間野さまも嵯さ峨が島しま三み千ち代よさまも、あのあとすぐ休学なさって……。やっぱりお二人とも、夜啼鶯の宮に入っていらしたんでしょうか」

「ええっと……」

　アヤメはためらった。由麻ちゃんにどこまで事情を話していいか、判断がつかない。

「ごめんなさい。まだお話しできないの。そのうち説明できる時がくるまで待ってもらえるかしら」

「は、はい。姫子さまが待てっておっしゃるなら、私、いつまででも待ちます」

「わたしのほうも聞きたいことがあるのよ。由麻ちゃん、火事のあと体調を崩したりしていない？　気分が悪くなったり、おかしなことになってない？」

　あの時、由麻をふくめ、五重の塔にいた生徒たちは、「封じられたもの」にとり憑つかれて、一時的に正気を失っていた。

　本人たちはおぼえていないし、姫子も心配はないといっているが、やはり気がかりだ。

「はい、なんともないです。ありがとうございます、気にかけていただいて」

「そう。ならよかったわ」

　にっこり笑ってみせる。由麻はまた赤くなる。

　だんだん姫子の真ま似ねに慣れてきた。ひとつには、由麻ががちんがちんに硬くなっているので、アヤメのほうは気持ちに余裕が持てるということもある。由麻には悪いが、確かに姫子のいう通り、練習相手しては最適かもしれない。

　木こ立だちが切れて、目の前に湖が広がった。

「わあーっ」

　と、アヤメと由麻の声がそろう。

　山の上の湖、高原の湖だ。

　周りを緑に囲まれて、はるか彼方かなたには残雪をいただいた山が、青空を背景にくっきりと浮かびあがって見える。アルペンホルンが聞こえてきそうな素晴らしいながめだ。

　水鳥たちが湖面を渡っていく。小さなツバメも、黒い背中をひるがえしながら飛んでいる。夏の予感を乗せた陽ひ差ざしに、湖面がきらきらと輝いている。

「きれーい……。由ゆ麻まちゃん、ありがとう。すてきな場所を教えてくれて」

「え？　姫ひめ子こさま、この湖にいらしたことがないんですか？」

　しまった。うっかり地が出た。

「えーと、すてきな場所に連れてきてくれてありがとうっていいたかったの」

「はいっ。お気に召めしていただけてよかったですっ」

　嬉うれしそうな由麻を見て、アヤメの良心はちくちく痛んだ。



　アヤメと由麻は、岸辺のボート小屋におりた。時間が早いので、ほかには誰だれもいない。

　立派なボート小屋だった。丸太でつくられたログハウスだ。これも学院の施設らしく、制服にあるのと同じ紋章が描かれている。中には救命具や暖だん炉ろや薪まきも置かれていた。

「由麻ちゃん、ボート漕こいだことある？」

「私、初めてなんです。姫子さまはいかがですか」

「わたしもたぶん、初めて……かな」

　記憶がないのでよくわからない。

　荷物は小屋に置いておくことにした。ボートは何なん艘そうもあったが、小さな桟さん橋ばしに、いかにもこれに乗ってくださいといわんばかりに、もやい綱につながれたものが浮いていた。

　揺れるボートに慎重に乗り移る。

「一緒に漕ぎましょうよ、由麻ちゃん」

「いいえ。今日は私にお世話させてください。一人のほうが上じよう手ずに漕げると思いますし」

「そう。それじゃ疲れたら交代しましょうね」

「はいっ」

　よいしょ、よいしょ、と、ぎこちない手つきで由麻がオールを漕ぐ。ボートはゆっくりと、湖水の中に滑りだした。

「気持ちいい……それに、きれいな景色」

　五月の風に長い髪を撫なでられながら、アヤメは大きく息を吸いこんだ。

　由麻は、うっとり顔で、そんなアヤメを見つめている。

　が、それで手元が狂った。ぱしゃっ、とオールの水がはねて、アヤメの服にかかる。

「あっ。す、すみません、姫子さま」

「ふふふ、やったわね、由麻ちゃん。えい、お返しっ」

　水に手をひたして、ちょっとだけ、由麻にひっかける。

「きゃっ。冷たいっ」

「ふふふふ。えいっ、えいっ。悔しかったらやりかえしてごらんなさい」

「そ、それじゃ私も……えいっ、やっ」

　由ゆ麻まも、遠慮がちにちょっとだけ姫ひめ子このアヤメに水を飛ばす。

　ひとしきり仲良く水のかけっこをしたあと、二人は笑い声をそろえて手を止めた。

「はあ……私、姫子さまがこんなに楽しいかただなんて知りませんでした」

「えっ。そ、そう？」

　ぎくっと我に返る。が、由麻もそれ以上にあわてていた。

「あっ。姫子さまがふだんつまらない人だっていうことじゃなくて――。姫子さまって、いつもおしとやかで物静かだから、ふだんとちょっと感じが違うなって」

「そ、そうかな。わたしはいつものわたしよ」

「ですよね。ごめんなさい。おかしなこといって」

　今のところ由麻は、相手が実はアヤメだなどと疑ってもいないようだ。しかし、気を抜けばすぐにボロが出てしまうだろう。

　突然。がくん、とボートが不自然な揺れかたをした。

「由麻ちゃん、足もと！　底に穴が！」

「えっ？　ああっ！」

　横木の下の目立たない場所に、小さな穴が開いていた。詰めてあった泥と葉が抜けて、浸水が始まっている。

　大あわてで葉っぱを詰め直そうとしたが、間にあわない。水はどんどん増えてゆく。

「えーいっ」

　アヤメは白いソックスを脱ぐと、穴に詰めた。少し浸水がおさまった。

「今のうちに全速力で漕こごう――漕ぎましょう。オールを片方、わたしに貸して」

「は、はいっ」

「呼吸をあわせていくわよ。せえの。いち、にっ、いち、にっ」

「いち、にっ、いち、にっ」

　猛烈な勢いでオールを回転させる。水が盛大にはねたが、そんなことを気にしている場合ではない。急がないと沈んでしまう。

　ようやくボート小屋にたどりついた時には、二人とも、流れこんだ水とオールでかぶった水で、びしょ濡ぬれになっていた。ボートはもやい綱でつないだが、半なかば沈没状態だ。

「すみません、姫子さま。わたしがボートに乗りたいなんていったから……」

　しょげてしまった由麻に、姫子のアヤメは笑顔を見せる。

「由麻ちゃんのせいじゃないわ。それより、服が濡れちゃった。着替えがあったら貸してもらえるかしら」

「はっ、はい。私、念のために大きめの服も持ってきてあります」

　由麻が貸してくれたのは、エプロンドレスのような服だった。由麻も似たようなデザインの服に着替える。

「なんだかペアルックみたいね、由ゆ麻まちゃん」

「あの、そんなつもりはなかったんですけど……」

「最初からこの服を借りていればよかったわ。でも、スカートの丈たけがちょっと短くて恥ずかしいかしら」

「す、すみません。あの、よかったらジャージもありますけど」

「いいのいいの。どう？　こんな短いスカート、わたしに似合う？」

「はっ、はい。とってもすてきです。あの、脚あしもすごく長くておきれいで……」

　と、由麻がまた赤くなる。

「ありがとう。さあ、いきましょうか」

「はいっ」

　また元気になった由麻と一緒に小屋を出ると。沈みかけたボートが目に入った。

「どうして穴なんか開いていたのかしらね」

「さあ……」

　誰だれかがわざと穴を開けたのでは――という考えが、アヤメの頭をよぎった。

（そんなはずないよね……）

　今日、由麻と会うことを知っているのは姫ひめ子こだけだし、姫子が二人の邪魔をする理由はない。

　やはり考えすぎだろう。きっとあのボートは、修理をするために誰かがあそこにつないでおいたのだ。それにアヤメたちは間違って乗ってしまったのだ、きっと……。



　湖を見おろしながら、山道をのぼる。そろそろ陽ひ差ざしが強い。が、斜面に沿ったゆるやかな坂なので、それほど汗はかかない。

「きれいねえ……」

「ほんとですね……」

　さっき危ない目にあった湖も、こうしてながめると、やはり美しく、神秘的だ。はるか対岸の景色が、鏡のような湖面に映り、森や山々が逆さまに見えている。

　小一時間ほども歩くと、坂道が切れて、巨大なお碗わんのような風景があらわれた。野球場が三つ四つほども入りそうな、クレーターのような地形だ。

「わあ……」

　アヤメは目を見開いた。

　お碗の内側にはびっしりと緑の草が生え、無数の花が咲きみだれていた。

　白、赤、黄色、青、紫、ピンク。そこここに立ち木がそびえ、ところどころに湧わいている泉が、青空を映している。

　小鳥のさえずりが聞こえる。蝶ちようが踊るようにひらひらと飛んでいる。

「すてき……」

　アヤメが手を組み、大きく息をつく。まるで山上の別天地だ。

「あっ、うさぎです、姫ひめ子こさま」

　由ゆ麻まが指さす。花と花のあいだから、茶色の耳をぴくぴく動かし、野うさぎがこちらを見ていた。

「ほんとだ。かわいい！」

　ぴょんぴょん跳んでいく野うさぎを、由麻と肩を寄せあい、見つめる。

「やっぱりきてよかったわ。ねっ、由麻ちゃん」

「はいっ」

　笑顔を交わすアヤメと由麻だった。



　楡にれの木陰でお弁当を食べることにした。濡ぬれた服は樹きの枝にひっかけて干してある。

　しかし、楽しい気分にひたってばかりもいられない。いずれ本物の姫子と交代しなければならないのだ。もしかしたらここに先回りしているかと思っていたのだが――。

（……きてないか。まだ会議がつづいてるのかな）

「カールっていうんですよね、こういう地形。私、前に本で読んだことがあります」

　いいながら由麻が、シートを敷しき、お弁当を広げる。うきうきと楽しそうだ。

「すてきな場所だって聞いてましたけど、私、きたのは初めてなんです。姫子さまをご案内できて、ほんとによかったです」

　大きなバッグの中からは、バスケットがいくつも出てきた。中にはサンドイッチ、おむすび、川魚のムニエル。オムレツなど各種タマゴ料理。山菜の漬け物。などなど。魔法瓶に入ったほうじ茶や、お手て拭ふきの準備まで怠おこたりなかった。

「すみません、ばらばらのメニューで。姫子さまがどんなお料理が好きかわからなかったから、いろいろ作ってみたんですけど……」

「由麻ちゃんの作ってくれたお料理なら、どんなものでも大好きよ」

　と、するりと出てきた言葉は、たしかに、女の子をたぶらかす時に姫子がいいそうなセリフだった。由麻はまたまた真っ赤になった。

　由麻の努力の甲か斐いがあって、料理はどれもおいしかった。花に囲まれ、そよ風に吹かれ、笑顔でおしゃべりしながら食べる、心のこもったお弁当。それは、アヤメがこの姿で意識を取り戻してから食べた、どんな料理よりも美味だった。

「重かったでしょう。やっぱり半分持ってあげればよかったわね。ごめんなさい」

「いいんです、ほんとに。姫子さまに荷物を持っていただいたりしたら、私、困ってしまいます」

「こんなにたくさんのお料理、作るの大変だったんじゃない？」

「料理の宮の友だちに、材料を分けてもらいましたから。でも、果物だけは断られちゃいましたけど……残念です」

　甘味が禁止されている花はな時雨しぐれ学院。が、さすがに、果物は禁じられていない。

　だから、合法的に甘さを楽しむことができる果物は貴重品であり、たまに食事に出た時など、食券何枚分、十何枚分とかの高値で取引されることもあるのだ――と、姫ひめ子こがいっていた。

「ここにあるお料理だけでじゅうぶんよ。わあ、このオムレツ、おいしい」

「そ、そうですか。あの……よければまた今度、作ってきます」

「楽しみだわ。そういえば、お昼ごはんも二人で食べましょうって約束してたものね」

「それもおぼえていてくださったんですか。うれしいです」

　食べ終わり、大きな楡にれの木に肩を並べてもたれる。

　おなかがいっぱいになって眠くなったのか、由ゆ麻まが小さくアクビをした。

「あっ。ご、ごめんなさい。私、姫子さまの前でアクビなんか」

「気にしなくていいわ。もしかしたら、ゆうべあまり寝ていないんじゃない？」

「は、はい。緊張して、それから興奮しちゃって……」

「遠慮せずに眠っていいのよ。よかったら、わたしにもたれたらどう」

「だっ、だめです。そんな失礼なこと」

「いいからいいから。ほら、いらっしゃい」

「きゃっ」

　アヤメは由麻を、自分の膝ひざのあいだに強引に座らせた。後ろから抱っこする体勢で、自分の胸に由麻の背中をもたれさせる。

「ひ、姫子さま。いけません、こんなことっ」

「ふふふ。逃がさないわよ。ああ、由麻ちゃんの身体からだ、とってもあったかい」

　小さい身体をよじって逃れようとする由麻だが、アヤメは放さなかった。姫子に化けていると、行動も姫子みたいに大胆になってしまうみたいだ。

「さ、目を閉じて。力を抜いて」

「は、はい……」

「身体をわたしにあずけて。そうそう。ふかーく息を吸って」

「ああ……」

　由麻は観念したように脱力した。

「気持ちを楽にして。何も心配いらないから。わたしはここにいるからね」

「は、はい……ありがとう、ございま……」

　ほどなく由麻は寝入ってしまった。姫子のアヤメに抱かれながら、爪つま先さきをくっつけて脚あしを草の上に投げだして。

「くー……」

　心ここ地ちよさそうに寝息をたてる。

　きっと眠っていないのはゆうべだけではないのだろう。たぶん、火事の時以来、寝られない日がつづいていたに違いない。

　さらに今日は朝から「姫ひめ子こさま」とずっと二人きりで緊張し通しで、おまけにボートが沈みそうになるというハプニングまであった。疲れきっていたはずだ。

（だましてごめんね、由ゆ麻まちゃん……）

　小さい子どものような由麻の寝顔を見ながら、心の中でつぶやく。

　本物の姫子は何をしているんだろう。会議はまだ終わらないのだろうか。

　由麻の小さな身体からだはあたたかかった。いつしかアヤメも、うとうと、まどろみ始めていた……。



　つんっ、つんっ、と服が引っ張られる感触で目がさめた。

「うーん……どうしたの、由麻ちゃん」

「ひ、姫子さま。あれ……」

　由麻は震ふるえている。アヤメは顔をあげ、由麻の視線の先にあるものを確認した。

「ひっ」

　とアヤメも跳ねあがるように身を起こした。

　お弁当のバスケットの中から、蛇が這はいだそうとしていた。にょろにょろと長い縞しま模も様ようの身体をくねらせ、ウロコで覆おおわれた頭をもたげて、すぅーっと音もなく動いている。

　アヤメは震える由麻を背後にかばうようにして、蛇の動きを凝視した。

　――が。

　別に蛇は、アヤメたちには興味がないらしく、にょろにょろと身体をうねらせながら、さっさと岩陰に姿を消してしまった。

「はあ……」

　蛇が視界から消えると、アヤメと由麻は同時に息をついた。

　こわごわバスケットの中をのぞいてみたが、もう蛇はいなかった。

「びっくりした――わね。由麻ちゃん、だいじょうぶ？」

「は、はい。でも、どうやってバスケットに入ったんでしょう。蓋ふたは閉めておいたのに」

「…………」

　嫌な想像が、またアヤメの胸にひろがった。

　さっきボートに穴が開いていたことといい、そして今の蛇といい――。

　やはり、誰だれかがデートの邪魔をしようとしているのではないか？

　風は優しく花々を揺らし、少し傾きかけた太陽は、今も明るく輝いている。――でも、何者かの悪意が、この景色のどこかにひそんでいるのかもしれない。

　にわかに険けわしくなったアヤメの表情を、由ゆ麻まは不思議そうに見つめていた。



　三



　その頃ころ姫ひめ子こは、一人で戦っていた。

「先輩がたのご懸け念ねんは、よくわかりました」

　あくまでも穏やかな表情で、円卓についた十一人の上級生たちを見まわす。

　姫子は、この学院では、優しく柔和な女の子として人気を集めている。いらだちや焦りを表情に出すわけにはいかないのだ。

「……けれど、わたしはやはり、学院府長に立候補するつもりです。それが、現在の学院府にただひとり残されたわたしの責任だと思いますから」

「その気持ちは、とても大切なものだと思う」

　そういったのは、風紀の宮の「媛ひめ」、刈かり谷や純じゆんだった。

「でもね――くりかえしになるけど、やはり一年生で学院府長というのは無理があるんじゃないかな。君は真面目まじめだし、生徒たちの信望もあつい。将来の学院府長候補であることは、誰だれもが認めている」

　刈谷純は、ショートカットの端整な顔を、気づかわしげに曇らせた。

「だからこそ心配なんだよ。無理をして、とりかえしのないしくじりでもしないかと。長い花はな時雨しぐれ学院の歴史の中でも、一年生の学院府長というのは聞いたことがない。もし君が学院府長になったら、ちょっとした革命といっていいくらいだ」

　隣に座った、文芸の宮の「媛」が同意する。

「私も同じ意見よ。姫子さんの決意は大事にしてあげたいけれど、刈谷さんと姫子さんのどちらが――といわれたら、やはり三年生である刈谷さんのほうが適任だと思うわ」

　演劇の宮の「媛」も賛成した。

「姫子さんは刈谷さんの下で、今までどおり学院府の副府長をして、経験を積めばいいと思う。役員の人選は、学院府長にまかされているんだし」

　刈谷純は大きくうなずいた。

「私はもちろんそのつもりだ。姫子くんには副府長として私を助けてもらう。それでいいじゃないか」

　さらに、さまざまな宮の媛が同調する。

「姫子さんは誰からも慕したわれているけれど、やっぱり一年生だものね。学院のリーダーになって、二年生や三年生たちを引っ張っていくのは難しいんじゃないかしら」

「刈谷さんは三年生だし、生徒たちの人望も、姫子さんにまけないくらいあるわ」

「嵯さ峨が島しま三み千ち代よさんがいなければ、刈かり谷やさんが学院府長になっていただろうって、みんながいっているくらいだもの」

「刈谷さんなら公正な、いい学院府長になってくれるはずよ」

「姫ひめ子こくん、私は、自分や自分の宮のために立候補しようとしているわけじゃないんだ」

　と、刈谷純じゆんは、真しん摯しな瞳ひとみでまっすぐに姫子を見つめた。

「ほかにまかせられる三年生がいれば、その人にまかせるつもりだった。しかし、ここにいる者はみんな自分の宮の仕事で忙しい。私も風紀の宮の媛ひめだけれど、うちは活動が安定していて、学院府長を兼任してもさほど負担にはならない。どうだろう、先輩風を吹かすつもりはないけれど、ここはひとつ、上級生の忠告を聞いてみてもらえないかな」

「……わたしの気持ちは変わりません」

　会議室を、困惑に満ちた沈黙が支配した。



　十一人の「媛」のうち、姫子に積極的に賛同してくれる者は皆無だった。

　ほかに立候補者がいないならまだしも、刈谷純という適任者が手をあげている以上、そちらに支持が一本化されるのは、ごく自然ななりゆきだ。

　話しあいはずっと平行線のままだった。それでも、互いに悪感情を抱くことはなく、解散になった。刈谷純たちも、姫子の責任感の強さは、好意的に見てくれているのだ。

　会議のあと、姫子は高等部の校舎を出て、寄宿舎に戻った。疲れたなどとはいっていられない。これからアヤメと小お花ばな沢ざわ由ゆ麻まのもとへいかなければならないのだ。

「お帰りなさい」

　寄宿舎の玄関口で、舎しや監かんの蘇す芳おう美み環わ子こに声をかけられた。姫子が戻るのを待っていたのだろうか。

「ただいま戻りました」

　礼儀正しく頭をさげる。

「媛ひめ宮みや委員会だったんですって？　日曜日なのにご苦労さま」

　蘇芳美環子は今日も彩いろどり豊かな服を身につけている。この学院は、食べ物や娯楽用品には厳しい制限を設けているが、衣服に関しては寛容なのだ。

「さすがのあなたも、上級生のお姉さまがた十一人が相手では、手を焼いたようね。いつもの笑顔が消えてるわよ」

　姫子がはっと表情をとりつくろう。蘇芳美環子はくすくす笑った。

「あなたも大変ね。嵯峨島三千代さんも間ま野の和かず季きさんも休学して、佳か代よ花はな家に連つらなる者がいなくなってしまったんですもの。ああ、でも、あの子が入ってきたのよね。転入してきた、春日かすがアヤメちゃんが」

「――すみません。わたし、用事があるので」

　すり抜けるように立ち去ろうとした姫ひめ子こに、美み環わ子こが声をかける。

「姫子。春日かすがアヤメって、何者？」

　姫子の足が止まる。美環子は、あくまでも表情穏やかに、しかし視線だけは射るように、姫子を見ている。

「あなたのお父さま方に、春日、という姓のご親しん戚せきがいるなんて初耳だわ」

「…………」

「それに、今になって転入してくるというのも奇妙な話よ。あなたの補佐役？　でもそれなら、もっと前から、この学院に送りこまれているはずね。なぜ今になって、春日アヤメという女の子があらわれたの？　いったいどこから連れてきたの？」

「お好きなように考えられるといいでしょう」

　美環子はぽんと手を打った。

「そうだ、アヤメちゃんに直接訊たずねてみましょうか。――場合によっては強引に」

　姫子はすごい勢いで美環子をふりむいた。

「アヤメに手を出したら、美環子さまでも許しませんよ！」

　美環子は目をぱちくりさせた。

「……びっくりした。あなたのそんな顔、初めて見たわ」

「…………」

「へえ～。よっぽどあの子が大切なのね」

　姫子は美環子をじっとにらみつける。

「……あの子は何も知らないんです。わたしたちの家のしがらみに、あの子を巻きこむのはやめてください」

「全然知らないはずはないでしょう。佳か代よ花はな家ゆかりの人間なら、あなたがこの学院の巫み女こだということぐらいは聞いているはずよ」

「美環子さまには関係のないことです」

　姫子は火を噴くような眼まな差ざしで美環子を見つめている。美環子も笑いを消して、正面からその視線を受け止める。

　しばし、両者ともじっと動かず、対たい峙じしていたが――。

　突然、美環子が飛びかかってきた。

「姫子ちゃん、かわいいっ！」

「むぎゅっ」

　美環子が姫子を抱きしめた。食堂でアヤメにそうした時のように、ぎゅうっと、力まかせに。

「みっ、美環子さまっ」

　もがく姫子を、しかし美環子は放さない。頬ほおずりして、髪を撫なでまわして、全身を押しつけ、こすりつける。

「ああーん、もう、かわいいかわいい。まだ十五歳なのに、いろんな、いろんな、いろーんなことを背せ負おわされて、無理してがんばっちゃって。ああっ、あなたのお手伝いがしてあげたい。でもだめね。家同士の取り決めがあるから」

「み、美み環わ子こさま。放してくださいっ」

　さまざまな体術の心得もある姫ひめ子こだが、美環子の腕をふりほどけない。

「そうだっ。いっそのこと、佳か代よ花はな家なんか捨てて、うちに養女にこない？　私、前からあなたを妹にしたくてたまらなかったのよ。私の妹になってくれたら、めちゃくちゃにかわいがってあげる。ねっ、そうしましょうよ。うんうん、われながら名案。決まりっ」

「冗談も、たいがいにしてくださいっ」

　ようやく、姫子は美環子を押しのけた。乱れた髪のまま、憤然としてにらみつける。が、美環子はにこにこ笑顔だ。

「ねえ、姫子。私、あなたのことが嫌いじゃないのよ。あなたの敵でもないつもり。――なーんていっても、信じてもらえないでしょうけどね」

「…………」

「心配しなくても、アヤメちゃんに乱暴なんかしないわ。あなたみたいな恐こわい人の恨うらみを買いたくないもの」

「……本当でしょうね？」

「安心して。私、嘘うそは嫌いなの。あなたと違って」

「…………」

　どこまでが皮肉でどこまでが冗談なのか。姫子は美環子をじっと見すえた。美環子のほうは、にこにこ笑顔を崩さない。

「――失礼します」

　これ以上話をしても益はない。姫子は長い髪をひるがえして歩きだした。

「養女の件、考えておいてねー」

　姫子はふりむかずに歩きつづけた。背中に美環子の視線を感じながら。



　蛇の一件のあとは、特におかしな出来事もなかった。姫子のふりをしたアヤメと由ゆ麻まは、山の上で楽しい時間を過ごした。

　アヤメは由麻に借りた服のままだ。スカートの丈たけが短いので、解放的な気分になれる。そばには由麻しかいないから、それほど恥ずかしくもない。

　ながめのいい丘で景色を楽しみ、岩から湧わきでる清水の冷たさに歓声をあげ、切り立った崖がけの、複雑な模様の地層に目を見張った。

　しかし、由麻が楽しそうであればあるほど、アヤメの心は痛んだ。

（姫ひめ子こ、遅いなあ。三十分とかいってたのに……）

　早く本物の姫子と入れ替わりたいのに、いつまでたっても姫子はあらわれない。

「姫子さま、何か考えごとですか？」

「あっ、ううん。由ゆ麻まちゃんと一緒であんまり楽しいからぼーっとしてしまったの」

「そ、そういっていただけると、私、ほんとにうれしいです」

「まあ、由麻ちゃんたら、また真っ赤よ。ふふふ」

　とかいった具合に、いつの間にか、姫子の代役を見事にこなしてしまっているのも問題だ。由麻は、この一日で、ますます「姫子さま」が好きになってしまったようだ。

　なんのことはない、すべて姫子の思惑通りにことが進んでいるではないか。

　西の山に沈む夕ゆう陽ひの美しさをたっぷりと味わい、茜あかね色いろの残照の下を、自分たちの長い影を追いながら歩いて、宵よい闇やみが落ちかかる頃ころ、とうとう二人は学院に帰ってきてしまった。

「最後は、植物園ですね」

　由麻と二人で中等部の敷地に向かう。

　学院の敷地は、南向きの大きな雛ひな段だん状じようになっていて、斜面の一番上が寄宿舎、中段が高等部、下段が中等部である。

　その中等部の東側が植物園だ。それ自体が、学校ひとつぶんほどの面積があった。さまざまな草や木が栽培され、野菜畑や果樹園、ハーブガーデン、さらには薬草もあるという。

　築山の上にあずまやがあった。バラ園のアーチもある。睡すい蓮れんの浮かぶ池。ポプラの並木道。奥のほうに果樹園や野菜畑、温室。

　そして色とりどりの花を咲かせた花壇。さっきのお花畑のような野趣はないが、よく手入れされた、かわいらしい花壇が連つらなっている。ロベリア、マーガレット、ハナテマリ、コデマリ、オオデマリ。アヤメが名前を知らない小さな花たちも、それぞれの色で華やかに咲いている。

　どんなに見ても見飽きない。暗くなりかけているためか、ほかに生徒の姿もない。

「すごくきれいだけど、ちょっと人がいなくて寂さびしいわね」

「そうですね。――ここにはオバケが出るとかっていう噂うわさもありますし」

「オバケ？」

　由麻は自分の口をおさえた。

「あっ、ごめんなさい。私、変なこといっちゃいました」

「いいのよ。それより、オバケってなんのこと？」

　もしかしたら「封じられたもの」と関係があるのだろうか。そう思って訊たずねてみる。

「姫子さま、ご存知ないんですか。『植物園の幽霊』って、有名なお話なのに」

「え？　ええっとね。知ってるんだけど、私の知ってる話と由麻ちゃんの話は違うかもしれないでしょ。由麻ちゃんが聞いたのはどんな話かなあって思って」

「あ、そういうことですか。私が聞いたのは、こんなお話です」

　歩きながら由ゆ麻まが語りだす。

「もう何年も前のことですけど、昔、この学院に花や木の好きな女の子がいたんだそうです。毎日、植物園の世話をしていたらしいです。でもある日、突然、行方不明になっちゃって。神隠しじゃないか、とか、敷地の外で迷子になって獣に襲われたんじゃないかとか、大騒ぎになったけど、結局、見つからないままで……。それからしばらくして、この場所にはオバケが出るようになったって聞いてます。木に襲われそうになったっていう噂うわさもあります」

「木に、襲われる？」

「枝や根っこが怪獣みたいに襲ってきたそうなんです。でも、いくらなんでも見間違いだろうってみんないってますけど。風で枝が揺れたのを勘違いしたんじゃないかって」

（勘違いじゃないかもしれない……）

　植物園の幽霊が、「封じられたもの」と関係しているなら、それぐらいの怪奇現象はありうるだろう。

　その時、気づいた。由麻の背後の植え込みの陰から、誰だれかの手が振られている。

「由麻ちゃん、ちょっとここで待っててくれる？　わたし、お手洗いにいってくるから」

「あっ、はい」

　由麻を残し、走りだす。植え込みをぐるりと回って由麻の視界から逃れる。

「姫ひめ子こ、遅いよっ」

　そこには、アヤメの姿に化けた姫子がいた。

「わたしもいろいろと忙しかったのよ。そちらの首しゆ尾びは？」

「バレてないみたい。ね、今からでも由麻ちゃんに優しくしてあげてね」

「わかっているわ。いったでしょう、あの子は手なずけておく必要があるって」

「そういうことじゃなくて――！」

「大声を出さないの。ほら、早く着替えましょう。あの大きな木の陰がいいわ」

　アヤメの言葉に耳を貸さず、姫子はさっさと歩きだした。



「ごめんなさい。お待たせしちゃったわね」

「あっ、いいえっ。全然だいじょうぶです」

　ベンチに座って考えごとをしていた由麻は、あわてて立ちあがった。

「少し涼しくなってきたわね。温室に入ってみましょうか」

「は、はい」

　温室の中は電気がついていて明るかった。かなり古びた、プレハブ式の簡素な建物だ。うっかりすると倒壊しそうなほど傷いたんでいた。

　しかし中の植物はよく手入れされていた。温暖な地方で育つ珍しい植物が、甘く澱よどんだ空気の中で、濃厚な香りを放っている。

「今日は楽しかったわね。いい日曜日を過ごすことができたわ。ありがとう」

「い、いいえ。こちらこそありがとうございました。つきあっていただいて」

　由ゆ麻まは、次の言葉をいうべきかためらった。さっきからずっと迷っていたのだ。

　どうしよう。でも、やっぱり……。

「由麻ちゃん、どうかしたの」

「あの……」

　思いきって口に出すことにした。正直に思っていることをいったほうが、きっと感謝の気持ちも、ちゃんと伝わる。

「……春日かすがさん、ですよね？」

「…………」

　相手はすぐには答えなかった。由麻はつづけた。

「私、気づいてました。でも、春日さんが私のために、一生懸命に姫ひめ子こさまのふりをしてくださってるから、いえなくて……」

　長い黒髪の少女は、しばらくじっと黙っていた。由麻は不安になった。怒らせてしまっただろうか。やっぱり黙っているべきだったかもしれない。――でも、由麻は、ちゃんと春日さんにお礼をいいたかったのだ。

「……ちょっと、座りましょうか」

　優しい口く調ちようで、「春日アヤメ」がうながした。由麻は少しほっとした。

　温室の隅にあるベンチに並んで腰をおろす。「春日アヤメ」は、穏やかに訊たずねた。

「いつ気づいたの？　わたしが姫子じゃないことに」

　正体がわかっても、口調は変わらない。本当に姫子そっくりである。

「……最初から、なんだか変だなって思ってたんです。でも、ひょっとしたら春日さんじゃないかって思ったのは、蛇を見たあと、服を着替えてからでした。――だって、姫子さまの匂においと違うから」

「匂い……。そうか、服を替えたから、それでわかってしまったのね」

　うなずく横顔も、まさに姫子そのままだ。こうしてしゃべっていても、相手が本物の姫子だと錯覚してしまいそうになる。

「姫子さまは、何かほかのご用があったんですか？」

「媛ひめ宮委員会があったの。次の学院府長に誰だれが立候補するか、調整するための会議よ。急なことで、どうしても抜けられなかった――と聞いているわ」

「そうですか……。じゃあ、仕方がないですよね」

「姫子がいってたわ。今度、時間がある時に、必ず一緒にお出かけするって。だから今日だけ、許してほしいって」

「許すなんて。だって、もともと無理なお願いだったんですから」

「怒らないの？」

「もちろんです。――春日かすがさんにも迷惑をかけてしまって、ごめんなさい」

「あなたがあやまることは……」

「私、本当に楽しかったです。途中までは、すっかり姫ひめ子こさまだと信じてたから。楽しくて楽しくて――夢の中にいるみたいでした。……幸せでした」

「…………」

「だからやっぱり、わたし、今日のことをいつまでも忘れないと思います。本当に、ありがとうございました」

　にっこりと、由ゆ麻まは笑った。「春日アヤメ」も一緒に笑ってくれることを期待していたのだが――。

「……ねえ、由麻ちゃん」

「春日アヤメ」は目を伏せて、ためらうような口く調ちようで訊たずねてきた。

「どうしてそんなに姫子が好きなの？　わたしがいうのも変だけど……あんな人のどこがいいの？」

　さすがに由麻は気け色しきばんだ。

「あんな人だなんて――そういういいかたってないと思います。春日さんは、姫子さまのご親しん戚せきなのに」

「だって、由麻ちゃんも薄々わかってるはずよ。あの人は――佳か代よ花はな姫子は、みんなが思っているほどいい人間じゃないのよ。嘘うそつきだし、他人を道具みたいに利用して平気な顔をしてるわ。あなただって、それで火事に巻きこまれたり、危ない目にあったんでしょう」

「そう……かもしれませんけど」

「由麻ちゃんとデートの約束なんかしたのも、ただ機嫌を取っているだけかもしれないわ。入れ替わりの秘密を守らせるために」

「……私も、ひょっとしたら、そうなのかなって思ってました」

「春日アヤメ」は驚いたようだった。

「気づいてたの？」

　由麻はほほえんだ。

「はい。でも、それでもよかったんです。だって、私が姫子さまと一緒に楽しそうにしていれば、姫子さまは安心するっていうことでしょう。私、姫子さまに心配事を増やしていただきたくないんです」

「…………」

「私、高等部のことはよくわからないですけど、学院府のお仕事ってすごく大変なんですよね。それに姫ひめ子こさまはまだ一年生なのに、次の学院府長になろうとしてらっしゃるし」

「そうね。大変……なんだと思うわ」

「このあいだ、夜啼鶯の宮ナイチンゲールのパーティにいった時に思いました。姫子さまって、こういうことも調べたり、どうしたらいいか考えたりしなくちゃならないんだなって。きっとほかにもたくさん、私たちの知らないところで、いろんなことがあって、つらい思いをしてらっしゃるんだろうなって」

「…………」

「だから私、姫子さまのお手伝いがしたいんです。利用されちゃってもかまいません。姫子さまのお役に立てれば、それで――」

「だめよ、由ゆ麻まちゃん。そんなふうに考えては」

　不意に「春日かすがアヤメ」が厳しい口く調ちようになったので、由麻は驚いた。

「利用されてもいい、なんて考えてはだめ。そんなふうに誰だれかを好きになるのはいけないわ。――なにかを信じすぎたり、心を預けすぎると、いつの間にか自分を見失ってしまう、そういうこともあるのよ。姫子をあまり好きになっては、だめ」

「ど、どうなさったんですか、春日さん」

「春日アヤメ」は、由麻の手を取り、その瞳ひとみをじっと見つめた。

「あなたはいい子よ、由麻ちゃん。でも、時にはわがままになることも必要なのよ。がまんなんかしないで、怒ったり泣いたりして、私はこんなのは嫌だって叫んで暴れなくちゃいけないこともあるの。でないと、わたしみたいになって――」

「わたしみたいに？」

　はっとしたように「春日アヤメ」は口を閉ざした。

「なんでもないわ。――私、こんなことをいうつもりじゃなかったのに」

　髪を振って視線をはずした。ふわっと甘い、いい匂においがした。

（え？　この匂い――）

　その時、突然。

　ふうっ、と電灯が消えて、温室の中が真っ暗になった。

「停電？」

　由麻が立ちあがる。その時、すりガラスの壁の外側に、何かもやもやとした黒い影がうごめく姿が目に入った。

「お、オバケっ？　植物園の幽霊？」

　悲鳴をあげる由麻を、「春日アヤメ」が抱き寄せた。

「動かないで、由麻ちゃん。わたしから離れないで！」

「は、はい。でも、でも――」

　ぐらぐらぐらっ！　と、古い温室が激しく震動を始めた。



　四



　プレハブの温室はまるで地震のように揺れつづけている。

　由ゆ麻まはぎゅっと目をつぶり、感心にも悲鳴をこらえていた。

（――おかしいわ）

　と、由麻を抱きしめながら、アヤメに化けた姫ひめ子こは四方に目を配った。

（いつもの気配を感じない。封印が解けそうになったら、すぐにわかるはずなのに）

　だが油断はできない。自分の力が万能でないことは、姫子自身が誰だれよりよく知っている。姫子の感覚に捕らえられない、新しい何者かが出現した、その可能性は充分にあるのだ。

　プレハブの温室は大きく揺れつづける。すりガラスの向こうでは黒い影が踊るようにうごめいている。

「ほ、ほんとに、植物園の幽霊でしょうか」

　姫子の腕の中で由麻の声。

「わからないわ。とにかく温室から出ましょう」

　姫子は由麻を抱きながら、温室の扉に走った。

　だが、開かない。閉じこめられてしまったようだ。

　激しく揺れる温室。いわゆる騒霊現象ポルターガイストだろうか。しかし「封じられたもの」の気配はしない。それに揺れているのは建物だけで、地面はびくともしていない。

　頭上で金属の留め金がはずれる音がした。はっと顔をあげる。採光のための窓が、窓枠ごとはずれて落下してくる。

「由麻ちゃん！」

　姫子はとっさに由麻に自分の身体からだをかぶせた。そこに窓が落ちてきた。

「――――！」

　肩に衝撃。アクリルの窓が砕ける音。痛みに一瞬、目がかすむ。

「春日かすがさん！」

　姫子の下になった由麻が叫ぶ。

「動かないで……！」

　自分の身体の下に巻きこむように、さらに強く由麻を抱きしめる。棚が崩れ、上に乗っていた鉢や、はずれた照明器具が次々に落下して、姫子の身体に激しくぶつかった。

「あっ……！　くっ……！」

「か、春日さん……！」

「動いてはだめ。じっとしていて……！」

　顔を歪ゆがめ、歯をくいしばって、衝撃と痛みに耐える。それでも姫子は、抱きしめた由麻を離そうとはしなかった。

　その時、外からアヤメの声が聞こえた。

「こらーっ！　何してるの！」



「こらーっ！　何してるの！」

　と叫びながら、アヤメは温室を揺さぶっていた犯人を追いかけた。

　姫ひめ子こと由ゆ麻まのことが気がかりで、ぐずぐずとその場を離れずにいたのが正解だった。姫子と入れ替わったあと、アヤメはずっと植えこみの陰から姫子と由麻の様子をうかがっていたのだ。姫子たちは温室に入り――その直後、何やら怪しい影が忍び寄って、がたがたと外から建物を揺さぶるのが見えた。

　一瞬、「封じられたもの」が出たのかと思った。が、すぐに人間だとわかった。オバケや妖よう怪かいなら、手で揺すったりしないだろう。第一、黒いかぶりものの下から、スニーカーをはいた足が出ている。

　誰だれかが黒い布をかぶって、オバケのふりをしているらしい。

　だったら恐こわくない。アヤメは地面を蹴けって飛びだしたのだ。

「待ちなさいっ！」

　いたずら者はびっくりしたように逃げだした。が、黒い布をかぶっているので動きが鈍い。体育館かどこかから持ってきたのだろう、重そうな暗幕だ。たちまち足がもつれてその場に転んだ。

　アヤメは飛びかかり、暗幕をはぎとった。髪をお団子結びにした、気の強そうな顔があらわれた。

　見たことのある顔だった。

「あなた、あの時のメイドさん！」

　それは姫子がスパイとして使っていた女の子だった。アヤメが、夜啼鶯の宮ナイチンゲールのパーティに潜入した時、和風メイドさんの姿で案内してくれた中等部生だ。

　今は黒いトレーナーと黒いパンツを身につけ、アヤメから逃れようと暴れている。

「はなせーっ！　はなしなさいよ、ばかっ！」

「こっ、こら、やめなさいっ。いたたたたっ」

　女の子は目鼻だちのはっきりした顔を歪ゆがめ、アヤメのお下げを引っ張ったり、メガネの上から顔をかきむしってもがく。

　そこに、由麻に支えられながら姫子がやってきた。全身泥だらけ。すり傷だらけだ。

「姫子！　怪け我がしたの？」

「わたしは平気よ。――あなたもだいじょうぶそうね、アヤメ」

　すると由麻が大きな目をさらに大きく見開いた。

「え？　アヤメ？　……じゃ、こっちは本物の姫ひめ子こさま？？？」

　驚き、うろたえながら、アヤメと姫子を交互に見やる由ゆ麻まだった。



「ボートに穴を開けたのも、バスケットに蛇を忍ばせたのも、あなたのしわざね、杏あん奈な」

　姫子に杏奈と呼ばれた女の子は、無言で小さくうなずいた。

　由麻は、地べたに正座した杏奈を、気づかうように見つめている。

「二年四組の、御み崎さき杏あん奈なさん……ですよね。どうしてこんな……」

「どうしてっ？」

　杏奈は、噛かみつかんばかりに由麻をにらんだ。

「そんなこと決まってるでしょ！　あなたが許せなかったのよ。私をさしおいて、姫子さまと二人きりでお出かけなんて！　そんなこと、私だってまだ一度もしてもらってないのに！」

　杏奈は、アヤメが姫子に化けていたことには、まだ気づいていないようだ。アヤメと姫子が瓜うり二ふたつであることを、杏奈は知らないのだ。

「こないだの夜、寄宿舎の裏でわたしが由麻ちゃんと話してた時、こっそり聞いてたのも、あなた？」

　アヤメが訊たずねる。

「そうよっ」

　と、御崎杏奈は、今度はアヤメをにらみつける。

「あなただって、何よ。いきなり転入してきて、姫子さまと部屋まで一緒になって、朝から晩までべったり！　親しん戚せきだかなんだか知らないけど、不公平――」

「杏奈」

　静かだが厳しい姫子の声に、はっと杏奈がわれに返る。

「す、すみません、姫子さま」

　正座したまま、土下座のように頭をさげる。

「姫子さまにお怪け我がをさせるつもりなんかなかったんです。――ただ、ちょっとおどかしてやれって思っただけで。こんなことになるなんて……」

「――もういいわ。あなたとの話はあとにしましょう。寄宿舎にお帰りなさい」

「で、でも、お怪我の手当てを」

「アヤメと由麻ちゃんに頼むからいいわ。早くおいきなさい」

「姫子さま……」

「わたしの言葉が聞こえなかったの？」

　杏奈はじわっ、と目に涙を浮かべた。そしてもう一度、きっ、とアヤメと由麻をにらみ、暗幕を抱えて走り去った。

　姫ひめ子こは表情から険を取ると、由ゆ麻まに目を向けた。

「……ごめんなさいね、由麻ちゃん。こんなことになってしまって」

　姫子にあやまられ、由麻はとびあがった。

「いっ、いいえ。私はいいんです。それより早く保健室に――」

「もうひとつ、あやまらなければいけないことがあるわ。アヤメを替え玉なんかに使ってごめんなさい」

　姫子がもう一度、由麻に頭をさげる。

「すぐに入れ替わるつもりだったんだけど、会議が長引いてしまって……。許してもらえる？」

　殊勝な顔だ。アヤメの目にも、本心から後悔しているように見える。

「許すなんて――。姫子さまは、私を助けてくださったのに。私、それだけで……」

「約束するわ。今度はちゃんと、本物のわたしと遊びにいきましょう。ね、由麻ちゃん」

「姫子さま……」

　由麻は顔を覆おおって泣きだした。その肩を、髪を、姫子は優しく撫なでてやる。いつくしむように、姉のような表情で。

　アヤメも、ほっとしてその様子を見ていた。

　――が、その時。

　すっかり暗くなった植物園の、闇やみの奥に、人影が見えたような気がした。

（えっ？）

　制服姿の、中等部生の女の子だ。ものいいたげな瞳ひとみで、じっとこちらを見ている。

　……が、それはほんの一瞬だった。女の子の姿はすぐに幻のように消え失うせた。

　そもそもこんなに暗いのに、人影など見えるはずもない。

（見間違いだったのかな……）

　姫子は気づいていないようだ。では、やはりアヤメの錯覚だったのだろう……。



「姫子さまって、やっぱりお優しい人です」

　アヤメと並んで、寄宿舎の廊下を歩きながら、由麻はしみじみつぶやいた。

「窓や棚が崩れてきた時、私のことを必死に守ってくださいました。もしかしたらご自分が大おお怪け我がしてたかもしれないのに、ぎゅうって私を抱きしめて……」

「だよね。なんだかんだいっても、いざとなると、そうしちゃうんだよね、姫子は」

　姫子は幸い軽傷だった。保健室で姫子を手当てし、今、アヤメは由麻を部屋に送っていく途中だ。

　由麻の表情が曇った。

「でも、杏あん奈なさんのことが心配です。姫子さまと杏奈さんって、どういうご関係だったんでしょうか」

「あー、それは……」

　姫ひめ子こにたぶらかされ、姫子の命令ならなんでも聞くようしつけられたスパイである、なんてことは、とてもいえない。

「ええとね、学院府の仕事を手伝っていたみたいなの。あの子も姫子の大ファンらしくて。それで、わたしや由ゆ麻まちゃんにヤキモチ妬やいたんだと思うな」

「……そうか」

　由麻は、何ごとか納得したようにつぶやいた。

「姫子さま、温室でおっしゃってました。誰だれかをあんまり好きになりすぎると、自分を見失っちゃう。だから私も、姫子さまをあまり好きにならないほうがいい――って」

「姫子がそんなこといったの？」

「私、何のことかわからなかったんですけど――あの時、姫子さまは、杏あん奈なさんのことを考えてらしたのかもしれないです」

「うーん。そうなのかな……」

　由麻はにっこり笑った。

「でも私、やっぱり姫子さまは、お優しくてすてきなかただと思います。前より、もっともっと大好きになっちゃいました。アヤメさまのことも」

「あ、ありがと。ははは……」

　由麻と別れたあと、アヤメは廊下の途中で足を止めた。

　華道の宮の生徒が活いけたのだろうか、窓辺に置かれたアヤメの花が、水鉢にきれいに咲いている。

　自分と同じ名前の紫の花を見ながら、姫子に教えてもらった歌を思いだす。



　郭公ほととぎす　鳴くや五月のあやめ草　あやめも知らぬ　恋もするかな



「あやめ」という言葉にはいろいろな意味があるそうだ。ここでは「まともな判断」とか「理性的な考えかた」という含がん意いをこめて用いられている――と姫子はいっていた。

　あやめも知らぬ恋。

　理性や常識ではどうすることもできないほどに誰かを慕したう、そんな想おもい。

　この花はな時雨しぐれ学院の生徒たちは、それぞれに秘めた想いを、心の中に咲かせているのかもしれない。

　そしてアヤメは、そういう花たちと関かかわりながら、これからこの学院で暮らしていくことになるのかもしれない……。



    

  
    
      


第三話　涙の花時雨心中



　一



「何度もいわせないでちょうだい。もう、わたしとあなたの関係はおしまいよ、杏あん奈な」

　姫ひめ子こは、足もとに手をついている御み崎さき杏奈に、氷点下の視線を向けていた。

　屋根裏部屋には、今夜も月の光が揺れている。

「もう二度と会いたくないわ。今日からあなたとは赤の他人よ」

「姫子さま、どうか、許してください……」

　パジャマ姿の杏奈はさっきからお団子結びの頭を何度もさげて哀あい願がんしていた。アヤメと由ゆ麻まのピクニックを邪魔したこと、そのあげく、姫子に怪け我がを負おわせたことを詫わびているのだ。

「いつの間にか、ずいぶんと思いあがったものね。アヤメと由麻ちゃんに嫉しつ妬とするなんて。わたしを独占する権利が、あなたにあるとでも思っているの？」

「そんなつもりは決して！」

「夜啼鶯の宮ナイチンゲールのパーティでもそうよ。わたしのいいつけに背そむいて、勝手に五重の塔に忍びこんでいたわね。アヤメや由ゆ麻まちゃんの様子を探りにいったんでしょう」

「は、はい。姫ひめ子こさまが新しい手て駒ごまを手に入れたとおっしゃったので、気になって……」

「それが思いあがりだというのよ！」

「ひっ」

「いいこと、杏あん奈な。わたしがあなたにかまってあげていたのは、わたしの命令をなんでも聞くからよ。それ以外に、わたしにとって、あなたにはなんの価値もないの。わたしのいいつけに従わないなら、あなたなんかとつきあう理由はないのよ」

「そ、そんな……私は、姫子さまに信頼されているって」

「自うぬ惚ぼれないで。あなたの代わりなんかいくらでもいるのよ。それにあなたは、夜啼鶯の宮ナイチンゲールに怪しまれているでしょう。正体がわかってしまったスパイに使い道はないわ。あなたはもう、わたしの役に立たないの」

「姫子さま……」

「もう、あなたなんか要いらないのよ、杏奈」

　廃物を見るような視線、そして冷厳な言葉。杏奈は身体からだを震ふるわせた。

「わかったらさっさと消えてちょうだい」

「姫子さま、お願いです。私、なんでもします。どんな危ないことでもしますから」

「くどいわね。消えろといったら消えなさい。うっとうしい！」

　必死に伸ばしてくる杏奈の手を、爪つま先さきで払いのける。

「こうして一緒にいるだけでもいらいらするの。わたしのことは今日限り忘れなさい。それがわたしの最後の命令よ」

　いうだけいって、姫子は杏奈に背中を向けた。

　杏奈のすすり泣く声がしばらくつづいていたが、やがて走り去る音が聞こえ――。

　屋根裏部屋は静かになった。

　姫子はしばらくそのまま、じっと立っていた。気がつくと、自分の唇を痛いほど噛かみしめていた。

　壁の隅に置かれた鏡に、自分が映っている。紫色のネグリジェに身を包み、裸足はだしにスリッパをつっかけている。

　杏奈はいつも、このかっこうがとてもよく似合うとほめてくれたものだった……。

　姫子は、ふっ、と唇を歪ゆがめて笑った。

「わたしったら、何を考えているのかしら。あんな子が泣こうがわめこうがどうでもいいじゃない」

　自分の顔を見つめながら、つづける。

「わたしは当然のことをしたまでよ。不要になったら、人間だろうと品物だろうと、容よう赦しやなく切り捨てる。裏切り者、人でなし、嘘うそつき、卑ひ怯きよう者もの、どう呼ばれたってなんとも感じないわ。わたしは計画の通りに行動するだけ。よけいなことを考えている暇はないのよ」

　傲ごう然ぜんと胸をそらして髪を払う。

「杏あん奈なには、もう利用価値がない。それに、少し甘やかしすぎたわ。このへんが潮しお時どきよ。馬ば鹿かで愚ぐ図ずな部下を飼っておいても、なんの得もないんだから。古い道具を捨てたら、また新しい道具を見つければいい。それだけの話よ。ふふふ。ふふふふ……」

　姫ひめ子こはひとしきり、闇やみの中で独ひとり笑いをつづけた。

　いつもなら、この手の言葉をしばらくぶつぶつ独白していれば気分が落ち着く。多少は気力も戻ってくるのだ。

　が、今日はうまくいかなかった。

　姫子は自分の弱点を自覚していた。少なくとも、それを自分では「弱点」と見なしていることを。

　時として、非情に徹することができない。

　特に、歳とし下したの少女に対してそうなのだ。

　今日も、温室の中で由ゆ麻まに、いわなくてもいいことを語り、姫子を好きになるなとまでいい、あげくに、由麻をかばって負傷してしまった。

　幸い、軽い打ち身ですんだし、それぐらいの怪け我がは自力で治せる。が、ひとつ間違えれば大おお怪け我がをしていた。封印を見守る巫み女ことしては、軽率な行動といわねばならない。

　今もそうだ。こうして声だけで笑っていても、杏奈の泣いている顔ばかりが頭に浮かんできて、姫子を苦しめる。

　――泣いていた。泣かせてしまった。

　あんなに一生懸命あやまっていたのに。

　あれほど自分に尽くしてくれた女の子を。いつも「姫子さま、姫子さま」といって、慕したってくれた女の子を。裏切り、傷つけ、心を踏みにじったのだ。

　胸が、まるで刃物で刺されたように痛む。

　だが、同情は禁物だ。それは、ある時期から姫子が自分自身に課した、いわば戒かい律りつなのだ。必要とあればどこまでも非情に、冷酷に行動すること。でなければ「計画」は達成できない。

　泣くわけにはいかなかった。そんな弱さを自らに許すことはできない。

　額ひたいを壁に打ちつけたい、そんな衝動にかられた。血が出るほど強く。が、学院を守る巫女は、己の身体からだをも守らねばならない。自分を罰することさえ姫子には許されないのだ。

　アヤメの顔が見たい。

　ふとそう思った。

　この前、由麻を五重の塔に送りこんだ時のように、アヤメに叱しつ責せきされ、なじられ、罵ののしられれば、少しは気が軽くなるかも――。

　いつしか笑いを止め、そんなことを考えていると。

「ああもう、がまんできないっ！」

　願いが通じたかのように、本当にアヤメが飛びだしてきた。部屋に通じる撥はね蓋ぶたを開け、姫ひめ子こと色違いの、ライトブルーの寝間着姿で。

　メガネははずし、髪もほどいている。着ているもの以外は、鏡映しのように姫子そっくりだ。

　アヤメは怒りに眉まゆを逆立てて姫子に詰め寄ってきた。

「いくらなんでも、あんないいかたひどすぎるよ！　杏あん奈なちゃんがかわいそうじゃない。あの子、今までずーっと、姫子のために危ないことしてきたんでしょ。きっと、恐こわい思いや心細い思いもしたはずなのに。姫子が好きだから、姫子のためだけにがんばってきたんでしょ。だったら、もっと優しくしてあげなきゃだめだよ！」

「…………っ」

　いわれなくてもわかってる！　と怒鳴り返しそうになったが、こらえる。

「だいたい、杏奈ちゃんがヤキモチ妬やいたのだって、姫子がちゃんとあの子の相手をしてあげなかったからじゃないの？　自分だって悪いくせに、杏奈ちゃんのことばっかり責めて――ちょ、ちょっと姫子？」

　自分そっくりの相手に説教をされて、姫子も腹を立てていた。今の今までそうされたいと思っていたのに、いざ実現したら、もうムカムカしてがまんがならなかった。女の子の心は複雑である。

「……また盗み聞きしていたのね、アヤメ？」

　じゃらっ、と手近にあった鎖を手に取る。

「ま、待って、姫子。怒ってるのはこっちのほう……」

「いつからそんな口をきけるほど偉くなったのかしら。立場の違いというものを、もう一度、身体からだに教えてあげる必要がありそうね。今日は腕と脚あしを縛って宙ちゆう吊づりにして、そうね、たまには痛い思いもさせてあげましょうか。くっくっくっく」

「いや、あの。くっくっくじゃなくて、今は杏奈ちゃんのことを――」

「そこに座りなさい、アヤメっ。あっ、こら。待ちなさいっ」

　アヤメは身をひるがえし、さっき杏奈が出ていった扉から逃げ去ってしまった。

　追いかけることはできなかった。今のアヤメは姫子と同じ姿をしている。二人そろっているところを、誰だれかに見られるわけにはいかないのだ。

　姫子は鎖を手にして、まだ怒っていた。

　が、何に対して怒っているのかは自分でもよくわからなかった。



　アヤメは逃走した。姫子の怒りがおさまるまで隠れているほうがよさそうだ。

（姫ひめ子この頭が冷えたら、もう一度話さなきゃ……）

　この隠し通路を通るのは、火事の時以来だ。どこをどう通じているのかよくわからないが、このままいけば、五重の塔にたどりつくことは知っている。

　が、途中で、外に出る隠し扉があるのに気づいた。隙すき間まから月明かりが漏れている。

　そっと扉を開けてみる。誰だれもいない。寄宿舎の裏手の竹林だ。

　今夜はそれほど寒くない。素足に草がひんやりするが、かえって心ここ地ちいいくらいだ。

「う、う、ううう……」

　誰かの泣き声が聞こえた。はっとふりむくと、杏あん奈なだった。

　地面に突っ伏し、顔を腕に埋うずめている。そばにスリッパが片方落ちていた。隠し扉から駆け出て、何かにつまずき、転んで、そのまま立ちあがる力もなくしてしまった――そんなふうに見えた。

　あまりにかわいそうで、とても放ほうっておけなかった。

「あの……杏奈ちゃん」

　なぐさめようと、そっと声をかける。杏奈は、はっと顔をあげた。

「姫子さま！」

「へ？」

「姫子さま、追いかけてきてくださったんですね……」

「いや、あの、わたしは――」

　いいかけ、自分の失敗に気がついた。杏奈はアヤメを姫子だと勘違いしているのだ。身体からだの匂においや、ネグリジェの色が違うことにも気づく余裕がないようだ。

「うれしいです、姫子さま……」

　泣き腫はらした目で、杏奈が姫子のアヤメを見つめる。杏奈はアヤメと姫子が瓜うり二ふたつだとは知らないのだ。もうこうなったら、姫子のふりをし通すしかない。

「そ、そうよ。さっきは少し、いいすぎてしまったわね」

　姫子らしい表情と言葉づかいを心がけて、姫子のアヤメはほほえんだ。さっき由ゆ麻まを相手に練習したおかげか、するりと姫子に変わることができた。

「――少しいらいらしていたものだから、つい、思ってもいない言葉を使ってしまったの。ごめんなさい、あやまるわ」

「あ、あやまるなんて。姫子さまが、そんなお言葉を、わたしに……！」

　杏奈は意外そうに目を見開く。

（ううっ。ちょっと優しすぎるかな。でも、えーい、いいや）

　アヤメは、内心ヤケ気味に、でも表情は女神のように穏やかにつづけた。

「わたしのために働いてくれているあなたを、見捨てるはずがないでしょう。いつもは冷たくしているけれど、本当はあなたを頼りにしているし、あなたに感謝しているのよ。わたしなんかのためにがんばってくれて、ありがとうって」

　いいながら、杏あん奈なの髪をそっと撫なでる。

　実は、杏奈が何をどうがんばっているのか、アヤメはよく知らないのだ。が、口から出まかせのその言葉は、杏奈の心を揺さぶったらしい。

「姫ひめ子こさま……やっぱりわたしを信じてくださっていたんですね」

「あたりまえじゃないの。わたしにとって、杏奈、あなたは、かけがえのない大切な女の子なのよ。――なんて、こんないいかた、わたしらしくないかもしれないけど。ふっ」

「そんなことないです！　わたし、うれしいです。ほんとに、ほんとにうれしいです！」

「さっきいったこと、許してね。そして、これからも手を取りあってがんばっていきましょう。わたしにはあなたが必要なのよ、杏奈」

「姫子さま。私、一生、姫子さまについていきます！」

「ああっ、かわいい杏奈！」

　もう、なるようになれだ。ひしっ、とアヤメは杏奈を抱き寄せた。

「あれ？　姫子さま、いつもよりお身体からだの匂においがしないような……」

「え？　えーと、さっきお風ふ呂ろに入ったからだと思うわ。さあ、そんなことより涙を拭ふいて。もうお部屋に戻りなさい。風邪をひくといけないわ」

「は、はいっ。あの……姫子さまもお風邪を召めしませんように」

　杏奈は名な残ごり惜しそうだが、これ以上一緒にいたら正体がバレてしまうかもしれない。

「おやすみなさい、杏奈」

「はいっ。失礼します」

　愛あい想そよく笑顔で、杏奈を見送るアヤメだった。



「だからっ。どうしてそう勝手なことばかりするの、あなたはっ」

　部屋に戻って報告したら、案の定、姫子に怒られた。

「ううう、だってえ……」

「うううだってじゃないわ。杏奈は、もうわたしの役に立たないの。それにちょっと、わたしに夢中になりすぎているわ。このへんで関係を切ったほうがお互いのためよ」

「そんなこと、姫子が杏奈ちゃんを大事にしてあげればいいってだけじゃ……」

「それだけじゃないわ。これ以上わたしのそばにいるのは、あの子にとって危険なのよ」

「危険？　どうして」

「わからないの？　あの子は夜啼鶯の宮ナイチンゲールに、スパイであることを疑われているのよ」

　そういえば、さっきも屋根裏部屋で、そんな話をしていたような。

「火事のあと、あの子が罰を受けないよう、わたしから先生たちに説明したの。由ゆ麻まちゃんと同じように、杏奈もわたしのいいつけで夜啼鶯の宮を探っていたんだって。だから杏奈は軽く注意を受けるだけですんだのよ。でもそれは、夜啼鶯の宮ナイチンゲールからすれば、ますます疑わしさが増すということだわ」

「そっか。杏あん奈なちゃんだけ罰が軽かったから……」

「そうよ。もう、わたしのスパイをつづけさせるわけにはいかないの」

「じゃ姫ひめ子こは、杏奈ちゃんを守るために、わざと冷たく突き放したってこと？」

　姫子は気まずそうに顔を背そむけた。

「――そんないいわけをするつもりはないわ。要いらなくなったから切り捨てた。それだけよ」

「素直じゃないなあ、もう……」

「なんですって」

「いえっ、なんでもないです」

「どうせあの子はもう、見切り時だったのよ。まだ使い道があるなら、先生がたに釈明してあげたりせずに、放ほうっておいたわ」

「でもさ。杏奈ちゃんにあんまりひどいことすると、あの子、姫子の計画とか、みんなに話しちゃうかもしれないよ」

「えっ」

　虚をつかれたように姫子が瞬またたきする。アヤメは畳みかけた。

「杏奈ちゃんって、姫子が学院の支配を目指してること、知ってるんでしょ。それをバラされちゃったら困るんじゃないの」

「それは……その通りね」

「でしょっ。由ゆ麻まちゃんみたいに、ご機嫌を取っておかなくちゃ」

「確かに――確かにそれは、聞く価値のある意見だわ」

　姫子の瞳ひとみが輝いてきた。

「これまでわたしがしてきた悪事を杏奈にいいふらされたら大変だわ。三み千ち代よさまを罠わなにかけたことも学院中に知られてしまう。そうよ、それは絶対に避けなければならないわ！」

「うん、うん」

「何が厄やつ介かいといって、敵になった味方ほど厄介なものはない。人間には感情がある。不要になったからといって、道具のように冷酷に切り捨てれば、恨うらみを抱いて牙きばをむくかもしれない。そういうことよね」

「そういうこと、そういうこと」

「こんなあたりまえのことを忘れていたなんて、わたしはどうかしていたわ」

「じゃ、杏奈ちゃんを許してあげるんだね」

「そうね。非常に不本意だけれど、やむをえないでしょうね」

　顔をしかめ、不承不承という感じで姫子がうなずく。が、口もとがむずむずとゆるんでいる。心の中でいろいろと折り合いがついたためか、にわかに血色がよくなり、声にも張りが出てきた。

「今後もスパイをさせるかどうかはともかく、恨うらみや憎しみを買うようなことはやめておくわ。いい忠告をしてくれたわね、アヤメ」

「あはははっ。珍しくほめられると照れちゃうな」

「それはそれとして」

　口もとに笑みを浮かべ、きらっ、と姫ひめ子この瞳ひとみが光った。

「な、なにっ」

「さっきの立ち聞きの件と、それに、勝手に杏あん奈なを許したこと。そのお仕置きをしなければならないわ」

「だだだ、だって今、いい忠告してくれたって」

「それはそれとして、といったでしょう。さあ、どうしてあげようかしら。ふふふふ」

「やだーっ」

「逃がさないわよ、アヤメっ！」

　弾はずんだ声とともに、姫子がアヤメをベッドに押し倒す。なぜ自分はこう、すぐに押し倒されたり抱きすくめられたりするのかと、情けなくなる。

「暴れても無駄よ。力はわたしのほうが強いんだから」

「わっ、わっ、わっ」

　あっという間に、アヤメはうつ伏せに組み伏せられた。格闘技の技術だろうか、二人の身体からだは重ねあわされた二本のスプーンのように密着状態になり、姫子の脚あしがアヤメの脚にからみついて、もはや身動きできない。

「どうされたい、アヤメ？　鎖や正座は飽きたわね。なにか別の趣向があったらいってちょうだい。リクエストがあったらお応こたえするわ」

　後ろから耳もとでささやかれる。

「いっ、息が。息がかかってくすぐったいよっ」

「息が？」

　不思議そうな姫子の声。

「耳なんかがくすぐったいの？　それもわたしと違うわね。もう一度やってみましょうか。ふーっ……」

「ひゃひはひひゃへゃはほはは！」

「ふーむ。これもまた興味深い事実だわ。本当は、ちょっと脅おどかすだけでかんべんしてあげるつもりだったけど、この際、徹底的に研究させてもらおうかしら」

「研究、って――」

「どれくらいくすぐったがるか、調べさせてもらうの。いくわよ。こちょこちょこちょこちょこちょ」

「ひゃあああああああああっ。ややや、やめて、やめて、そんなふうにしないで。あっあっあっ、ひぃい――っ」

「すごい。肌がどんどん赤くなってくるわ。耳だけじゃなくて顔もうなじも、あら、背中も真っ赤。ふふふ、おもしろい」

　姫ひめ子こはいつもに増してねちっこかった。うつ伏せにされているので、アヤメはほとんど抵抗できない。姫子は巧たくみな体重移動でアヤメの動きを封じつつ、左右の耳を、指や息で、時にはアヤメ自身の髪や自分の髪を使って、技巧の限りを尽くしてくすぐりぬいた。

　アヤメにとっては、強烈な責め苦だった。人によっては耳が、首やわき腹などにも劣らずくすぐったい、ということもある。アヤメもどうやらそうらしかった。

　姫子のほうは、どうもこの体勢が気に入ったらしく、いつまでもアヤメと重なったまま、離れようとしなかった。アヤメの後頭部に顎あごを押しつけたり、ほっぺたのうぶ毛にさわさわ触れたり、アヤメのうなじに頬ほおをすり寄せたり、いろんなことをした。

　お仕置きは過去最長の二時間以上に及んだ。アヤメは泣き、わめき、もがき、シーツの上で身体からだをはねさせ、何度も気絶寸前にさせられた。片方の耳が限界に達して無感覚になると、もう片方の耳で、また同じことが最初から始まるのだからたまらなかった。

　ようやく姫子の気がすんで、アヤメの身体からおりる頃ころには、もう息も絶え絶えだった。

「うーん。これはなかなか効き目があるようね」

　姫子はしごく満足そうだった。

「今後はこれも、お仕置きのメニューに加えましょう。わたしのいいつけに背そむくようなことをしたら、次はもっと長い時間、同じ目にあわせてあげる。わかったわね」

「ひいっ、ひいっ、ひいっ……」

「返事」

　アヤメは四肢をひくひく震ふるわせながら、汗と涙とでぐしゃぐしゃになったシーツに顔を埋うずめ、小さくうなずくのがやっとだった。

「ふふふ。いい子ね」

　姫子はアヤメの身体を、こよなく優しい手つきで撫なでた。



　このように、二人だけで部屋にいる時はしょっちゅう姫子のオモチャにされているアヤメだったが――。

　教室での姫子は、必要以上にアヤメと接触しようとしない。

　別の教室に移動する時も。

「姫子姫子っ。次は視聴覚室だって。一緒にいこうよ」

「先にいっていて。わたしは先生に頼まれた用事があるから」

　休み時間も。

「ねえ姫ひめ子こ、次の授業で当てられそうなの。ノート見せてくれない」

「ほかの人に頼んで。わたし、自分の予習をしたいから」

　また、お昼休みにも。

「姫子ー、おなかすいたー。早く食堂にいこー」

「高たか田ださんたちといっててちょうだい」

　と、こんな調子であった。

　どうにも納得がいかないので、その日、昼食のあと、アヤメは姫子を、例のひと気のない露台バルコニーに呼んで問いただした。

「ねえ、わたし、また何か、姫子を怒らせるようなことしちゃったの？」

「別に怒っているわけじゃないわ。杏あん奈なの一件で、わたし、少し考えを改めたのよ」

「どういうこと？」

「あまりあなたと親しげにしていると、やはり嫉しつ妬とする人がいるんじゃないかと思って。無用の反感は買わないよう、気をつけたほうがいいわ。あなたもそろそろ学院に慣れてきたでしょう。わたしに頼らなくてもやっていけるはずよ」

「でも、まだ時々迷子になるし、知ってる子も少ないし、姫子がいてくれないと……」

「子どもみたいなことをいわないで。高田さんたちが仲良くしてくれているじゃない」

「冷たいなあ。夜、ベッドでわたしを抱く時には、すごく優しくしてくれるのに。ゆうべだってあんなに――わぶっ」

　とんがらせた唇を、姫子の手が押しつぶすようにふさいだ。恐こわい顔で声をひそめる。

「だからっ。そういう不用意なことをいうと、誤解を招くでしょうっ」

「な、なんで？　わたし、何かおかしなこといった？」

「まるで、二人でいかがわしいことでもしてるみたいじゃないの。ゆうべは、あなたが心細くて眠れないからって、わたしのベッドにもぐりこんできたんでしょう。窮屈だから嫌だっていうのに、強引に。ゆうべだけじゃないわ。これまでだって、何度も何度も」

「わたし、そういう意味でいったんだけど」

「そういう意味に聞こえないのよっ。誰だれかに聞かれたらかん違いされるわ。だいたい、わたしがいつあなたに優しくしたのよ。わたし、あなたに意地悪ばかりしてるじゃないの」

　自覚はあるんだな、という感想はさておき。

「そんなことないよぉ。姫子、寝ぼけてるから忘れてるんだよ。眠ったあと、姫子、いつもわたしに抱きついてきて、頬ほおずりしたり、撫なでてくれたり……」

「ばかばかしい。わたしがそんな真ま似ねをするはずがないわ」

「だから、寝ぼけてて忘れてるんだってば」

「寝ぼけているのはあなたのほうよ。とにかく、言葉には気をつけなさい。いいわね」

「あっ、待ってよ、姫ひめ子こぉ」

　そして二人は教室に戻っていったのだが――。

　以上の会話を、たまたま通りかかったミーちゃんとユーコとヒロコが聞いていた。

「ねっ、聞いた、今の」

「うん。びっくりしたねぇ～」

「あの二人ってやっぱり、『仲良しさん』だったんだ……」

　とはいえ、壁に隠れて聞いていたので、会話の内容はとぎれとぎれにしか聞こえなかったのだ。どのへんが聞こえたかというと。

「……夜、ベッドでわたしを抱く時には、すごく優しくしてくれるのに。ゆうべだってあんなに……」

「……二人でいかがわしいことを……。ゆうべは、あなたが……わたしのベッドにもぐりこんで……。……嫌だっていうのに、強引に……。……何度も何度も……」

「……姫子、いつもわたしに抱きついてきて、頬ほおずりしたり、撫なでてくれたり……」

　と、いったあたりであった。

　三人の中等部二年生は、赤くなった顔を見あわせた。

「ユーコ、このことは誰だれにも秘密だよ。ヒロコも、いいね」

「わかってる。私たち、何があろうと姫子さまの味方だもんね」

「私も、絶対に誰にもいわないわ」

　決意の表情でうなずきあう三人。しかし頭の中では、全員がこういうことを考えていた。

（でも、仲良しのあの子にだけは話しておこう……）

　こうして、その日のうちに、佳か代よ花はな姫子と春日かすがアヤメがただならぬ仲であるという噂うわさが学院中に広まってしまったのだった。



「ええっ？　わたしと姫子が？」

「怪しい仲らしいって噂だよ」

　夜、部屋にやってきたエルザに話を聞いて、アヤメと姫子は顔を見あわせた。

「……道理で今日は、みんなの態度がおかしかったわ」

「夕食の時も、高たか田ださんたち、ちょっとぎこちなかったよね。ほかの子も、わたしたちのほう、ちらちら見てたし」

　エルザは椅い子すの上で長い脚あしを組んだ。

「どうするんだ、姫子。おまえ今、学院府長に立候補するかどうかで揉もめてるんだろ。おかしな噂が立ったら命取りだぞ」

「ええ。何か手を打つ必要があるわね。ふーむ……」

　唇に指を当て、姫子は考えこんだ。アヤメは嫌な予感に襲われた。



　二



　消灯後。アヤメと、足音を忍ばせてやってきた御み崎さき杏あん奈なに、姫ひめ子こは命じた。

「あなたたち二人、明日から、なるべく人目につくように、親しげにふるまいなさい」

「ど、どういうことでしょう、姫子さま」

「アヤメの『仲良しさん』はあなただと、学院中に思わせるのよ。そうすれば、わたしとアヤメの噂うわさは自動的に消滅する。わたしの評判は落ちずにすむわ」

「ちょ、ちょっと待ってよ。姫子はそれでいいかもしれないけど、わたしたちは」

「それはあとで考えましょう。当面、大事なのは、わたしの評判が守られることだけよ」

「そんな身勝手な――！」

「私、嫌ですっ。姫子さま以外の人と――こんな人と、人前でいちゃいちゃするなんて！」

「こんな人っていいかたはないでしょ！」

「あなたなんか、こんな人でじゅうぶんです！」

　杏奈はまだアヤメに敵意を抱いている。このあいだの夜、自分を慰なぐさめてくれたのが、姫子のふりをしたアヤメだということは知らずにいるのだ。

「これは命令よ、杏奈」

　厳しい声で告げられ、杏奈ははっと身体からだを緊張させた。

「あなたはいったわね、どんなことでもするから許してくださいって。わたしはあなたに失敗をつぐなう機会を与えてあげているのよ。嫌だというなら、もう二度と――」

「わ、わかりました。ごめんなさい、姫子さま」

「どうわかったの？」

「この人と……春日かすがさんと明日から、人前でいちゃいちゃしますっ」

「春日さんなんて呼びかたはよそよそしいわ。アヤメさま、と呼びなさい」

「は、はい。ア、ア、ア、アヤメさまっ」

　かなり心理的な抵抗がありそうだ。

「アヤメ、あなたもいいわね。嫌だというなら、耳だけじゃなくて今度は全身を……」

「やるやる。やらせていただきますっ」

「いい返事ね。じゃあ、これから特訓よ」

　特訓は徹夜で行われた。



　翌朝。

　食堂で朝食をとっている寄宿生たちの前で、次のような光景がくりひろげられた。

「アヤメさまぁー」

「うわあ、杏あん奈なちゃん。おはようっ」

「おはようございます。アヤメさま。ふふっ。ぽっ」

「どうしたの、杏奈ちゃん。急にほっぺたを真っ赤に染めたりなんかして」

「だって……。アヤメさまが今日もお美しいから、お顔を見ただけでとっても嬉うれしくなってしまったんです」

「そんなこといわれたら照れちゃうよぉ。杏奈ちゃんだって、今日もすごくかわいいねえ」

「それじゃあ、一緒に朝ごはんをいただきましょうか」

「そうだね。今日はわたしの食券で、杏奈ちゃんにごちそうしてあげる」

「ええっ。そんな、悪いですよぅ」

「いいのいいの。わあ、今日は目玉焼きだね。納豆とサラダもおいしそう。野菜がこんなにきらきら光って」

　なお、卵は飼育の宮のニワトリ小屋から、野菜は園芸の宮の野菜畑から取ったものだ。食事は、料理の宮が中心になり、寄宿生が当番制で作っている。

「杏奈ちゃんに食べさせてあげる。あーん」

「あーん。うふふっ、おいしいです。私もアヤメさまに食べさせてあげますね。はい、あーん」

「あーん。杏奈ちゃんとこうして食べるのって、すごく、すっごく楽しいなあ」

「私もです。あっ、アヤメさま。みんなが目を丸くしてこちらを」

「ほんとだ。杏奈ちゃんのことしか目に入らなくて、まるで気がつかなかったよ」

「外にいって食べましょうか、アヤメさま」

「うん。誰だれにもじゃまされない場所で、二人きりで食べよう」

　二人が手に手を取って出ていくと、唖あ然ぜんとした空気が食堂を支配した。

「……何だったのかしら、今の」

「一年一組に編入してきた春日かすがさんと、中等部の御み崎さき杏奈さんよね」

「春日さんって、姫ひめ子こさまと怪しい仲って聞いたけど――」

「あら、わたしのお話ですか？」

　一同がふりむくと、姫子が立っていた。

「ひ、姫子さま。おはようございます」

　いっせいに頭をさげる寄宿生たちに、姫子はおしとやかな笑顔であいさつを返す。

「おはようございます。……何か、わたしとアヤメのことで、おかしな噂うわさが流れてるみたいですけど」

「ご存知だったんですか」

「ええ。でも誤解なんですよ。アヤメと仲がいいのは、見ての通り、御崎杏奈さんです」

「みたいですね。でも、春日さんて編入してきたばかりなのに、いつの間に」

「心と心が結ばれるのに時間はいらない――ということではないでしょうか」

「ははあ……」

　寄宿生たちは、わかったようなわからないような顔でうなずいた。



　アヤメと杏あん奈なは登校する時も一緒だった。手をつなぎ、肩を寄せ、仲良く語りあう二人の姿は、生徒たちを驚かした。

　また、休み時間になると、高等部の校舎を駆けだしたアヤメと、中等部のほうから走ってきた杏奈が互いの名を大声で呼びあいながら、中間地点でしっかと抱きあい、手をつないでくるくる回り、そのまま竹林の奥に消えていった。

　さらに昼休み。杏奈が高等部までやってきて、またしても二人はべったりくっついて、校舎の中を練ねり歩いた。寄り添い、腕を組み、じっと見つめあって、二人だけの世界を形成しまくった。

　噂うわさは、またしてもあっという間に学院中にひろがった。

「いったいどういうことなの、アヤメ！」

　放課後。教室から廊下に出たアヤメを、樹じゆ里り亜あが呼びとめた。

「どういうことって、何が？」

「何がじゃないわよ。あなたは放送の宮の期待の新人なのよ。なのに、あんな中等部生とべたべたして。あなたの恥は放送の宮の恥になるのよ。わかってるの？」

　樹里亜が自分を放送の宮に入れたがっていることは、姫ひめ子こに聞いていたが――。

「でも、まだ放送の宮に入るって決めたわけじゃないんだし」

「いいえ、もう決まってるわ。私が決めたんだから決定よ」

　と樹里亜は理不尽なことを堂々といいはなった。

「私たちには、あなたの声が必要なの。素行には気をつけてほしいわ。風紀の宮に目をつけられるようなことがあったら困るのよ」

　姫子が、控えめな口く調ちようで声をかけた。

「あの……蜂はち須す賀かさん。アヤメにはわたしからよくいい聞かせておくからそのくらいで」

「姫子、あなたもあなたよ」

　きっ、と樹里亜が、敵意むきだしで姫子をにらむ。

「アヤメはあなたの親しん戚せきなんでしょ。しかもクラスも部屋も同じ。だったら、アヤメの生活指導はあなたの責任じゃない。この子、編入したばかりなんだから、いろいろ教えてあげなきゃだめじゃないの」

　例によって樹里亜のいうことは、部分的には非常に正しい。

「それは――その通りだけど」

　良い子のふりをしているので、がーっと反論するわけにもいかず、姫子はたじたじと後ろにさがった。

　いつの間にか、生徒たちが足を止めて見物している。人垣に囲まれて、アヤメも姫ひめ子こも身動きできなくなってしまった。しかしそんなことを気にする樹じゆ里り亜あではない。

「あんまり目に余るようだと、風紀の宮に目をつけられる前に、校内放送のニュースで問題にするわよ。一週間連続の特番を組んで、大々的にキャンペーンを張るわ。世論を誘導して、あなたたち二人の人望を失しつ墜ついさせてあげるの。あら、それはそれでおもしろそうね」

「そして、姫子が学院府長に落選したら、あらためて放送の宮にスカウトするんだな。いい考えだ」

　と、今度はエルザが横から口をはさんできた。

「べ、別に私は、姫子なんかほしくないわ。私が勧誘してるのはアヤメだけよ。――まあ、自分から入りたいっていうなら考えてあげてもいいけど」

「友だちからも先生からも見捨てられ、よるべを失った姫子を救えるのは、きっとおまえだけだぞ」

「ま、まあね。わたしは心のひろーい人間だから」

「失意の姫子に活かつを入れて、教育し直してやれよ。放送の宮の先輩として、手加減なしにびしびしと」

「びしびし……。うーん、それもまた悪くないかもしれないわね」

「何か失敗でもしたら、厳しい罰を与えてやるんだ。ムチでひっぱたくとか、靴を履はいたままふんづけるとか」

「ええっ？　いくらなんでもそんなのだめよ。人が人に暴力をふるうなんて決してやっちゃいけないことだって、お姉ちゃんもいってるわ」

「言葉の暴力はしょっちゅう使ってるくせに。――まあいいや。それならいっそ、おまえ専属の小こ間ま使づかいにするってのはどうだ」

「小間使い？　メイドさんのこと？」

「そうさ。後輩は先輩のいうことに従わなきゃならないだろ。姫子をおまえの召めし使つかいにしちゃえ。ジャージ姿……じゃ味気ないな。おまえの好きなように着飾ってやればいい」

「姫子を、私の好きなように……っっっ！」

　樹里亜は瞳ひとみを輝かせ、視線を宙にさまよわせた。いろいろと想像しているらしい。

「そして、おまえのことは、ご主人さまって呼ばせるんだ」

「ご、ご主人さま！」

「お嬢さまでもいいかもしれないな。それとも、樹里亜さま、ってのはどうだ」

「おおお、お嬢さま！　樹里亜さま！」

「樹里亜ちゃんでもいいぞ。どういうふうに呼んでもらいたい？」

「そんな――いきなり訊きかれても困るわ。ご主人さま……お嬢さま……樹里亜さま……。どれも捨てがたいわね。ああっ、どうしよう、決められないっ！」

「なら、曜日ごとに呼びかたを変えよう」

「そ、その手があったわ。あなた、頭いいわね」

「ついでに部屋も一緒にしよう。朝起きると、姫ひめ子こが『おはようございます、樹じゆ里り亜あお嬢さま。お茶のしたくができてますわ』。寝る時は、姫子が『おやすみなさいませ、ご主人さま。夢の中で、またお逢あいしましょう』っていってくれるんだ」

　樹里亜は、ツインテールがドリルツインになるほど激しく頭を振り、ぬおおおおお、と野獣のような咆ほう哮こうをあげた。

「素晴らしいわ！　エルザ、あなた天才ね！　よーし、決まったわ、姫子！　あなたは今日から私の専属のメイドさんよ！　アヤメ、あなたもついでに――え？　なんの話だっけ」

　気がつくと、見物人はますます増えていたが、アヤメと姫子の姿はどこにもなかった。樹里亜がきょろきょろしている間に、エルザも姿をくらましてしまった。



　その頃ころ、アヤメは杏あん奈なと落ちあい、あいかわらず人目をはばかることなく――というより、大勢の人に見せつけるために、いちゃつきつづけていた。

　しかし、高等部の前庭の、池のほとりのベンチで寄り添いあう二人のあいだでは、実はこんな会話が小声で交わされているのだった。



    

  
    
      



    

  
    
      「そんなにくっつかないでくださいよっ」

「しょうがないじゃない。練習通りにしないと、あとで怒られちゃうもん。姫ひめ子こもどこかで見てるはずなんだから」

「ああもう、どうしてあなたなんかと、こんな真ま似ねを……」

「あなたなんか、っていいかたはないでしょ。上級生に向かって」

「あなたなんか、なんかでじゅうぶんです」

「いっとくけどね。姫子に、あなたのこと許してあげるようにとりなしてあげたのは、わたしなんだよ。ちょっとは感謝してくれてもいいんじゃないの」

「そんなの関係ないです。お優しい姫子さまは、あなたなんかにいわれなくても私を許してくださったはずです」

「あーっ、また、あなたなんか、っていった！　えーい、頭突きっ」

「痛いっ。やりましたね、おかえしですっ」

「このこのっ、このこのこのこのっ」

「そんなに押したらニキビができちゃうでしょうっ。くうっ、あなたなんか、なんか、なんか、なんかっ」

　ゴング前のプロレスラーのように、額ひたいをぐりぐりと押しつけあい、超至近距離で視殺戦を展開する二人は、しかし、はたからは非常に仲むつまじく見えていた。

「か、春日かすがさんっ」

「え？　由ゆ麻まちゃん？」

　アヤメが押しあいで赤くなった額を上向ける。顔をこわばらせた由麻がいた。

「どうしたの、由麻ちゃん。そんなに恐こわい顔して」

「どうしたもこうしたも、こんな大勢の人の前で何をしてるんですかっ。風紀の宮の人たちに見つかったら叱しかられちゃいますよ」

　そして杏あん奈なに目を向ける。

「それに杏奈さんも。あなた、姫子さまのファンじゃなかったんですか。なのに、こんなふうに春日さんと――」

　すると杏奈は、きらっと瞳ひとみを光らせ、敵てき愾がい心しんをのぞかせた。杏奈にとっては由麻も、姫子と自分のあいだに割りこんできた邪魔者なのだ。

「あーら、由麻さん。あなたこそ姫子さまのことだけ考えてればいいんじゃない？　今の私はアヤメさまに夢中なの。ほっといて」

「アヤメ、さま？」

「そう、私のだーい好きなアヤメさまよ。あら、もしかして、今度はあなたが私とアヤメさまにヤキモチ？　案外、気が多いのね、由麻さんって」

「そっ、そういうのじゃありませんっ。私は春日――アヤメさまにいろいろお世話になってるから心配してるだけですっ」

　杏あん奈なへのライバル意識なのか、由ゆ麻ままで「アヤメさま」と呼び始めてしまった。

　一方、杏奈は杏奈で、見せつけるように、ぎゅうっとアヤメの身体からだを抱きしめる。

（さっきまで、くっつくな、とかいってたくせに！）

　と、うろたえるアヤメを尻しり目めに、杏奈は頬ほおをすり寄せ、密着してくる。

「私たちが叱しかられようとどうしようと、由麻さんに関係ないでしょ。そうだ、前に姫ひめ子こさまがいってたわ。わたしは多情な子とお節介な子は嫌いよ、って。私たちにかまってるところを見られたら、あなたも姫子さまに嫌われるわよ。あっ、あなたの後ろに姫子さまが」

「えっ！」

「あはははは、冗談よ。信じちゃったの？　真剣な顔しちゃって、かーわいい」

　けらけら笑う杏奈。アヤメはしがみつかれながら感心する。

（口がうまい。さすが、姫子の手下をやってるだけのことはあるなあ……）

　姫子が大悪魔だとすれば、杏奈はその弟子の小悪魔といったところか。おとなしい由麻が、口で太た刀ち打うちできる相手ではなさそうだ。

「っ」

　真っ赤になって二の句が継げなくなった由麻を、杏奈が鼻先で笑う。

「さ、わかったら、邪魔しないであっちにいって。私たち、お互いの気持ちを確かめあうために、一秒でも長く触れあっていたいの。ねーっ、アヤメさまーっ」

「そ、そうだね。ははは……」

　由麻は唇を結んで、赤い顔でぷるぷる震ふるえていたが、やにわにアヤメの腕をつかむと、力まかせに杏奈から引き離そうとした。

「ちょっとちょっと、由麻ちゃんっ？」

「こんな人と一緒にいたらだめです。私とあっちにいきましょう、アヤメさま！」

　逃がすまいと、杏奈が反対側の腕を持って引っ張る。

「よしてよ。アヤメさまは私のものなんだからっ」

「違いますっ。アヤメさまはあなたにだまされてるんですっ」

「由麻ちゃんも杏奈ちゃんもやめて！　腕が、腕がはずれちゃう！」

　いつの間にか周りは黒山の人だかりとなっていた。

「なんの騒ぎ？」

「ほら、あの子たちよ。春日かすがアヤメさんと御み崎さき杏奈さん」

「ああ、噂うわさの」

「でも私、春日さんは姫子さまと怪しいって聞いたんだけど」

「あれはデマだったらしいのよ。春日さんの仲良しさんは、あの御崎杏奈って子」

「でももう一人の、腕をひっぱりあってるのは誰だれなんだろ」

「なんだか複雑な関係みたいね」

「いいかげんにしないか、君たち！」

　人垣の中から、すらりと背の高い、短い髪の生徒があらわれた。杏あん奈なと由ゆ麻まが、はっと力をゆるめる。

「刈かり谷や純じゆんさまだわ」

「とうとう風紀の宮に目をつけられちゃったのね」

　と、ひそひそ声。

　風紀の宮の「媛ひめ」、刈谷純。アヤメはその名に聞き覚えがあった。

（この人が、姫ひめ子こがいってた、学院府長選挙のライバル……）

　その、強い意志の力を感じさせるまっすぐな瞳ひとみに、思わず見入ってしまう。ショートカットがよく似合う端整な顔立ち。凛り々りしく美しい立ち姿。たしかに、容姿だけでも、姫子のライバルになりそうだ。

　純は、決して高圧的ではなく、しかし毅き然ぜんとした態度でアヤメと杏奈に迫った。

「この前庭は公共の場なんだよ。混乱を招くような行動はつつしみたまえ。ごらん、こんなに人が集まって、通行の邪魔になっているじゃないか」

「ごっ、ごめんなさい。杏奈ちゃん、あっちにいこう」

　アヤメはへこへこと頭をさげながら立ち去ろうとした。が、杏奈にぐいと引き戻された。

「たとえ風紀の宮でも、私たちを引き離すことはできません。アヤメさまも同じ気持ちです。ねっ、アヤメさま」

　答える前に、杏奈はアヤメの頭をつかんでがくがく揺らした。

「ほら、この通り、アヤメさまもうなずいていらっしゃいます」

「誰だれも引き離すとはいっていない。だが知っての通り、私たちは学生らしいつきあいをするよう、校則で定められている。脅おどすようなことはいいたくないが、このままだと座ざ敷しき牢ろうに入ってもらわなければならなくなるよ」

　しかし杏奈は、高等部の三年生に叱しかられても少しもひるまない。姫子のためなら、どんなことだってできてしまうのだろう。

「私たち、座敷牢なんか恐こわくありません！　ほら、アヤメさまも何かいってください」

「あうううう……」

　その場にいる全員の注視を受けながら、アヤメは口をぱくぱくさせた。

「アヤメさま。私たちの仲をアピールしないと」

　杏奈がささやく。アヤメはやぶれかぶれで、すっくと立ちあがった。

「校則がっ！　何よぉお――っ！」

　ぐぐっ、と拳こぶしを固めて叫ぶ。その語調の激しさに、見物人も、刈谷純も、杏奈までもが目を見開いた。

　アヤメは、前に生徒総会で演説した時のように、口から出まかせでしゃべりまくった。アヤメは追いつめられると饒じよう舌ぜつになるという才能があるらしい。

「規則は、人の心を縛るためのものじゃない！　人を幸せにするためのものでしょう！　もし規則のために、不当にしいたげられる人がいるのなら、それは規則のほうが間違ってる！　違いますか！」

　びしっ、と指を突きつけられて、刈かり谷や純じゆんは目を白黒させた。

「い、いや。その通りだと思う。しかし――」

　アヤメは反論を許さずにつづける。

「私は編入してきたばかりで、まだこの学院のことをよく知らない。でも、これだけは間違いなくいえる！　人の心を規則なんかで縛ることはできないって！　たとえこの身は座ざ敷しき牢ろうに入れられても、よしんば退学になったとしても！　心と心をつないだ糸は、誰だれにも断ち切ることはできないのよ！　誰にわかってもらえなくてもいい。誰にも知られなくていい。泥まみれになったってかまわない。たとえ死が二人を分かつとも、二人の心が結ばれたというその事実！　それはこの宇宙の一角に、ひとつの歴史、ひとつの事実として、永遠に刻みこまれることになるのだから！」

「待ってくれ。宇宙の話なんかしてないんだが……」

「みんなっ！」

　アヤメは純には取り合わず、由ゆ麻まや見物人たちに顔を向ける。

「こんなふうに騒がしてしまってごめんなさい。人前で仲良くしすぎるのは確かにマナー違反だったわ、反省します。でもわかって！　わたしたちの気持ちは真剣なの！　ねっ、そうよね、杏あん奈なちゃんっ!!」

　今度は杏奈がたじたじとなっていた。

「えっ？　あっ、はい。そ、そうです」

「わたしたちの心は、自由に大空へと駆けあがりたいの！　二人の心に咲いた真っ赤な薔ば薇らは、まだか弱く、ちっぽけかもしれない。でも、わたしたちはこの花を、守り、育はぐくんでいきたい！　誰からもしいたげられることなく、おとしめられることなく！　大きく伸びやかに育てたいの！　それが、わたしたちの願い、わたしたちの青春なのよっっっ!!!!!!!!!!」

　自分でも何をいっているのかよくわからなかったが、とにかくびりびりと大地を震ふるわせるような力強い叫びで、アヤメの長ちよう広こう舌ぜつは終わった。

　しーん。

　純も、見物人も、由麻も、杏奈も、呆ぼう然ぜんとアヤメを見ている。

　――やがて、誰からともなく拍手が沸わき起こった。

「すてきだわ、春日かすがさん。私、感動しちゃった！」

「私も！　あなたのいうこと、間違ってないと思う！」

「たしかに春日かすがさんのいう通りよ。この学院の校則は厳しすぎるわ！」

「友だちづきあいまで制限するなんて、いきすぎよ！」

「あんな校則がなければ、私だってあの子と、もっと仲良しさんになれるのに……！」

「私も、あの子と……」

「私だって、あの子と……」

「春日さん、私たち、あなたたちの味方よ！」

「協力できることがあったらなんでもいってね」

「みんな、あなたたち二人の仲を見守っているわ」

　刈かり谷や純じゆんは、あっけにとられている。由ゆ麻まもぽかんと突っ立っている。

「あ、あははは……。ありがとう。どうも、ありがとう」

　照れ笑いしながら手を振るアヤメ。杏あん奈なもしかたなく、その横で手を振る。

　拍手は喝かつ采さいとなり、やがて大喝采となっていった。



「ううう、どうしよう。大変なことになっちゃった……」

　夜。アヤメは部屋のテーブルに突っ伏していた。

　その横で、姫ひめ子こは優雅にほうじ茶をすすっている。

「後あと先さきを考えずに行動するからそうなるのよ。でもよかったわ。これでもう、わたしとあなたの仲を取とり沙ざ汰たする人はいなくなるでしょうから」

　杏奈も泣きそうな顔をしている。

「私はよくありませんっ。寄宿舎に戻ってからずーっと、周りの子たちに、ひやかされたり応援されたり……。私、こんな人のことなんか、全然っ、少しも好きじゃないのにっ。このおっちょこちょい、粗そ忽こつ者もの、お調子乗りっ！」

「そこまでいわなくても……」

「あんなに騒ぎを大きくしちゃって。姫子さまが学院府長になられたあと、私たち、どうすればいいんですか？」

　答えたのは、アヤメのベッドに寝そべったエルザだった。

「別れた、ってことにすりゃいい。よくある話だろ――最初は仲が良かったけれど、そのうちお互いの嫌なところが見えてきてケンカ別れした。みんなにそう説明すれば、もと通りの生活に戻れるさ」

　杏奈が噛かみつく。

「エルザさまには訊きいてません。だいたい私は、あなたがここにいることに納得していないんですからね」

「そりゃないだろ。姫子に呼ばれてわざわざきてやったのに」

　姫ひめ子こは静かにお茶をすすっている。

「この際、エルザにも協力をお願いすることにしたの。あなたたちの噂うわさを広める手伝いをしてもらうわ。この人は顔が広いし口も固いからもってこいよ。明日からは、もっといろんな場所で、あなたたちの仲を見せつけてほしいわ」

　杏あん奈なが恨うらみがましい目で姫子を見る。

「……姫子さま、私がアヤメさまとべたべたしていても平気なんですか？」

「どういう意味かしら」

「だって、手を握ったり、腕を組んだり、一日中そんなことしてるのに……」

　アヤメは杏奈の気持ちがわかった。杏奈は姫子にヤキモチを妬やいてほしいのだ。「いくらお芝居とはいえ、やりすぎよ」とか「あなたにはわたしがいるのだから、アヤメと仲良くしすぎてはだめ」と怒ってほしいのだ。

　しかし姫子はわかっているのかいないのか、平然としている。

「まだまだ足りないくらいよ。仲良しさんと手をつないだり腕を組むくらい、誰だれでもしていることだもの」

「だけど姫子、あんまりやりすぎると、ほんとに問題にされるぞ。そうしたら、樹じゆ里り亜あがいってるみたいに、おまえの信用に関かかわってきやしないか」

　エルザが疑問を呈する。



    

  
    
      



    

  
    
      「ちょっと考えていることがあるのよ。アヤメ、杏あん奈な、かまわないから、明日は今日よりもっと目立つようにお願いね」

「…………」

　不満そうな杏奈に、姫ひめ子こは顔を向けることさえしなかった。



　翌日もアヤメと杏奈は、朝からべったりくっつきっぱなしだった。

　しかし昨日とは周囲の見る目が違う。エルザの噂うわさのバラまきが功を奏したのか、みんなの見る目が温かい。高たか田ださんたちクラスメートも、こんなふうに声をかけてくれた。

「春日かすがさん、話、聞いたよ」

「昨日、御み崎さき杏奈ちゃんをかばって上級生と大ゲンカしたんですってね」

「刈かり谷や純じゆんさまに、真っ向から立ち向かったそうね」

「御崎さんと引き離されたけど、力ずくで奪い返したって」

「カッコいいわあ。まるで姫君と、それを救う勇者ね」

「ごめんね。私たち、二人がそんなに真剣だなんて知らなくて、つい敬遠しちゃって」

　話が大きくなっている。エルザはずいぶんと脚色をまじえたらしい。

　とはいえ、これだけ大っぴらに校則を無視して、やはりただですむわけがなかった。

　予想通り、その日の昼休み、アヤメは風紀の宮に呼びだしを受けた。部屋は、学院府室と似た、床も壁も板張りの、古めかしい和風の造りだった。

「まだ編入してきたばかりで、この学院の校風に慣れていないのはわかるよ」

　部屋にいたのは刈谷純だけだった。公式の会議にかければ問題が大きくなる。そうしないようにと配慮してくれているのだろう。

「だが、時には自分から周りに合わせることも必要だ。意地を張って、本当に大切な人を傷つけてからでは遅いんだ。先生に目をつけられる前に態度をあらためたほうがいい。君は佳か代よ花はな姫子くんの身内だろ。姫子くんを見習って、健全な生活を心がけてはどうかな」

　姫子のいう通りにしているからこんな事態になっているのだが。

「友だちを大事に思う気持ちは私もよく知っているつもりだ。でもね、心がたかぶりすぎると、かえって二人の関係を損なってしまうものだよ」

　その言葉には、何か切実な調子が感じられた。

「純さんもそんな経験がおありなんですか」

「誰だれにでもあるさ。友だちとケンカして後悔したり、相手との距離がうまくとれなくて、大事な人を苦しめてしまったり。本当にその人が大切なら、感情にまかせてふるまうだけでなく、二人の関係が壊れてしまわないよう、気をつけることも必要だと思う」

　純は本気でアヤメたちを心配してくれているようだ。

「とにかく、少し距離を置いて、頭を冷やしてごらん。以上」

　アヤメとは別に、杏あん奈なも呼びだされ、同じことをいわれたらしい。昼休み、高等部の食堂で、高たか田ださんたちがアヤメを囲んだ。

「どうするの、春日かすがさん」

「このままじゃほんとに座ざ敷しき牢ろうに閉じこめられちゃうよ」

「職員会議でも議題になるかもしれないって。今は純じゆんさまが、話を風紀の宮だけで止めてくださってるけど」

「まさか、退学なんてことにはならないよね……」

「でもわかんないよ。うちの学院って、徹底的な禁欲主義がモットーだもん」

「だからいったのよ。私の忠告を聞かないからこうなるんだわ」

　と、樹じゆ里り亜あもいらだたしげに髪を振った。

「さっさと、御み崎さき杏奈とは別れなさい。そして、放送の宮に入ってあなたの声を――」

「蜂はち須す賀かさん、ちょっと黙ってて。あなたが会話に入ってくるとややこしくなるから」

「何よ。わたしは心配してあげてるのよ」

　みんなの会話を聞きながら、アヤメはひたすら困惑していた。姫ひめ子こやエルザも、何くわぬ顔でその場にいるが、二人ともさっきからずっと黙っている。

　その時。

「アヤメさまあ――っ！」

　食堂の入り口から、見慣れたお団子頭が駆けこんできた。

「杏奈ちゃん！　高等部の校舎にはきちゃだめって、純さんにいわれたんじゃ」

「そんなの関係ありません！　私……私、アヤメさまに会いたくて！」

　ひしっ、としがみついてくる。熱演だ。

「アヤメさまとお会いできないなんて、嫌ですっ。私、アヤメさまと仲良くしたいです。ずっと、こんなふうに、アヤメさまのおそばにいたいんですっ」

　ちらっ、と、杏奈が姫子を見る。しかし姫子は涼しい顔だ。

「ちょっとちょっと、杏奈ちゃん。くっつきすぎだよ」

　アヤメを抱きすくめ、杏奈は小柄な身体からだを、胸を、お団子頭を、頬ほおをすりつける。しかしアヤメには、その「アヤメ」という言葉が「姫子」に聞こえてならなかった。

　生徒たちがてんでに口を開く。

「そうはいうけど、御崎さん」

「こんなところをまた風紀の宮の人に見られたら大変よ」

「嫌ですっ。私、アヤメさまと、ずっと、ずっと、ずぅっと一緒にいたい！　わーん！」

　うそ泣きしながら、杏奈はちらちら姫子を見ている。しかしみんなは気づかず、そんな杏奈に同情顔だ。中にはそっと目をぬぐう子もいる。

「かわいそうに……」

「私まで泣けてきちゃった。くすん」

「まるでロミオとジュリエットね……」

「こんなにも深く想おもいあっている二人を引き裂くなんて、あんまりだわ」

　姫ひめ子こも、さも理解者であるようにうなずいた。

「……御み崎さきさんは、本当にアヤメが大好きなのね」

　かっ、と杏あん奈なの顔が赤くなる。照れたのではなく、怒りで頬ほおが紅潮したのだ。が、それがわかる者は姫子とアヤメだけだっただろう。

「もういいです！　どうしてもアヤメさまと一緒にいられないなら――」

　ぎゅうっと、さらに強く、アヤメを抱きしめる。

「私たち、学院をやめます！　そう、駆け落ちします！」



　三



「杏奈ちゃん、冗談だよね？　駆け落ちなんて」

　放課後。寄宿舎に戻るとアヤメは訊たずねた。今は自分と姫子と杏奈だけだ。三人とも制服のままである。

「どうしてですか。それぐらいしないと、私たちの仲をみんなにわかってもらえないじゃないですか」

「でももう、わたしと姫子が怪しいって噂うわさは消えちゃったんだよ。これ以上、騒ぎを大きくしなくても……」

「いーえっ。まだまだアピールが足りません――それに」

　静かにほうじ茶を飲んでいる姫子を、杏奈がまたちらっと見やる。

「それに……私、アヤメさまに本当に惹ひかれてきてるんです」

　杏奈は、ぴとっ、とアヤメの胸に頬をくっつけた。

「なっ、何いいだすの。杏奈ちゃん」

「アヤメさまはお優しいですし、いつも元気ですし、編入してきたばかりなのに、誰だれからも好かれてらっしゃいます。私、そんなアヤメさまの魅力にやっと気がついたんです」

　ものすごく嘘うそくさい言葉だ、とアヤメは思う。

「だから、もっともっとアヤメさまのことをよく知りたいんです。どこか二人きりになれる場所で、じっくりお互いのことをわかりあいたいなぁって」

　瞳ひとみをうるうるさせながら、杏奈はアヤメを見つめる。

「ねえ、アヤメさま……私みたいな反抗的な女の子はお嫌いですか？」

「べべ、別に嫌いじゃないけど」

「きゃー、うれしいっ」

　杏あん奈なにしがみつかれた拍子に、アヤメは床にひっくりかえった。その上に馬乗りみたいな体勢で杏奈がのしかかる。また押し倒されてしまった。

「やっぱりアヤメさま、お優しいですね……。私、心の底で、アヤメさまみたいな人をずっと望んでいたのかもしれません」

「あ、あのね、杏奈ちゃん。姫ひめ子こが見てるよ」

「えっ？　ああっ、いけない。つい、姫子さまの存在を忘れていました。アヤメさましか目に入らなくて……」

　しかし姫子はやっぱり平気な顔だ。

「いいのよ。本当に仲良しさんになってくれれば、お芝居臭さも抜けて、自然にふるまえるでしょうから。杏奈がアヤメに好意を抱いてくれるのは大歓迎だわ」

　姫子は湯飲みを置いて立ちあがった。

「わたし、用があるから席をはずすわね。二人でゆっくり、仲を深めてちょうだい」

　姫子が出ていってしまうと、杏奈は悔しげに顔を歪ゆがめた。

「いつまでくっついてるんですか。さっさと離れてくださいっ」

　ぱん、とアヤメの胸を叩たたいて身を起こす。

「そっちがのしかかってきたんじゃない……。今の、やっぱりお芝居？」

「あったりまえでしょう。私があなたに好きでくっついたりすると思うんですか」

「あはは。だよね」

「何をへらへら笑ってるんです。私たちがこんなにべたべたしてるのに、姫子さまは何とも感じてないんですよ。アヤメさまは悔しくないんですか。あなただって、姫子さまのことが好きなんでしょう」

「あー……まあ好きっていえば好きだけど、杏奈ちゃんのいう『好き』とは、意味が違うような」

「はっきりしない人ですね。ちょっと、一緒にきてください」

　杏奈はアヤメの腕をむんずとつかむと、ぐいぐい引っ張って歩きだした。



　やってきたのは杏奈の部屋だった。同室の子は不在で、部屋には誰だれもいなかった。

「あの、杏奈ちゃん？　どうして通学カバンに着替えとか洗面道具とか詰めてるのかな。ははは……」

　不安を感じつつ、あいまいに笑って訊たずねる。

「もちろん、出発の支度です。私たちはこれから駆け落ちするんです。いいえ、それだけじゃ足りません。心中ですっ」

「しんじゅうーっ!?」

「そう書き置きを残して、ここを出ます。そうすれば姫子さまだって、少しは心配なさるでしょうから」

　と、今度はレポート用紙を出して、すごい勢いでボールペンを走らせた。

「ええと……。先立つ不幸をお許しください。私たちは、天国で結ばれることにします。悲しまないでください。星座になって、みなさんのことを見つめています。いつまでもいつまでも……。御み崎さき杏あん奈な。――と、こんなところでしょうか。ほら、あなたもさっさと署名してください」

「待ってよ。ほんとに出ていく気？　そんなことしたら、姫ひめ子こ、怒っちゃうよ。また杏奈ちゃんと縁を切るとかいいだすかもしれないよ」

「怒ってほしいんです、わたしは！」

　杏奈は涙ぐんでいた。

「姫子さまに怒ってほしいんです。叱しかってほしいんです。私をぶったり殴ったりするくらい、腹を立ててほしいんです。こんなに心配をかけて、なんて悪い子なのって、そんなふうにいってほしいんですっ」

　ぐい、と杏奈は、服の袖そでで目をぬぐった。

「こないだ屋根裏部屋で叱られたあと、私を姫子さまが追いかけてきてくださって……。『いいすぎたわ、ごめんなさい』って……。私、ほんとにうれしかったんです。ちゃんと姫子さまは、私のこと、大事に思ってくれてるんだってわかって」

（う。実は、それってわたしなんだけど）

　アヤメの額ひたいに冷や汗が浮かぶ。

「……なのに姫子さま、私とあなたがどんなにべたべたしても、まるっきり平気そうで。ほんとに私をかわいいと思ってくださってるなら、もっと……」

　ぎゅっと口を結んで、カバンを手に立ちあがる。

「こんなことあなたにいっても無意味でした。さあ、出発しましょう。早く書き置きに署名してください。ここに置いておけば、あとでルームメイトの子が見つけてくれます」

「わ、わたしも一緒にいくの？？？」

「当然でしょう。二人でなければ駆け落ちも心中もできません」

「でもあの。わたし、別に杏奈ちゃんと心中したくないんだけど」

「なら結構です。私は愛するアヤメさまに裏切られて、一人さびしく山の中で息絶えるという設定でいきます」

　アヤメを置いて、杏奈はさっさと扉を開けて出ていった。

「ちょっと待ってよ、杏奈ちゃん。そんなのだめだよ、ほっとけないよ。ねえ、待ってってば！」

　アヤメはあたふたと書き置きに名前を書くと、杏奈を追いかけた。



　裏口から出たので、誰だれにも見つからずにすんだ。

　荷物を持っているのは杏あん奈なだけで、アヤメは手ぶらだ。杏奈がどんどん歩いていってしまうので、アヤメは荷造りする暇がなかったのだ。

　敷地の外に出ると、たちまち周りは真っ暗になった。

　由ゆ麻まとピクニックにいった時は昼間だったし、天気もよかった。しかし今は夜だ。曇っていて月も星も見えない。街灯もない山道なので、杏奈の懐中電灯だけが頼りだ。

「暗いね……」

「夜なんだからあたりまえです」

　杏奈は懐中電灯を手に、恐れげもなく大おお股またで歩いていく。

「どこまでいくの。ふもとの街までおりるつもり？」

「あんなところまで歩いたら、丸一日以上かかります。ちゃんと考えてあるから心配無用です」

「あんまり学院から離れると、姫ひめ子こに見つけてもらえないよ」

「あなたなんかにいわれなくてもわかってます。うるさいから少しだまっててください」

「ううっ。心中相手に冷たすぎる……」

　夜の山。夜の森。聞こえるのは自分たちの足音と、風が木の枝を揺らす音だけだ。時おり鳥が梢こずえのあいだから飛び立った。そのたびアヤメはびくっとした。

　闇やみ。恐ろしいほどの闇。暗い繁しげみの奥から、大きな獣がこちらをうかがっているのではないか。と、そんな想像もしてしまう。

　誰かほかに人がいればまだしも……いや、こんな夜道で、いきなり見知らぬ人間と出くわしたら、そのほうが恐こわいかもしれない。

「ねえ、ずいぶん歩いたよ。ほんとにどこまでいくの？」

「とりあえず湖におります。昔から、情死といえば高原の湖と相場が決まっています」

「でも、さっきから上り坂を歩いてるみたいだけど……」

「えっ」

　杏奈は足を止めた。上りと下りの区別もつかないほど興奮していたようだ。

「どうしてもっと早く教えてくれないんですか！」

「杏奈ちゃんが湖に向かってるなんて知らなかったもん」

「この道は違います。戻りましょう」

　しかし周りを深い木こ立だちに囲まれていて、すでに方角がわからない。月も、学院の明かりも見えず、湖さえどちらにあるのかはっきりしない。

　くる途中は気づかなかったが、けっこうこまごまと、アミダくじみたいに分かれ道がある。かなり歩いた末に、杏奈はついに足を止めた。

「……この道でないことは確かなようです」

「ひょっとして、私たち迷子になっちゃったの？」

「あわてる必要はありません。ほら、地図と方位磁石を持ってきています。ちょっと手元を照らしていてください」

「北はあっちだね。ということは……」

「たぶんこの分かれ道で方向を間違えたんです。今、このへんにいるはずですから、こっちにいけば、帰れるはずです」

「ええっ？　わたしたち、こんなに歩いてないんじゃ」

「夜道は感覚が狂いやすいんです。あなたより私のほうが土地勘もあります。ああだこうだいわないで、黙って私についてくればいいんです」

「う、うん……」

　一時間後。二人は完かん璧ぺきに現在位置を見失っていた。



　星ひとつない曇り空。とうとう雨が降ってきた。

　不幸中の幸いというべきか、大きな樹きの根ね方かたに、かろうじて二人が身を寄せてもぐりこめる空うろがあった。周りには葉っぱやドングリが散らばっている。

「姫ひめ子こぉー！　由ゆ麻まちゃん、先生！　誰だれかきてえーっ！」

　大声をあげるアヤメの隣で、杏あん奈なは身体からだを丸めていた。

「無駄だと思います。山で迷子を捜す時は、自分たちの位置がわかるように、鐘とか太鼓を鳴らすんです。その音が聞こえないということは……」

「姫子たちは、近くにいないんだね……」

　木と土と枯れ葉の匂においがする。雨は降りこんでこなかった。杏奈の荷物にあった紫色の傘を、樹の前に広げて雨をふせいでいるのだ。

　捜索隊に見つけやすいように、懐中電灯の明かりは外に向けている。が、雨と木こ立だちにさえぎられ、光がどこまで届いているか心もとない。

　アヤメは腕時計を見た。もちろんこの時計も姫子から借りているものだ。時刻は十時。寄宿舎を出てから、三時間以上たっている。

「きっとすぐに捜しにくるよ。もう、書き置きには気づいてるはずだもん」

「だとしても、私たちを見つけられるかどうか……。この山は広いから……」

「最悪、明日の朝までここにいればいいよ。明るくなってから道を探そう」

「それまでに凍こごえて動けなくなっていなければの話ですけどね……」

　杏奈の発想は、どうも暗い方向へとさまよっていく。実際、二人とも制服のままで飛びだしてきてしまったので、スカートはきの下半身が寒い。

「……この世の名な残ごり、夜も名残り。死にに行く身をたとうれば、あだしが原の道の霜しも。ひと足ごとに消えてゆく。夢の夢こそ、あわれなれ……」

　杏あん奈ながつぶやく。

「それ、何かの歌？　すごくきれいな歌詞だね」

「歌じゃなくて、近ちか松まつ門もん左ざ衛え門もんの『曽そ根ね崎ざき心しん中じゆう』の一節です。姫ひめ子こさまから教えていただいて、私も図書館で読んでみたんです」

「そっか、姫子に」

「ええ。姫子さまに、少しでも近づきたくて……」

「当ててみようか。この傘、紫色だよね。姫子の好みにあわせたんでしょ。姫子って紫が好きだから」

　杏奈の口もとが、少しだけほころんだ。

「はい。姫子さまにちょっとでも気に入っていただきたいですから。実家から送ってもらう服も、なるべく紫っぽいのにしてもらってるんです」

「聞いていいかな……。どうしてそんなに姫子が好きになったの？」

「…………」

「あっ、いいたくないなら別にいいけど」

「そんなふうにいわれると、話そうかな、と思ってもためらってしまいます。アヤメさまは、そういうところ、遠慮しすぎのクセがあると思います」

「ははは……。それじゃ、ちょっと強引に。――ね、聞かせてよ。姫子とどんなふうに仲良くなったの」

　杏奈は、どう話そうかと少し考えているようだったが、やがて口を開いた。

「……私、この学院に入ってから、あんまり親しい友だちができなくて。親にもよくいわれるんですけど、私って、少し生意気なところがあるでしょう。だから……」

　少しどころではないような気もするが、余計な茶ちや々ちやは入れず黙っている。

「寄宿舎でも、いつも一人でいたんです。そしたら、姫子さまが声をかけてくださって。私、最初は姫子さまにも口答えばかりしてたんですけど、姫子さまは、私のそういうところもかわいいかわいいって……。抱きしめて、ささやいてくださって……。それでいつの間にか、姫子さまのことが……」

　由ゆ麻まちゃん相手に使ったのと同じような手て管くだだな、と聞きながらアヤメは思う。

「そのうち姫子さまが打ち明けてくださったんです。自分は花はな時雨しぐれ学院を、思い通りに動かせるようになりたいって。そして、この秘密を話すのはあなただけよって。――それ以上、詳しいことは教えてくださらなかったんですけど、私、姫子さまのお手伝いをすることにしたんです。姫子さまが、何か大事なことのために、がんばってらっしゃるのがわかったから」

　そしてアヤメを探るように見る。

「あなたは、もっと詳しいことを聞いてるんでしょうね」

「え？　ううん。わたしもそれぐらいしか聞かされてないよ」

　姫ひめ子こが巫み女こだということは黙っていたほうがいいのだろう。

「そうなんですか？」

　杏あん奈なが意外そうに目を見開く。

「ほら、わたしってドジだからさ。あんまり信用されてないみたい。やっぱり姫子は、杏奈ちゃんを一番頼りにしてると思うよ。あはははは」

「…………」

　しかし杏奈はますます元気がなくなってしまった。

「……私、馬ば鹿かですね。一人で気を回して、いろんな人に迷惑をかけて。由ゆ麻まさんにも失礼なこといっちゃったし、あなたにもさんざん憎まれ口を叩たたいて。……姫子さまに好かれたかったら、自分がもっといい子にならなくちゃいけないのに。そんなこと、わかってたはずなのに」

「…………」

「ごめんなさい、あなたまでこんなことに巻きこんでしまって……」

　杏奈は自分の膝ひざに顔を埋うずめ、くすんと小さく鼻をすすった。

「いいよ。怒ってないから」

　アヤメは杏奈の肩を抱き寄せた。

「姫子、きっと今ごろ、杏奈ちゃんのこと心配してるよ。姫子は杏奈ちゃんを大事に思ってるんだから」

「……そうでしょうか」

「絶対そうだよ。杏奈ちゃん、かわいいし、いい子だもん。杏奈ちゃんなら絶対に自分を嫌いにならないってわかってるから、だから時々そっけなくしたり、ついきつく当たっちゃうんだと思うな。姫子は、杏奈ちゃんに甘えてるんだよ」

「姫子さまが、甘えてる？　私に？」

「きっとそうだよ。やつあたりしちゃったり、いろいろうるさいこというのも、杏奈ちゃんに心を許してるからだよ」

「もしそうなら、私、どんなに……」

　杏奈は身体からだの力を抜いてアヤメにもたれかかってきた。

「……すみません、もっと、きつく抱いてくださいますか」

「え？」

「なんだかほっとするんです。あったかくて、姫子さまに抱かれてるみたいで」

「いいよ、こっちにおいで」

　アヤメは杏奈を抱き寄せた。杏奈はアヤメの胸に頬ほおを埋めて、吐と息いきのようにその名を呼んだ。

「アヤメさま……」

　お団子結びの髪に唇を寄せるようにして、アヤメも杏あん奈なに顔をくっつける。

　二人はだいぶ長いこと、そのままじっと抱きあっていたが――。

　突然。

「やっと見つけたわ」

　聞き慣れない声に、はっ、とアヤメと杏奈が身体からだを離す。

「よかった、先生たちや風紀の宮に先回りできたみたい」

　二人が身を寄せている大木、その外に、誰だれかがいる。一人ではない。何人かの集団だ。

　紫色の傘がどけられ、見たことのない女の子の顔がのぞいた。

「きゃ」

　思わず声をあげ、杏奈を抱きしめる。あらわれた女の子は、大きなサングラスをかけていたのだ。顔つきがよくわからないが、おそらくアヤメよりも年上だ。

「驚かなくていいわ。私たちはあなたたち二人の味方だから」

「味方って……」

「私たちは、夜啼鶯の宮ナイチンゲールの者よ」

　サングラスの少女は、親しげな笑みをつくった。



　四



　夜啼鶯の宮について、アヤメが知っていることはわずかしかない。

　厳しい校則に反抗している生徒たちだということ。

　禁止されている音楽ソフトや、食べ物、飲み物、娯楽用品などを、こっそり調達して売りさばいていること。

　そして時々、それら禁制品を楽しむ秘密パーティを開いていること。

　――これぐらいだ。

　先日の秘密パーティでは、この土地に封じられている妖よう怪かいだかオバケだかがあらわれ、姫ひめ子こやアヤメに襲いかかってきた。

　しかし、それが夜啼鶯の宮のしわざなのかはわかっていない。

「ほら、学院が見えてきたわ」

　サングラスの少女がアヤメと杏奈に教えてくれた。彼女は夜啼鶯の宮の幹部なのだという。しかし名前はいってくれない。

　さっきの大木から、十分ほどしか歩いていない。雨はあがり、雲間に星が見えている。

「ここは学院の下なの。坂の上に寄宿舎の明かりが見えるでしょう」

「ほんとだ」

「私たち、ぐるっと回って、学院のそばまで戻ってきちゃってたんですね」

　アヤメと杏あん奈なは戸惑い顔を見あわせた。

「あなたたちの書き置きを見て、寄宿舎のみんなは大騒ぎよ。みんなあなたたちを捜しに出ているわ。だからかえって、学院の敷地のほうが安全っていうわけ。灯台もと暗しよ」

　幹部のほかに、同じようにサングラスをかけている生徒が二人、アヤメと杏奈を無言で囲んでいる。どうやらこの二人は、幹部さんの護衛役らしい。夜にサングラスをかけているので、さぞかし見えにくいだろう。

「こっちよ」

　幹部さんは、二人を植物園に案内した。由ゆ麻まとピクニックした時にも立ち寄った場所だ。あの時よりも、今はさらに闇やみが深い。

　ふと思いだす。

　あの時ここで見た少女。あれは本当に錯覚だったのだろうか……。

「温室に入りましょう。誰だれかが天井を壊して立入禁止になっているけど、寒さをしのぐには都合がいいわ」

　温室を壊した犯人は杏奈なのだが、この幹部さんもそこまでは知らないようだ。

「ようこそ夜啼鶯の宮ナイチンゲールへ。あなたがたを歓迎するわ」

　サングラスの幹部さんは、壊れた温室の扉を開き、アヤメと杏奈を中に入れた。こうなったら、なりゆきにまかせるしかない。

　中は暗かった。壊れた天井はそのままだったが、とりあえず風はしのげる。

　置いてあった植物は別の場所に移されていて、中はがらんどうだ。

　人がいた。

　こちらもサングラスをかけていて、顔はよく見えないが、人影が三つ、奥のベンチに座っている。

　アヤメと杏奈も座るよう勧められ、大きな置き石の上に腰をおろした。案内してくれた幹部さんは二人の横に立っている。

「春日かすがアヤメさんと、御み崎さき杏奈さんね。寒かったでしょう。まずはココアを飲んで、ひと息ついてくださいな」

　サングラスの三人のうち、真ん中の人物が話しかけてきた。顔はぼんやりとしか見えない。が、夜啼鶯の宮の一員である以上、この学院の生徒であることはたしかだ。口く調ちように敵意は感じられない。

　魔法瓶が用意されていた。さっきの護衛役の子が、すっとマグカップをさしだす。甘い湯気が立ちのぼる。もちろんココアのような甘みのある飲み物は、花はな時雨しぐれ学院では禁制品だ。

　温かいココアを飲むと、それだけで身体からだに活力が戻ってきた。しかし、なぜ自分たちが連れてこられたのかわからないので、緊張は解けない。杏あん奈なも不安そうだ。

「そう硬くならなくていいわ。私たちは、あなたたちを助けてあげたくてここに呼んだんだから」

　顔の見えない三人のうちの一人の言葉に、アヤメは目をむいた。

「助ける？」

「その通りよ」

　と、三人目がうなずく気配。

「私たち夜啼鶯の宮ナイチンゲールは、厳しい規則に苦しんでいる者の味方なの。春日かすがアヤメさん、あなたは編入してきたばかりよね。花はな時雨しぐれ学院の校則は厳しすぎると思うでしょう」

「は、はい。思います」

　しかし、姫ひめ子こがいうには、すべては「封じられたもの」を閉じこめておくため――封印を強化するためだという。

　生徒に尼僧のような禁欲的な生活をさせる。それによって、この歳とし頃ごろの女の子たちが潜在的に秘めている霊的な力を高め、「力の場」をつくり出している――とかいうことらしい。

　だが、ここにいる夜啼鶯の宮の幹部たちは、そのことを知っているのだろうか。

「私たち夜啼鶯の宮は、学院の禁欲主義に反対する、秘密組織なの。生徒のみんなに、女の子らしい喜びや楽しみを分けてあげたい。そして、いつかは厳しい校則を撤廃させたい。そのために力を合わせているのよ。もちろんここにいる私たち以外にも、仲間はたくさんいるわ」

　また別な一人が言葉をつづけた。

「先日、五重の塔で火事が起きた時は大変だったわ。大勢の仲間が先生がたにつかまって、罰を受けてしまったから」

「あの場にいたのは、組織のことをよく知らない一般の生徒や、末端のお手伝い人員だけだったから、私たち幹部の名前までは知られずにすんだけどね」

　それも、アヤメは姫子から聞いていた。パーティに参加していた生徒はみんな謹きん慎しんさせられたり、座ざ敷しき牢ろうに入れられたという。

「御み崎さき杏奈さん。私たち、実はあなたのことを疑っていたのよ」

　はっ、と杏奈が顔をあげる。

「御崎さんも、私たちのお手伝いとして、メイドさんの仕事をしてくれていたわよね」

「でもあなたは、働きながらほかの子に、組織のことをいろいろ質問したり、幹部の名前を訊たずねていたでしょう」

「私たち、先生がたのスパイじゃないかと思っていたのよ」

「は、はあ……」

　杏あん奈なはどう答えればいいかわからないようだ。少なくとも、杏奈を操っていたのが姫ひめ子こだということは、気づかれていないらしい。

「でも、今回のことであなたの疑いは晴れたわ」

　と、三人のうちの一人が、杏奈にうなずいてみせる。

「校則にまっこうから反抗して、二人の絆きずなを守ろうとするその姿勢。そして、駆け落ちまでして、気持ちを貫こうとする態度。私たち、とても感動したの」

「けど、いくら思い詰めても、心中なんてよくないわ。あなたたちは若いのよ。生命いのちは大切にしなければ」

「だから、私たち、あなたがたを保護することにしたの。御み崎さきさんを、あらためて夜啼鶯の宮ナイチンゲールに迎え入れ、そして、春日かすがアヤメさんも幹部としてスカウトするために」

「スカウトーっ？」

　アヤメは思わずすっとんきょうな声をあげてしまった。

「しーっ。声は小さく」

「夜啼鶯の宮の仲間になれば、あなたがた二人はこれからも、こっそり会うことができるのよ。こういう秘密の場所とか、秘密のパーティで」

「どうかしら。少なくとも、心中するよりはいいと思うけれど」

　アヤメも杏奈も、ただただ、意外ななりゆきに驚くばかりだった。

　少しずつ闇やみに目が慣れて、ぼんやりとだが、幹部たちの顔も見えてきた。みんなきれいで頭がよさそうだ。学年はまちまちらしいが、悪人ぽい顔つきの子は一人もいない。

　ひとつ、わかったことがある。

（この人たちは「封じられたもの」のことは知らないみたいだ……）

　知っていれば、姫子とアヤメが「封じられたもの」を祓はらったことについても、何かいいそうなものだ。

　すると、このあいだ五重の塔に「封じられたもの」があらわれたのは、夜啼鶯の宮のたくらみではなく、偶然だったわけだ。

　夜啼鶯の宮の幹部たちは、アヤメと杏奈の返事を待っている。杏奈がアヤメにささやいた。

「……どうしましょう、アヤメさま」

「私に聞かれても……。こんなことになるなんて思ってなかったもん」

　その時、温室の壁が、コココン、コココン、と短くたてつづけにノックされた。

　はっ、と幹部たちが立ちあがる。

「見張りの合図よ。誰だれかくるわ」

「いったん逃げましょう。春日さん、御崎さん、話のつづきはまた今度」

「私たちに会ったことは秘密にしてね。でないと、あなたたちに報復をしなければならないわ」

「さあ、こっちへ！」

　サングラスの幹部さんに急せかされ、外に出る。顔の見えなかった三人は、すでにボディガードとともに、暗がりの中に消えている。

　木こ立だちに逃げこむと、サングラスの幹部さんはアヤメと杏あん奈なの肩に手を置いた。

「ここで別れましょう。いずれまた連絡するわ」

　いって、身を翻ひるがえし、どこかへ走り去っていった。

　アヤメと杏奈は、木立の中に取り残される。

「……だんだん、わかってきました」

　杏奈がつぶやく。

「わかったって、何が？」

「姫ひめ子こさまのお考えがです。姫子さまはきっと、こうなることをすべて見通して――」

　その時。

「そこにいるのは、春日かすがくんと御み崎さきくんか！」

　風紀の宮の、刈かり谷や純じゆんの声だ。と同時に、まぶしい明かりがアヤメと杏奈を照らした。

「よかった、ご無事だったんですね！」

「はーっ。あんまりはらはらさせないでくれよ」

「ああバカバカしい。こんな近いとこにいるなんて、あちこち捜しまわって損したわ」

　由ゆ麻ま、エルザ、そして樹じゆ里り亜あの声だ。みんなアヤメたちを捜してくれていたらしい。

「先生がたに伝えて！　見つかりましたって！」

「みんなを呼んできて！　急いで！」

　あっという間に声が増えてゆく。

「よかった、ほんとに！」

　刈谷純がアヤメと杏奈に駆け寄った。

「本当に心配したんだ……。君たちに万一のことでもあったらどうしようって……無事でよかった」

「す、すみません。ご心配おかけして」

　アヤメがあやまる。杏奈もお団子頭をさげる。

「ごめんなさい。私、興奮して、無理やりアヤメさまを連れて衝動的に飛びだしちゃって。もう心中するなんていいません。ほんとにすみませんでした」

「いいんだよ。無事でいてくれればそれでいい」

　そういって純は、アヤメと杏奈を抱きしめた。



　アヤメと杏奈は座ざ敷しき牢ろうに入れられていた。

　先生がたが寝泊まりしている職員棟、その端っこに設けられている、四畳半ほどの小部屋である。

　床は板張りで、明かりは裸電球が一個だけ。天井の梁はりもむきだしだ。部屋の隅には布団が置かれ、古い長なが持もちや箪たん笥すが雑然と壁際に寄せられている。

　植物園で見つかったアヤメと杏あん奈なは、先生たちに厳しく叱しかられた。先生たちは怒っていたが、二人に心中する気がなさそうなのを見て、ほっとしたようでもあった。

　――一時の気の迷いとはいえ、これだけ大勢の人に心配をかけたことはきちんと反省せねばなりません。しばらく、座ざ敷しき牢ろうで謹きん慎しんするように。

　という処分をいい渡されたのが二時間ほど前。すでに消灯時間は過ぎている。

　もっとも、神出鬼没の姫ひめ子こは、職員棟であろうと座敷牢であろうと、自在に忍びこめるらしい。薄笑みを浮かべ、格こう子し戸どごしにアヤメを見ている。

「杏奈のいうとおりよ。こうなることは全部わかっていたわ」

　アヤメが姫子をにらみ、訊たずねる。

「わたしと杏奈ちゃんが、こんなふうに座敷牢に入れられちゃうのも？」

「想定はしていたわ。まさか、あなたたちが駆け落ちするとは思わなかったけれど」

　くすくすと姫子が笑う。

「姫子さまは私の疑いを晴らすために、アヤメさまと仲良しさんのふりをさせていたんですね……」

　姫子のいる通路をはさみ、反対側の小部屋に杏奈が入れられている。

「私は夜啼鶯の宮ナイチンゲールに、スパイだと疑われている。それを晴らすには、私が本心から校則に反抗していることをアピールすればいい。そうお考えになって……」

「そうよ。あなたたちが校則に抵抗する様子を見れば、必ず夜啼鶯の宮が接触してくると思ったの。杏奈にかけられた疑いを晴らし、夜啼鶯の宮の内情をさぐることもできる。効率的にことが運ぶわ。実際、その通りになったでしょう」

　しかし、アヤメは不満だ。杏奈も、何も知らされずにいたことをどう考えればいいのかわからないらしく、元気がない。平然としているのは姫子だけだ。

「すべては計画通り、うまくいったわ。特に杏奈、ご苦労さま」

「え……」

　杏奈がはっと顔をあげる。姫子は思い入れたっぷりの口く調ちようでつづけた。

「意に沿わないお芝居をさせられて、つらかったでしょう。でも、よく最後までやり通してくれたわね。おかげで夜啼鶯の宮の手がかりを手に入れることができたわ。やっぱりあなたは、わたしにとって必要な女の子よ」

　ぱあっ。たちまち杏奈の表情が、電気がついたかのように明るくなった。

「ひ、姫子さま。私、そのお言葉だけで……」

「いいえ。あなたにはどんなにお礼をいっても足りないわ。――本当はわたしもつらかったのよ。あなたを見せ物みたいにすることが。それに、お芝居とはいえ、あなたとアヤメが仲良さそうにしているのを見るのは胸が痛んだわ。……信じてもらえないかもしれないけれど……」

　ふっ、と自じ嘲ちようするように姫ひめ子こが顔を背そむける。これこそお芝居臭さ満点だ、とアヤメは思ったが、杏あん奈なの受けた印象は違うようだ。

「そ、そんなことありません。私、いつだって姫子さまを信じています」

「ありがとう、うれしいわ。でもね、杏奈」

「は、はい。なんでしょうか」

「駆け落ちとか心中なんていって、あまりわたしを心配させないでね。あの書き置きを見た時は心臓が止まるかと思ったわ。あなたに万一のことがあったら、わたし、どうしたらいいか……」

「姫子さま……ああ、姫子さま……」

　涙ぐみ、格こう子し戸どごしに手を握りあう姫子と杏奈。と、姫子が不意に、アヤメを見た。

「いけない。アヤメにもお礼をいわなければいけないわね」

　とたん、がちん、と杏奈の顔がこわばった。アヤメもあわてる。

「えっ？　わ、わたしも？」



    

  
    
      



    

  
    
      「当然よ。杏あん奈なに負けないくらい感謝しているわ。本当によくやってくれたわね」

　たった今まで杏奈とつないでいた手で、今度はアヤメに優しく触れる。

「わ、わたしより、杏奈ちゃんをもっとほめてあげてよ」

　みるみる険けわしい表情になってゆく杏奈を見ながら、ひきつり笑顔を返す。

「アヤメ、あなたも杏奈と同じように、かけがえのない存在よ。これからもわたしの力になってちょうだいね。杏奈と励ましあい、競いあって」

「わ、私、アヤメさまなんかに負けません。誰だれよりも誰よりも、姫ひめ子こさまのお役に立ってみせます」

　格子の向こうから杏奈の声。

「心強いわ、杏奈。さあ、わたしはそろそろ部屋に戻るわね。二人とも、仲良くするのよ。どちらもわたしの大事な大事なお友だちなんだから」

　姫子はもう一度、いかにも優しそうなほほえみを残して去っていった。

　そして座ざ敷しき牢ろうにはアヤメと杏奈が残り――。

「よ、よかったね、杏奈ちゃん。姫子にほめられて」

　アヤメが精一杯好意的な笑顔を杏奈に向ける。

　が、杏奈はものすごい嫉しつ妬とと敵意とライバル心むきだしの目でアヤメをにらんでいた。

「あの、杏奈ちゃん、仲良くしようよ。ほら、さっき木の下でお話しした時みたいに……」

「私！　あなたなんかに！　負けませんから！　ぜえっっったい！」

「あはははは……」

　杏奈はそれきり、座敷牢にいるあいだ、ひと言も口をきいてくれなかった。



    

  
    
      


第四話　植物園の幽霊



　一



「軽い処分ですんでよかったな、アヤメちゃん」

　エルザが笑った。このあいだの晩と同じように、姫ひめ子このベッドに寝そべっている。

「ありがと。ごめんね、心配かけちゃって」

　お茶を淹いれながら、アヤメが答える。部屋にはアヤメとエルザしかいない。

　今は駆け落ち騒ぎの翌日、夕方だ。アヤメと杏あん奈なが座ざ敷しき牢ろうから出されたのは今朝のことだ。そしてもう一度、先生たちにお説教されて、部屋で謹きん慎しんするよういわれたのだ。

　本当は、謹慎中の生徒に会ってはいけないそうだが、エルザは気にしていないようだ。

「あたしはだいたい事情を知ってたから、そんなにあわてなかったけど――」

　少し真剣な顔になって、つづける。

「でも、みんなは本気で心配してたんだぜ。樹じゆ里り亜あだって、いつもみたいに憎まれ口ばかり叩たたきながら、でも、すごく真剣に君らを捜してたし。それに、小お花ばな沢ざわ由ゆ麻まっていったっけ？　君と姫子がそっくりだって知ってる、中等部の子。あの子なんか泣きそうになってたよ。あとであやまっとくんだね」

「そうだね。ほんとに悪いことしちゃった」

「でも一日だけの自室謹慎ですんでよかったじゃないか。下へ手たすりゃもっと重い罰を受けるんじゃないかって、あたしはそっちが気になってたから」

　もっとも、駆け落ちといっても、実際にしたことといえば、四時間ほど無断外出しただけなのだ。アヤメも杏奈も頭が冷えて反省しているし、今回は大目に見ましょう――と、先生たちは判断してくれたようだ。

　アヤメの淹れたお茶を飲み、エルザはくすくす笑った。

「君が転入してきたら楽しくなるだろうって思ってたけど、期待以上だ。転入早々、注目の的じゃないか。そのうち姫子より人気が出ちゃうかもしれないぞ」

「まさかあ」

　アヤメが苦笑してぶんぶん手を振る。しかしエルザは、いくぶん真顔になって言葉をつづけた。

「わからないよ。案外、姫子は君を、自分と同じくらいの人気者に仕立てようとしてるんじゃないのかな」

「え？　それって、どういう……」

「君に人気が出れば、自分の負担がその分少なくてすむだろ。今、姫子が抱えているめんどくさいことを、半分、君に肩代わりさせようとしている――そんな可能性も考えられるんじゃないか」

「…………」

　アヤメは否定しきれなかった。何しろ姫ひめ子このことだ。頭の中で何をたくらんでいるか見当もつかない。エルザが今いったこととはまるで別の、もっとものすごい何かを考えているかもしれないのだ。

　夕食を告げる鐘が鳴った。エルザはお茶を飲み干すと、立ちあがった。

「それじゃあまたな。明日、君と杏あん奈ながどんなふうに顔を合わせるか、楽しみにしてるよ」

「ううう……それを考えると頭が痛い」

　学院のみんなは、まだ自分と杏奈が「仲良しさん」であると信じているのだ。どうやって噂うわさの火消しをするか、悩ましいところだ。杏奈も自室で謹きん慎しん中のはずだが、さぞかし困っていることだろう。

　エルザが出ていくと、アヤメは一人になった。

　窓の外は暗くなりかけている。寄宿生たちが笑いさざめきながら食堂に向かう足音が聞こえる。食事の席では、きっとアヤメと杏奈の噂で大にぎわいだろう。

　しかし、当のアヤメは謹慎中で、部屋から出られない。

　退屈だ。

（姫子は何してるのかな……）

　放課後になってからまだ顔を見ていない。杏奈との噂のことや、夜啼鶯の宮ナイチンゲールにスカウトされたことなど、いろいろ相談したいのに。

　姫子の机の上に、学院府の資料がある。

　実はもうひとつ、姫子に話しておきたいことがある。さっき、暇にあかせてこの資料をながめている時、発見したのだ。

　それは植物園の幽霊に関する記録だった。

　書類綴つづりを取りあげ、ページを開く。

　そこには、四年前に行方不明になった女の子の作文があった。





　『矢や車ぐるま草そうの友だち』

中等部二年三組

白しら川かわ明あ日す美み



　私には大事な友だちがいます。

　紫色の矢車草の花が好きな、私の親友です。

　初めて彼女と会ったのは、始業式の日でした。

　お調子者の私は、教室で自己紹介する時、こんなことをいったのでした。

「自己紹介をしまーす。春休みに家の近所で交通事故の現場を見ました」

　実家でお父さんに教えてもらっただじゃれでした。クラスのみんなは笑ってくれたのですが、一人だけむっつりして怒ったように顔を背そむけた人がいました。

　そのあと寄宿舎の発表を見て知りました。それが新年度からの、私の新しいルームメイトだったのです。

　部屋でも彼女は黙ったまま不機嫌そうでした。私があいさつをしても、そっぽを向いて、ろくに返事もしてくれないのです。

　でも、きれいな子でした。長い髪が腰まで伸びていて、色が白くて、目が大きくて、同じ女の子なのに見とれてしまうほどの美人でした。

　彼女は教室でもあまり口をききませんでした。きれいで頭がよくて運動神経もいいので、いろんな宮に誘われていたようです。

　なのに彼女はどこにも入ろうとしませんでした。あまり他人と関かかわることもしないので、だんだん彼女に話しかける人は減っていきました。

　でも、私はなぜか彼女を嫌う気にはなれませんでした。

　いつもぶっきらぼうでそっけない態度ばかりとっているけれど、彼女にもいいところがいっぱいあるのを、私だけは知っていました。同じ部屋を使っているので、それがよくわかったのです。

　彼女はきれい好きでした。いつも身の回りのものをきちんと整せい頓とんしていました。掃除もちゃんとしていました。私と交代で、お風ふ呂ろやお手洗いの掃除をすることにしていたのですが、さぼったり怠なまけたりするようなことは一度もありませんでした。

　彼女はまじめで、責任感の強い人だったのです。

　私のことは、教室でも、自分たちの部屋でも、あまり相手にしてくれませんでした。おはようやおやすみなさいもろくにいってくれませんでした。

　たぶん彼女は、私を嫌っていたんだと思います。割と簡単にクラスになじみ、みんなとふざけあったりはしゃいだりして、園芸の宮でも仲間たちにかわいがってもらっている私のことを、彼女はあまり好きではなかったみたいです。誰だれにでも愛あい想そよくふるまう、八方美人のつまらない女の子だと思っていたんでしょう。

　そして、たぶんその通りだったんだと思います。

　それでも私は彼女のことが好きでした。無口でそっけなくていつも一人で、でもどこか美しく超然としている彼女を、気がつくといつも目で追いかけていたのです。

　時々、彼女と視線が合うことがありました。彼女はすぐに、おもしろくなさそうに目をそらすのですが、私はそのたび、どうしてかどきっとするのでした。

　ある日、私は小さな矢や車ぐるま草そうの鉢を部屋に持ちこみました。園芸の宮で世話をしていたのですが、病気になって、ほかの鉢と一緒に置いておけなくなったのです。

　葉の色が変わり、元気がなくなってしまった紫の矢や車ぐるま草そうを、私は世話しつづけました。でも、なかなか病気はよくなってくれません。

　三日目の夜、彼女が声をかけてくれました。

「薬が間違ってるんだと思うよ」

　私はびっくりしました。彼女が草木のことにくわしいなんて少しも知らなかったからです。

　でも彼女の知識は正確でした。あとで知ったのですが、彼女の実家は花屋さんだったのだそうです。でも、お父さんが交通事故で怪け我がをしてから、仕事があまりうまくいかなくなって、お店を閉店することになったのだそうです。わたしの「事故紹介」の冗談に腹をたてたのはそのためでした。

　お父さんとお母さんは別な仕事を探すことになり、彼女も地元の学校で勉強をつづけることができなくなって、それで、奨学金の出るこの学院に入ることになったのだそうです。

　彼女が不機嫌だった理由がわかったような気がしました。彼女は本当は、家族と一緒に暮らしたかったのです。それに、この学院には裕福な家の子が多く、生活の苦労を知らない私たちを物足りなく感じていたのかもしれません。

　でも、そんな話を彼女とするようになったのはずっとあとのことでした。その時の私は、彼女と一緒に花の世話をすることに夢中でした。

　矢車草が元気になって、それから私たちは少しずつ、ぎこちなくだけれど言葉を交わすようになりました。おはようや、おやすみなさいのあいさつをするようになり、校舎への行き帰りも一緒になり、休みの日は二人で湖に出かけるようになりました。あいかわらず私以外の人とは話そうとしませんでしたが、彼女は私だけで満足みたいでした。

　私たちはいろんな話をしました。性格も、育ってきた環境も、出身地もまるで違うのに、話があいました。草や花のことだけでなく、星のこと、風や雲のこと、音楽や本のこと。彼女が知っていて私が知らないことや、またその逆もありましたが、それをお互いに教えあうことも楽しいのです。私はきれいな彼女のきれいな声にいつも惹ひかれていて、いつも彼女と一緒にいたいと思いました。彼女もそう思ってくれているみたいでした。

　でも、クラスでの私の立場はおかしなことになっていました。みんなと打ち解けようとしない彼女と親しくしている私に、クラスの人たちは、なんとなく距離を置くようになっていたのです。というより、彼女とばかり一緒にいる私のほうが、いつの間にか距離をつくってしまっていたみたいです。私と彼女は「仲良しさん」と呼ばれ、それはあまり気持ちのいいことではありませんでした。

　困っている私を見て、彼女は腹をたてました。ほかの子たちのことなんか放ほうっておけばいい、あなたには自分がいるじゃないか、というのです。自分はあなただけいればそれでいいのに、どうしてあなたはほかの子とも親しくしたがるのかと。

　でも私は、ほかの友だちも大切にしたかったのです。そしてできれば彼女にも、私だけでなくいろんな人と仲良くしてもらいたかったのです。

　ケンカになりました。初めてのケンカです。

　もう絶交。

　そう先に口にしたのは彼女でした。私はもっとひどいことをいいました。

　あなたはほかに話す相手がいないから、たまたま同じ部屋だった私で間にあわせてるだけだろう。

　と、そんな意味のことを口にしました。彼女はものすごく怒っていましたが、私も腹をたてていました。

　私は荷物をまとめて部屋をとびだし、その日から園芸の宮の「媛ひめ」の部屋に泊めてもらうことにしました。口をきかないまま、彼女のほうは数日後に、お母さんが倒れたという報しらせを聞いて家に帰ってしまいました。

　そして一週間がたち、私は今これを書いています。

　彼女が自宅に帰ったあとも私はしばらくのあいだ、怒りつづけていました。

　でも、だんだん寂さびしい気持ちのほうが大きくなっていったのです。教室でも、寄宿舎でも、どこにいても、彼女のことばかり考えてしまうのです。

　その気持ちがあふれたのは、植物園の温室で、あの花の鉢を見た時です。

　二人で世話をして病気を治してあげた矢や車ぐるま草そう。

　それは私と彼女だけの思い出です。

　紫の矢車草の鉢を見た時、彼女の顔、彼女の声、私だけに見せてくれる彼女の笑顔が、一度に頭の中によみがえりました。

　会いたい。

　そう心の中でつぶやいたとたん、想おもいが胸にわっと広がり、私はその場で顔を覆おおって泣いてしまいました。

　浮かんでくるのは、彼女の顔。彼女の声。私だけに見せてくれる彼女の笑顔です。

　どうしてケンカなんかしてしまったんだろう。

　彼女の気持ちはわかっているつもりでした。なのに私は、感情にまかせてひどいことをいって、誰だれより大事な人を傷つけてしまったのです。

　会いたい。

　あやまりたい。仲直りがしたい。

　もう一度、二人で話したい。許してくれないかもしれない。でも、せめて私が後悔していることは知っていてもらいたい。

　先生に聞いたところ、お母さんの病気はよくなったということです。でも、彼女はまだ戻ってきません。

　私は待っています。荷物も部屋に戻して、こうしてこの部屋で、この作文を書きながら、彼女の帰りを待ちつづけています。

　窓には矢や車ぐるま草そうを飾ろうと思っています。二人で世話をしたあの紫の矢車草です。彼女はあの花が大好きなのです。

　彼女が帰ってきたら、おかえりなさいといおう。

　あの花を見せて、そしてあやまろう。

　会いたい。

　早く会いたい。

　あなたに会いたい。会って話したいことがたくさんあるの。

　心の中でそうくりかえしながら、私は彼女のことを思っています。

　髪の長い、目の大きな私の親友。美しいルームメイト。

　誰だれよりも大好きな、あなたのことを。





　――これは提出されなかった作文だそうだ。白しら川かわ明あ日す美みさんが姿を消したあと机の引き出しから見つかったらしい。そしてその頃ころから、「植物園の幽霊」の噂うわさが広がったという。

（やっぱりこれって、「封じられたもの」のしわざなのかな……）

　由ゆ麻まと出かけた日の夜、アヤメが見かけた人影は、この白川明日美なのだろうか。

　作文に出てくる「彼女」のことも気になる。親友が行方不明になって「彼女」はどうしたのだろう。白川明日美さんと仲直りできたのだろうか。

（ここに書いてある「彼女」って、もしかしたら姫ひめ子こなんじゃ……）

　この「彼女」は、紫の花が好きだという。姫子も紫が好きだ。――いや、しかし年齢の計算が合わない。四年前に中等部の二年生なら、今もまだ学院にいるはずだが……。

　だが、それよりも考えなければならないのは、白川明日美のことだ。

（姫子の力なら、白川明日美さんを助けられるんじゃないのかな……。学院を守る巫み女こなんだから、なんとかしてあげられるんじゃ……）

　扉が開き、その姫子が入ってきた。

「出かけるわよ、アヤメ」

　前置きなしでいきなり告げられ、アヤメは面くらった。

「で、出かけるってどこに」

「純じゆんさまに会うの。あなたのおかげで、あの人の立候補を取りさげさせる決め手が手に入ったわ。いちおう見てもらうけれど、この人におぼえがあるわね」

　姫子は一枚の写真を出した。体育祭の時のスナップらしい。整列している生徒の一部を拡大したものだ。

「あっ」

　アヤメは目を見張った。拡大された写真は、マジックで髪と目が黒く塗り足されている。見おぼえのある風ふう貌ぼうだ。

「これ、温室にいた夜啼鶯の宮ナイチンゲールの一人だよ。暗かったからはっきりはわからないけど、たぶんそう」

「だと思ったわ」

　うなずき、姫ひめ子こは写真をポケットにしまった。

「それ、誰だれなの？　姫子の知ってる人？」

「高等部二年の先輩よ。直接話をしたことはないけれど、前から当たりはつけていたの。杏あん奈なの情報をもとにね。でも、これでようやく確信できたわ」

「なにがなんだか、わかんないんだけど……」

「すぐにわかるわ。さあ、いきましょう」
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「あなたたちのおかげで、夜啼鶯の宮について、大事な情報が手に入ったわ」

　寄宿舎を出て、誰かに話を聞かれる心配がなくなると、姫子が口を開いた。

「それは、夜啼鶯の宮が、『封じられたもの』について知らないらしいということ。これを確認できたことは大きいわ。あなたたちのお手柄よ」

「まさか、刈かり谷や純じゆんさんは『封じられたもの』にとり憑つかれたりしてないよね。三み千ち代よさんみたいに」

「ええ、違うわ。純さまに立候補を取りさげていただく決め手は、ほかのことよ」

　姫子は高等部の敷地を通り過ぎ、中等部の敷地も越えて、植物園に足を向けた。由ゆ麻まとのピクニック、昨夜の駆け落ち騒ぎにつづいて、ここにくるのは三度目だ。

　太陽が落ち、植物園は暗くなりかけていた。

　刈谷純はそこにいた。近づいてくるアヤメと姫子には気づかず、花盛りの花壇を見ながら、もの思いにふけっているようだった。

「純さま」

　姫子に声をかけられ、ようやく純はふりむいた。

「こちらにおいでだと、お友だちに聞いてきました。すみません、お邪魔でしたか？」

「いや、かまわないよ。――春日かすがくん、もう落ち着いたかい」

「は、はい。すみませんでした。ほんとにご心配おかけしちゃって」

　アヤメが頭をさげる。

「私も性急に君たちを追いつめすぎた。反省しているよ」

　ショートカットのつややかな黒髪が、やわらかな風に揺れている。

　周りにはほかに誰だれもいない。花壇には、無数の花が咲いている。

「純じゆんさまは、ここによくいらっしゃるとお聞きしましたけど……」

「一人でぼんやりしたい時にね。ここは静かだし、今の季節は、花がたくさん咲いていてきれいだから」

「よろしければ、ちょっとおつきあいいただけないでしょうか。純さまに見ていただきた　　いものがあるんです」

「見せたいもの？　私にかい？」

「ええ。こちらです」

　不審そうな純と、同じぐらい不審がっているアヤメを連れて、姫ひめ子こは歩きだした。

　ゆうべの雨で、地面はまだやわらかく、水たまりもあちこちに残っていた。敷石を踏みはずさないように歩いて、やがて温室が見えてきた。

　まだ立入禁止の看板が置かれている。が、姫子は構わず歩を進めた。

「どうぞ中へ。あっ、そこを踏まないでください。そう、こちらへ。アヤメ、ゆうべここで夜啼鶯の宮ナイチンゲールに会ったことを、純さまに教えてさしあげてちょうだい」

「夜啼鶯の宮……？」

　純がいぶかしげに眉まゆをひそめる。

「いいの、姫子？　ゆうべは秘密にしとけっていったじゃない」

　姫子の指示で、夜啼鶯の宮に勧誘されたことは、先生たちには黙っている。ゆうべは書き置きを残して寄宿舎を出たあと、すぐに雨に降られ、ずっとここで雨宿りしていた――といってあるのだ。

「かまわないから、教えてさしあげて。ゆうべここであったことを、全部」

「そう。それじゃ……」

　アヤメは純に説明した。迷子になったこと。夜啼鶯の宮に助けられたこと。この温室に連れてこられたこと。そこで、夜啼鶯の宮に入るよう誘われたことを。

　純は聞きながら、驚きに目を見開いた。

「そんなことがあったのか。――でもなぜ、先生がたに報告しなかったんだ」

「先に純さまにお話ししたほうがいいと思ったからです」

　姫子が、さっきの写真を見せた。

「この人が、ここにいた三人の幹部の一人らしいんです。そして――」

　もう一枚、同じ写真を出す。しかしこちらは、目と髪にマジックで修正がほどこされていない。顔がはっきり見えている。

　純は、はっと息をのんだ。

「これは、風紀の宮の――！」

「ええ。高等部の二年生。純じゆんさまの後輩に当たられるかたですね」

　姫ひめ子こは下に目を向けた。

「そして、この足跡を見てください」

　さっき、純やアヤメが踏まないように誘導した地面に、いくつかの足跡が残っていた。天井に開いた穴から雨が降りこみ、この場の土もやわらかくなっていたのだ。

「この温室は立入禁止だったから、ゆうべ以降、ここに足を踏み入れた者はいません。だから、ここにある足跡は、夜啼鶯の宮ナイチンゲールの生徒のものです」

「そういうことになるね。でもこれが……？」

「これも先ほど確認してきました。このスニーカーと、この写真のかたのスニーカーは、種類もサイズもぴったり一致します」

「…………！」

「ど、どういうことなの。姫子、わたしにはそんなこと全然」

　しかし姫子はアヤメには返事をせず、純を見つめていた。

「いかがでしょう、純さま」

「…………」

　純はこわばった表情のまま、顔をあげた。

「姫子くんのいいたいことはわかった。風紀の宮の中に、夜啼鶯の宮のまわし者がいた、ということだね」

　姫子は無言でうなずいた。

　純は硬い表情で写真を見つめる。

「この二年生は、春から風紀の宮に入ってきた生徒だ。まだほとんど話したことはないが、会議にはいつも顔を出していた。……そうか、風紀の宮の動向をさぐって、夜啼鶯の宮に報しらせていたんだな」

　姫子は同情をこめた眼まな差ざしで純を見つめた。

「お気持ち、お察しします。自分の宮の後輩が、夜啼鶯の宮の一員だったなんて、ショックでしょうね」

　純は沈痛に息をついた。

「ああ、考えてもみなかった。これは私の責任だ。まだまだなってないな、私は……」

「先生がたに報告する前に、まず純さまにお報せしようと思ったんです。だから、ほかの人には秘密にしてあります」

「気をつかってくれて感謝するよ。ありがとう」

　聞きながらアヤメは、ようやく姫子の最終的な意図を悟っていた。

　つまりこの事実を純に告げることが、姫子の狙ねらいだったのだ。

　姫ひめ子こは、風紀の宮に夜啼鶯の宮ナイチンゲールのスパイがいることを、以前から察知していた。

　そして、アヤメと杏あん奈なが、その生徒に接触するように仕向け、証人に仕立てた。

　巧妙なことに、姫子はその事実を純じゆんに告げただけだ。純は姫子のたくらみには気づかず、あまつさえ感謝までしている。

「……自分の宮の後輩にすら、きちんと目を配ることができないとは」

　純はうなだれた。

「こんな人間に、学院府長をつとめる資格はない。立候補は取りさげることにするよ」

　姫子はいかにも驚いたように目を見開いた。

「そんな、純さま。そこまで思いつめなくても」

「いいや、私はもう決心した」

　純はきっぱりと顔をあげた。

「風紀の宮に入って、多少は成長できたかと思っていたんだが――力不足だったようだ。私はまだ人間ができていない。――それに比べて、姫子くん」

　と、姫子に賛さん嘆たんの目を向ける。

「君の思慮深さはさすがだ。たとえ学年は一年生でも、少なくとも私よりは、君のほうが学院府長にふさわしい。そのことは確かなようだ」

　姫子は静かに頭をさげた。しかし、腹の中で悪魔じみた笑みを浮かべている姫子の顔が、アヤメには想像できた。

　しかしもちろん、純は姫子の目もく論ろ見みなど気づかず、ただ苦笑している。

「やはり私は学院府長の器じゃないな。あらためて自分の不明を恥じるよ」

　純は遠くを見るような目になった。

「本当のことをいうとね、私は、責任感や義務感だけで学院府長になりたかったわけじゃないんだ。不純な気持ちで立候補しようとするから、こんなことになるんだな」

「え？」

　アヤメはきょとんとなった。どういうことだろう。何か、秘められた理由が、純の立候補の裏にはあったということだろうか。

「私が学院府長になりたかったのは、その姿を見てもらいたい人がいたからなんだよ。実は――」

　不意に。

　純が言葉を切った。それだけでなく、動きも静止した。まるで彫刻のように固まってしまったのだ。

「どうしたの、純さん？」

　アヤメが目をぱちくりさせる。気分でも悪くなったのだろうか。近づき、顔をのぞこうとする――。

　アヤメの腕が、強い力で引き戻された。

「離れて、アヤメ」

　姫ひめ子この顔つきが変わっていた。表情が険けわしくなっている。

　アヤメは、はっとした。宵よい闇やみの奥から、燐りん光こうのようにぼんやりと輝く赤い靄もやが流れてきて、アヤメたちの足もとに忍び寄っていたのだ。

「これって、『封じられたもの』の――！」

　アヤメが息をのむ。

　純じゆんがふらふらと歩きだした。その足には、赤い靄がまとわりついている。

　うつろな目。その表情には見覚えがあった。「封じられたもの」に意識を奪われた人間は、こういう顔になるのだ。

　どこかから声が聞こえてきた。地の底から吹いてくる風のような、うつろな声だ。

「じゅん……じゅん……」

　その声に惹ひかれるように、純は歩いていく。姫子はアヤメを押さえながら、そっとそのあとを追った。

　温室の外に出る。月光と夜風がアヤメと姫子を取り巻いた。

「何してるの、姫子。早く純さんを助けないと――」

「まだよ。その前に、本体を見極めなくては」

「本体？」

「そう。――あれよ」

　ざあっと立ち木の梢こずえが生き物ように鳴った。そして、枝が、幹が、動物のように動き始めた。

「なっ、何？　姫子、何が起きてるの？」

　アヤメが姫子の袖そでをつかむ。

「『封じられたもの』が、またあらわれたのよ。これが生徒たちが『植物園の幽霊』と名づけているもの。木々に憑ひよう依いして人を襲う、『樹じゆ怪かい』と呼ばれる存在だわ」

　姫子がふところから銀色の錫しやく杖じようを取りだした。五重の塔で「封じられたもの」を祓はらった時にも使った錫杖だ。

「しばらく動きが鈍っていたけれど、また活動を始めたようね。アヤメ、あなたも見ていたでしょう。ピクニックにいった日の夜、植物園で」

　アヤメは、闇の中に幻のように見えていた中等部生のことを思いだした。

「姫子も気がついてたの？」

「あなたが気がついているのに、わたしが気づかないわけがないでしょう。近いうちに、祓わなければならないと思っていたわ。これはいい機会よ」

　どん！　と地面が震ふるえた。次の瞬間、立ち木が一斉に震えるように動き、繁しげった葉を鳴らしながら、その梢こずえを一斉に純じゆんに向けて伸ばしていった。

　由ゆ麻まのいっていたことが頭にひらめく。

（樹きが襲いかかってくるって、これだったんだ！）

　姫ひめ子こがアヤメをその場に残し、疾走する。右手に錫しやく杖じようを持ったまま、左手で制服の留め紐ひもをはずした。

「かきつばたの姫が、この身を花とし、蕊とはなしべせん！」

　制服を引き千切らんばかりの勢いで一気に脱ぎ捨てる。下からは、アヤメにとってはおなじみの、巫み女この装しよう束ぞくがあらわれた。手にした銀色の錫杖が槍やりのように伸びた。

「姫子、足もと、気をつけて！」

　地面がぼこぼこと盛りあがり、黒々と長いものが地中から姫子に襲いかかる。

　姫子は人間離れした跳躍を見せ、ひと跳びで純のもとに着地した。触手のように伸びてくる、樹の梢や根茎を、銀色の錫杖を振るって払いのける。

　純の瞳ひとみからは、意思の光が失われ、その場で棒立ちになっている。周囲で何が起きているかもわからないようだ。姫子は純の腰を抱えると、再び跳んだ。ローファーの靴の爪つま先さきで、襲ってくる梢や根茎を、とん、とん、と軽快に踏み、アヤメのそばに戻ってきた。

「アヤメ、純さまを」

「うんっ」

　アヤメが、姫子から純の身体からだを受け取った。

　触手のような梢や根茎は、葉をざわざわと鳴らしながら周りを囲んでいる。

　もう周囲は真っ暗だ。木々にさえぎられ、寄宿舎からは、ここで何が起きているか見て取ることはできないだろう。まして、アヤメたちが、樹の怪物に、こんなふうに襲われていることなど、誰だれも想像できないに違いない。

「封印するわ。アヤメ、純さまを見ていて」

「待って、姫子。あれ！」

　アヤメが指さしたのは、三人を囲んでいる植物の中で、一番大きな樹。そのてっぺんふきんの、網の目のように枝が絡まった部分だった。

　枝の中に女の子がいた。中等部の制服を着ている。

「あれ、白しら川かわ明あ日す美みさんだよ！」

　このあいだの晩は、暗くてはっきりとは見えなかった。が、今は、その箇所が赤い燐りん光こうを放つ靄もやに囲まれ、ぼんやりと明るく、闇やみの中に浮きあがって見える。

　さっきまで部屋で見ていた資料、その中にあった、白川明日美の写真そのままの姿だった。歳を取っていないのだ。ぐったりとして、眠るように目を閉じている。

「じゅん……じゅん……」

　声が聞こえる。白川明日美のものだろうか。

「あの子が、四年前に行方不明になった女の子だよ！　やっぱり『封じられたもの』にとり憑つかれてたんだ！」

「――そのようね」

　姫ひめ子こが錫しやく杖じようを持ち直した。姫子を警戒してか、枝や梢こずえは、葉をさわさわと鳴らすばかりで、襲ってこない。

「白しら川かわさんを助けなくちゃ。姫子――姫子？」

「…………」

　姫子は答えず、白川明あ日す美みをじっと見つめていた。樹きの頂上近く、枝で編まれた籠かごに閉じこめられるような形でとらわれている白川明日美を。

　やがて姫子は決心したように錫杖を構えた。

「――さがっていて、アヤメ。樹じゆ怪かいを封印の内側に押し返すわ」

「え……？」

　アヤメは耳を疑った。

「ど、どういうこと。まさか、白川明日美さんごと……」

「この相手は手ごわいわ。彼女を救う余裕はなさそうよ」

「待ってよ！」

　アヤメは悲鳴のような声をあげた。

「そんなのだめだよ！　白川さんも助けなくちゃ」

「情に流されていたら、巫み女この仕事はできないの。ぐずぐずしていたら、わたしたちまで取り込まれてしまうわ」

　姫子は冷徹な表情に変わっていた。感情の揺らぎはまったく見られない。

「早くさがりなさい、アヤメ。ここからはわたしの仕事よ」

「だめっ！」

　アヤメは姫子の錫杖をつかんだ。姫子は驚いたように目を見張った。

「絶対にだめ！　ほんとは姫子だって、白川さんを助けてあげたいはずだよ。だったら、やるだけやってみようよ」

「そんな余裕はないっていっているでしょう。さあ、その手を放しなさい」

「やだっ。白川さんを見捨てたら、姫子、絶対、後悔するに決まってるもん。そんなこと、姫子にさせられないよ」

「後悔なんかしないわ。わたしは自分の義務を果たすだけ……」

「ばかっ！」

　面と向かって罵ば倒とうされ、姫子は絶句した。アヤメは目に涙を浮かべてわめいた。

「どうしていつもいつも、そんなことばっかりいうの！　ほかの人だけじゃなく自分にまで嘘うそついて！　姫子の嘘つき、ばかっ！　わからずや！　ガンコ者！」

　アヤメの剣幕に姫ひめ子こがたじろぐ。

「そんな――そんなふうに決めつけないで。わたしは、巫み女ことして――」

「巫女だからって、どうして姫子がいつもつらい思いしなくちゃならないの。無理して冷たいふりして、ほんとはいつだって、姫子が一番傷ついてるくせに。姫子はばかだよ。意地っ張りのわからずやだよ。わたしもばかだけど、姫子はもっとばかだ！　ぐすっ。うううう……」

「何も、あなたが泣くことは――」

「もういいっ。姫子の代わりにわたしが白しら川かわさんを助けてくる」

「えっ？　だめよっ。待ちなさい、アヤメ！」

　しかしアヤメはもう走りだしていた。

「姫子がほんとにしたいことを、わたしが代わりにやってあげる。だってわたしは、もう一人の姫子なんだから!!」

　姫子を警戒して動かずにいた木々の梢こずえが、一斉にアヤメに迫ってきた。が、恐こわいとは感じなかった。怒りに我を忘れているため、動きも大胆になっている。

「アヤメ、わかったわ。わたしがいくわ。だからあなたは戻りなさい。戻って！」

　姫子が、錫しやく杖じようで木々の梢を払いのけながら追ってくる。それは結果的にアヤメを援護する形になった。木々の動きが鈍った隙すきに、アヤメは幹にしがみつき、ハシゴを登るように、白川明あ日す美みに迫った。

「白川さん！」

　赤い靄もやを手で払いながら、ぼんやりした表情の白川明日美を揺する。明日美はまったく反応しなかった。

　アヤメは無抵抗の白川明日美を抱きあげ、背中に負おった。何かつぶやいている。

「じゅん……じゅん……」

　純じゆんとは、刈かり谷や純のことだろうか。すると、この子の親友というのは――。

　樹きの幹が震ふるえた。

「きゃ……」

　その拍子に、アヤメがバランスを崩す。

「アヤメ！」

「姫子、おねがい！」

　白川明日美を、斜めにかしいだ幹に沿ってすべらせる。姫子は自分の身体からだをクッションにして、明日美の身体を受け止めた。

（よかった――）

　と、一瞬気を抜いた、その時。

　触手のような樹の枝が、アヤメの足首に絡みつき、中空に持ちあげた。

「あ――っ!!」

「アヤメ！」

　姫ひめ子こが叫ぶ。その姿が、逆さ吊づりにされたアヤメからは、上下正反対に見えていた。

「ひ、姫子――！」

「待ってて、すぐ助けてあげる！」

　銀色の錫しやく杖じようをかざし、姫子が突進してくる。が、アヤメしか見ていない、その動きが隙すきとなった。

「姫子、気をつけて！」

「あっ――」

　死角から伸びてきた枝が、今度は、巫み女こ装しよう束ぞく姿の姫子の脚あしに巻きつき、さらに、別な梢こずえが、姫子の身体からだを激しく打った。

「ぐっ――」

　苦しげに姫子がうめく。その手から錫杖が飛び、銀色の光とともに地上に落ちた。

「姫子！　姫子！　姫子！」

　逆さまに吊られながらアヤメが叫ぶ。姫子の腕に、脚に、木々の枝が次々に絡みつく。

「姫子！」

「…………っ！」

　長い髪を降り乱し、身をよじり、脱出しようと姫子がもがく。しかし、全身を拘束され、身動きができない。

　アヤメもなんとか逃れようと必死だった。木の枝をふりきって、一秒でも早く姫子を助けにいかなくては。

（わたしのせいだ。わたしが、姫子のいうことを聞かなかったから――）

　しかし、どんなに焦っても身体は自由にならない。アヤメは泣きそうな声で叫んだ。

「姫子、ごめんね！　わたし――」

「あなたの……せいじゃ、ないわ……！　わたしが、うかつだったからよ……！」

　姫子のしぼりだすような声。細い身体をぎりぎりと締めあげられ、苦痛に美しい顔を歪ゆがめている。

　姫子の身体に、赤い靄もやがゆっくりと忍び寄りつつある。あの靄に覆おおわれたら、自分の意志を失い、「封じられたもの」のあやつり人形のようにされてしまうのだ。

　赤い靄はアヤメにも迫りつつある。早く、早く姫子を助けないと。しかし、アヤメの身体にも二本、三本、枝が巻きつき、ますます身動きができない。

「助けて……！」

　絶望的にアヤメが叫ぶ。

「助けて、誰だれか――！」

「ええ。アヤメちゃんのためなら喜んで」

　と、場違いなほど、のんきな声が聞こえてきた。

　驚いて、逆さになった視界の上方、つまり地面に視線を向ける。

「油断大敵よ、姫ひめ子こ」

　にこやかな笑顔でそこに立っていたのは、制服姿の蘇す芳おう美み環わ子こだった。
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　アヤメは逆立ち状態で、顔の横でお下げを揺らしながら目を見張った。

「何っ？　どうして美環子さんが――！」

　思わず姫子に目を向ける。姫子は宙ちゆう吊づりのまま、表情をこわばらせている。

「『封じられたもの』の気配がしたから見にきたの。でも説明はあと回しね。まずはあなたたちを助けるのが先よ」

　美環子は金色の杖を持っていた。姫子の錫しやく杖じように似ている。が、鈴はついていない。姫子のものより鋭角的で、攻撃的な形をしている。

　美環子が軽く杖を振るう。と、アヤメを捕らえていた木が根元からあっさりと切断された。アヤメは真っ逆様に地面に墜落する。

「おっと」

　美環子が楽々とアヤメを受け止めた。

「あ、ありがとう」

「どういたしまして。純じゆんさんと白しら川かわさんも無事よ、安心して」

　純と白川明あ日す美みは、アヤメのそばの、円形の花壇の中心に横たえられていた。気を失っているが、怪け我がはしていないようだ。

「どう、姫子。あなたも助けてほしい？」

　美環子が訊たずねる。が、姫子は口をつぐんだままだ。代わりにアヤメが答えた。

「助けて、美環子さん！　姫子を早く、お願い！」

　美環子が何者かはわからないが、姫子のような力を持っていることは確からしい。今は美環子に頼るしかない。

「どうしようかしら。ほっておいてもだいじょうぶそうよ」

「どこが！」

　こうしている今も、姫子には赤い靄もやがじりじりと迫りつつあるのだ。あと一分もせずに、靄にとりこまれてしまうだろう。

「――必要ありません。手足の関節をはずせば、自力で脱出できますから」

　姫子が怒ったような口く調ちようで、地上の美環子に声をかける。

「だっ、だめだよ。そんな。関節をはずすなんて、大おお怪け我が――」

「あなたは黙ってらっしゃい！」

「どうしましょうか。私、できれば姫ひめ子こに逆らいたくないの。あの子、怒ると恐こわいから」

　困ったような表情をつくって、美み環わ子こがアヤメを見た。

「そんなこといってる場合じゃないよ。早く姫子を――」

「それじゃ、こういうのはどう？　あとで私のお部屋で一緒にお茶を飲みましょう。そう約束してくれたら、姫子を助けてあげる」

「だめよ……、アヤメ……！」

　姫子が叫ぶ。その肩が、肘ひじが、足首が、異様な角度にねじれている。自ら関節をはずそうとしているのだろう。とても見ていられない。

「いくいく。なんでもするよ！　だから、姫子を助けて！」

「――ですって。いいお友だちができてよかったわね、姫子」

「――――」

　姫子が苦々しげに唇を引き結ぶ。

「アヤメちゃん、私の後ろに」

　美環子が黄金の杖を構え、剣のように振るう。と、アヤメを救った時と同じように、姫子を拘束していた木の根が次々に断ち切られた。

　姫子は長い髪と巫み女こ装しよう束ぞくをなびかせ、着地した。

　ぎらっ、と恐い目で姫子がアヤメをにらむ。叱しかられるっ！　と一瞬すくみあがったが、姫子は別のことをいった。

「アヤメ、錫しやく杖じようを！」

「へ？　あっ、うんっ」

　アヤメは、すぐ近くに錫杖が落ちていることに気づいた。あわてて拾う。

「姫子！」

　放ほうりなげた錫杖を、姫子の手がつかむ。

「闇やみの底より来たりし者よ。おのが棲すむべき国へとかえれ――!!」

　姫子が錫杖を振る。澄すんだ鈴の音が鳴り響き――。

　次の瞬間、紫の光とともに、風と衝撃波が巻き起こり、植物園全体を揺るがせた。

「きゃっ……！」

　アヤメがとっさに、倒れている純じゆんと白しら川かわ明あ日す美みをかばう。

　やがて――。

　風がおさまり、アヤメはおそるおそる顔をあげた。

　赤い靄もやは消えていた。あれほどのたうち、暴れていた木の根もない。割れた地面ももとどおりだ。

　まるですべて夢だったかように、今の戦いの痕こん跡せきは失われていた。

「アヤメ、怪け我がはない!?」

　姫ひめ子こが駆け寄ってくる。

「う、うん。わたしは平気」

　ほっとしたように、姫子が表情をゆるめた。

「それより姫子、早く、純じゆんさんと白しら川かわ明あ日す美みさんを保健室に――」

「白川明日美……だって？」

　その声にふりむく。刈かり谷や純が身体からだを起こしていた。

「明日美――！　明日美！」

　そばに倒れている女の子を見るなり、純はとびおき、激しくその身体を揺すった。

　白川明日美が、ゆっくりと目を開けた。

「え……純？」

「明日美。――よかった、絶対にまた会えるって信じてた」

　純が白川明日美を抱きしめた。明日美はまだ頭がはっきりしていないようだ。

「純……会いたかった」

　明日美が、やわらかくほほえみ、そして周りに目を向けた。

「矢や車ぐるま草そうね。きれい……」

　それを聞いて、アヤメはようやく知った。その場に咲いている、色とりどりのかわいらしい花が、矢車草だったということを。

　抱きあう純と明日美を見ながらアヤメの心に、ふとこんな考えが浮かぶ。

（姫子もわたしのこと、これぐらい大切だと思ってくれてるかな……）

　もしかして、今、姫子もそう考えてはいないだろうか。と、そんなことも思いついて、姫子に顔を向けてみる。

　すると、やっぱり姫子のほうもアヤメを見ていた。視線が合い、姫子はうろたえたように目をそらした。



　四



「白川明日美さんの親友は、刈谷純さんだったのよ」

　アヤメにお茶を出しながら、美み環わ子こがそう教えてくれた。

　美環子の部屋は、本人と同じようにあでやかだった。壁紙は、華麗な色彩の花鳥の絵。床にも金や銀を散らした屏びよう風ぶが置かれている。

「私は白川さんたちと同じ学年だから、当時のことはよく知っているわ。刈谷さんが学院に戻る前の晩、白川さんは失しつ踪そうしてしまったの。刈谷さんはひどいショックを受けていたわ。ほかの生徒や先生たちも大騒ぎ。――どうぞ、ご遠慮なくめしあがって」

「はあ、どうも」

　アヤメはお礼をいって、出されたお茶をすすった。

　大騒ぎなのは今も同じだ。静かなのはこの部屋ぐらいかもしれない。

　なにしろ、四年間も行方不明だった女の子が、また忽こつ然ぜんと、しかも失しつ踪そう中の記憶をすべて失なくして帰ってきたのだ。さっきから学院中が沸わきかえっている。白しら川かわ明あ日す美みの家族にも連絡がいって、両親が全速力でこちらに向かっているそうだ。

　姫ひめ子こは、先生たちに事情を説明しにいっている。「封じられたもの」を祓はらうために力を使った姫子だが、今日は熱を出さずにすんでいるようだ。

　もちろん、「封じられたもの」や「植物園の幽霊」の話は、先生たちにはできない。話をしていたら純じゆんが貧血で倒れ、そこにどこからともなくふらふらと、白川明日美があらわれた――ということにするのだそうだ。

「中等部の頃ころの刈かり谷やさんは、人と交わろうとしないアウトサイダーで、友だちは白川明日美さんだけだったの。でも、白川さんがいなくなってから、何か思うところがあったんでしょうね。長かった髪をばっさり切って、風紀の宮にも入って、自分から周りの人に話しかけるようになったのよ」

「白川さんが帰ってきたら見せたかったのかな。自分が、白川さんのいったとおりに、友だちをたくさんつくったって」

「学院府長になろうとしたのも、そのためかもしれないわね。でも」

　美み環わ子こはほほえんだ。

「どれだけみんなに慕したわれるようになっても、刈谷さんの心の中に住んでいたのは白川さんだけだったんでしょうね」

　刈谷純は、保健室で白川明日美につきそっている。何もおぼえていない明日美は、いつの間にか四年もの歳月がたっていることに驚いているらしい。無理もない。

「いろいろ不安だろうけど……でも、だいじょうぶだよね。刈谷さんがそばにいれば」

「ええ。私の見たところ、『封じられたもの』も完全に祓われているようだし。あいかわらず、姫子のお手並みはみごとだわ」

「…………」

「白川さんは、温室に矢や車ぐるま草そうの鉢を取りにいった時に、運悪くとり憑つかれてしまったらしいの。でも、意識を『封じられたもの』に奪われているあいだも、刈谷さんに会いたい気持ちは残っていたんだわ。だから、通りかかる女の子を刈谷さんだと錯覚して、つかまえようと……。どうしたの、アヤメちゃん、変な顔をして」

「根本的にわからないことがあるんだけど」

「なあに」

「美み環わ子こさんも佳か代よ花はな家の人なの？　三み千ち代よさんや和かず季きさんみたいに、姫ひめ子この親しん戚せき？」

　すると、美環子は薄く笑った。

「私は違うの。あくまでも蘇す芳おう家の人間よ。といっても、遠い昔のご先祖さまは同じ。どちらもこの土地の荘園領主だったそうだけど」

「ご先祖って、呪じゆ術じゆつとかの研究をしていたっていう？」

「そうよ。姫子に聞いてるんでしょう」

「うん。でも、あんまりくわしいことは……」

「あいかわらず秘密主義ね、あの子は。いいわ、私が教えてあげる」

　美環子が軽く居住まいを正した。

「この土地はね、先祖代々、私たちの家系が封印を守ってきた場所なのよ。本当に、すごく大昔から」

「うん。それは聞いてる」

「でも、平安時代の頃ころ、私たちのご先祖さまの一人が、封印を開いてしまったの。その人は独自に呪術、方術、陰陽術の研究を重ねて、この土地に封じられていたものたちを呼びだすことに成功したらしいのよ。一種の天才だったんでしょうね」

「天才……」

「私たちの家系には、時折、そういうずば抜けた才能を持つ者があらわれて、大きな仕事をするらしいのよ。姫子もその一人かもしれないわ」

　美環子の口く調ちように、嫉しつ妬との色は感じられなかった。あるとしたら、むしろ同情に近い何かだった。

「――ただ、平安時代にあらわれたその天才は、才能にまかせていろいろな実験をやりすぎたのね。そのために封印が開いて、封じられていたものたちが出てきてしまったの。それはこの世に大きな害をなしたと聞いているわ」

　大きな害。どんな害だろう。

「都の術者たちにも協力してもらって、なんとか修復したんだけれど、完全ではなかった。――それ以来、姫子の佳代花家と、私の系列の蘇芳家が、封印を見張る仕事をつづけてきたの。どちらの家系にも、姫子や私のような力が受け継がれているから。――ただ」

　美環子の瞳ひとみに皮肉な色が光った。

「時代が下くだるにつれて、佳代花家は力が衰おとろえているの。今はもう、力のある娘はほとんど生まれてこないようよ」

「え？　でも今、姫子は天才って……」

「あの子は突然変異みたいなもの。燃え尽きようとしている家系の最後の輝きよ」

　そういえば、三千代や和季にも、姫子のような力はなかったようだ。

「アヤメちゃん、あなたは佳代花家の直系の人ではなさそうね」

　きらっ、と鋭い目を向けられ、アヤメは緊張する。

「そこまで佳か代よ花はな家は追いつめられている、ということかしら。直接の子孫でなくても、少しでも力のある子が親類縁者にいれば、姫ひめ子この手伝い役として用いざるをえない。おおかたそういう事情でしょう」

「えー……あはははは。わたしからはなんていっていいか」

　アヤメとしては、話題をそらしたい。うかつに自分の素す性じようは明かせない。

「美み環わ子こさんの家はどうなの。蘇す芳おう家のほうは」

「私の家はまだまだ意い気き軒けん昂こうよ。だから佳代花家は恐れているの。花はな時雨しぐれ学院の巫み女この仕事を、全部、私たちの蘇芳家に奪われてしまうんじゃないかって」

「そんな、勢力争いみたいなことになってるの？」

「佳代花家と蘇芳家は、互いに監視しあっているの。そのために、家系を二つに分けたのね。佳代花家は学院を、蘇芳家は寄宿舎を管理する。どちらかがいきすぎたことをすれば、もう片方が制止することになっているのよ」

「じゃあ、美環子さんは、姫子を見張ってるっていうこと……」

「そういういいかたもできるわね。とはいっても、あの子のことは嫌いじゃないけれど。いわば、私は姫子の補欠なの。姫子を『一の姫』とするなら、私は『二の姫』ね」

　美環子は静かな表情でお茶をひと口飲んだ。

「この土地に封じられているものの力は強い。それをうまく使うことができれば、大きな権力を手にすることもできるかもだろう。――そう思う者は、ご先祖さまの中にも時々いたらしいわ。でも、必ず失敗して身を滅ほろぼしてしまった。姫子は千年に一人の天才かもしれないけれど、私はあの子に、そんな運命はたどってほしくないのよ」

　どこまで信用していいのだろう。

　が、さっき美環子が姫子とアヤメを救ってくれたことは事実だ。現時点では、美環子は姫子の敵ではない、そう考えていい――のだろうか。

「その、平安時代の天才って、どんな人だったの」

「伝説めいたことしか伝わっていないわ。とてもきれいな女の子だったそうよ」

「女の子……」

「そう。よく似た姉妹の、姉のほう」

　はっ、とアヤメは顔をあげた。

　よく似た姉妹？

　同じ顔？

「もちろん名目上の領主は男性だったそうよ。でも、実質的にこの土地を管理していたのは、瓜うり二ふたつの姉妹だったといわれているわ。もしかしたら双子だったのかもしれないわね。お婿さんを取らずに、ずっとこの土地に住んでいたんですって」

「…………」

「どうしたの、アヤメちゃん」

「あっ、いえ。なんでも――」

　その時。

「――美み環わ子こさまがそんなにおしゃべりな方だとは知りませんでした」

　ノックもせずに姫ひめ子こが入ってきた。美環子は動じず、笑顔のままだ。

「いらっしゃい、姫子。あなたもお茶をいかが？」

　姫子は答えず、美環子をにらむ。

「わたしが黙っていたことを、全部この子に話してしまわれたんですね」

「何も教えないなんて気の毒よ。秘密主義も度を越すと、自分の首を締めるわよ」

「…………」

　姫子はしばらく美環子をにらんでいたが、不意にアヤメの手をつかんだ。

「部屋に戻ります。アヤメ、いくわよ」

「わっ。ちょっと、待ってよ、姫子」

　美環子は引き止めようとせず、アヤメと姫子を笑顔で見送った。

「おやすみなさい。アヤメちゃん、また今度、ゆっくりお話をしましょうね」

「うっ、うん。おやすみなさ――わっ、わっ」

　姫子はふりむきもせず、アヤメの手を引いてぐいぐい廊下を歩いていった。



　二人の部屋に戻ってからも、姫子は不機嫌だった。

「――だからあなたに美環子さまを近づけたくなかったのよ」

「でも、そのうち姫子も教えてくれるつもりだったんでしょ。さっきみたいなこと」

　アヤメはメガネをはずし、髪もほどいて、姫子と同じ姿になっている。

「いずれはね。でも、あなたは粗そ忽こつだし、いろいろ話してしまうと、どこで口をすべらせるかわからないから、それが心配で黙っていたの」

「ね。昔、双子みたいにそっくりな姉妹がこの土地にいたんだって。姫子も知ってた？」

「知っているわ」

「何か、わたしたちと関係あるんじゃないのかな。調べてみたほうがいいかも……」

「アヤメ、そんなに自分が誰だれなのか知りたい？」

　姫子が改まった調子で訊たずねる。

「あたりまえだよ、そんなこと」

「記憶を失う前のあなたは、とても不幸な境遇の人だった可能性もあるのよ。自分が誰なのかわかったら、ここにいられなくなるかもしれない。そんなことを望んでいるの？」

「それは……」

　アヤメも考えたことがないわけではない。

　自分はかつて、何か罪を犯したのだという。それを思い出すことが本当に自分にとって幸福なのだろうか。

　何も思い出さないまま、ここで、こうして暮らしているほうがいいのではないか。そう思うこともあるのだ。

「まあいいわ。今はそんな話よりも先に、しておくべきことがあるわね」

　どきっ、と胸が跳ねた。どさくさにまぎれて忘れてくれているかと思ったのだが、甘かったようだ。

「あなた、さっきわたしに、ばか、といったわね。それも大声で、何度も何度も」

「あはははは。そうだっけ。忘れちゃったなー」

「わたしは一語一句残らずおぼえているわよ、さっきあなたにいわれたことは」

　姫ひめ子こが深い色の瞳ひとみで、じっとアヤメに視線を注ぐ。

「――おまけにわたしのいうことを聞かずに、一人で白しら川かわ明あ日す美みさんを助けようとして、つかまってしまったわよね。おかげでわたしまで危ないところだったわ」

「う――うん。ごめんなさい……」

「もちろん、結果的には、あなたのしたことは正しかったわ。白川さんを救うことができたし、あなたもわたしも無事だった。――でもね、アヤメ？」

　びくっ、とアヤメの身体からだが萎い縮しゆくした。

「それとこれとは別よ。お仕置きしなければならないわ」

「あううう……やっぱりそうなっちゃうの？」

「もちろん。それも、過去最高にきつい罰を与えてあげるわ。せっかく良いことをしたのに、かわいそうだけど」

　かわいそうだと思うなら許してほしい。しかし言葉とはうらはらに、姫子は薄笑みを浮かべ、瞳ひとみにはきらきらと嗜し虐ぎやく的てきな光が踊っている。

「さあ、ベッドに横になりなさい、アヤメ」

「なな、何するの」

「それはこれからのお楽しみよ。痛いことはしないから安心して。ほら、早く」

「う、うん……。しかたないよね、わたしが悪いんだもん」

　アヤメはスリッパを脱いで、ベッドに横たわった。観念して目を閉じる。不安と恐怖で心臓がばくばく鳴っている。

　無抵抗に腕と脚あしを投げだしたアヤメの身体に、姫子がゆっくりと馬乗りになってきた。甘い香り。姫子の髪が頬ほおに触れる感触。目をつぶったまま、アヤメは思わず、きゅっと身体をすくめた。

「あ、あんまりスゴいことしないでね、姫子……」

「それは約束できないわね。今まで一番大きな声で啼なかせてあげるつもりだから」

　ぎしっとベッドを鳴らし、姫ひめ子こがアヤメの両手首を上に掲かかげさせ、シーツに押さえつけた。緊張でアヤメはもう声も出ない。

「ふふふ。睫まつ毛げが震ふるえているわよ、アヤメ」

　そして、恐るべきお仕置きが始まった。



　翌日が選挙の公示日だった。

　刈かり谷や純じゆんの立候補辞退が公表され、ほかに学院府長に名乗りでる者がなかったため、佳か代よ花はな姫子が、自動的に学院府長に就任することになった。

　まだ高等部にあがったばかりの一年生が学院府長になるのは、きわめて異例で画期的なことらしい。

　校内のあちこちで、アヤメはこんな声を聞いた。

「驚いたわね。本当に一年生の学院府長が誕生しちゃったわ」

「でも、務まるのかしら」

「媛ひめ宮みや委員会の中には、まだ心配している方もいるみたいよ」

「だけど刈谷純さまがおっしゃったんでしょう。いろいろ話してみて、やっぱり姫子さまが学院府長にふさわしいって思ったって」

「純さまがいうなら、上級生のかたがたも従わざるをえないでしょうけど」

「でも、いろんな思惑のある人もいるみたいよ」

「どういうこと、思惑って」

「学院府長が一年生なら、自分たちのいうことを聞かせやすいって、そんなふうに考えている『媛』たちもいらっしゃるっていう噂うわさよ」

「そうか……。一年生なら、くみしやすいっていうわけね」

「ほかの役員が誰だれになるかにもよるでしょうけど」

「姫子さま、役員にどんな人を選ぶのかしら」

「なんにしても、私たち姫子さまファンとしては、全力で姫子さんを応援しなくちゃ」

「うん、私も賛成」

「私たちの代表なんだもの。協力してあげましょう」

　とまどいつつも、生徒たちはおおむね、佳代花姫子の学院府長就任を歓迎しているようだった。



「何してるの、アヤメちゃん」

　昼休み。校舎裏の草地に座ってぼんやりしていたアヤメは、呼ばれて顔をあげた。

「舞まい！」

　振ふり袖そで少女の舞まいだった。今日の振り袖は浅あさ葱ぎ色いろだ。いつものように樹きの梢こずえに座って、草ぞう履りを履はいた足をぶらぶらさせている。

「一人？　姫ひめ子こは一緒じゃないの？」

「姫子は職員室。学院府長になったあいさつだって。――ねえ、それより教えて、あなた誰だれなの？　やっぱり妖よう怪かいとかオバケの仲間なの？　わたしとどういう関係があるの？」

「こないだの晩いったでしょ。今は教えてあげられないの」

「どうして――」

「それもなーいしょ。でも安心して。時々こうして様子を見にくるから」

「ぜんぜん安心できないんだけど」

　舞は、異様に長い髪を揺らして、くふふっと笑った。

「あなたのやってることは順調よ。その調子でこれからもがんばってればいいわ。きっと、ますます忙しくなるだろうから」

「やっぱりそうかなあ……」

　姫子が学院府長になったのだから、影武者の出番だって増えるだろう。アヤメはさっきからそのことを考えて、気が重かったのだ。

　バレたら退学――とまではいかなくても、学院にいづらくなるかもしれない。高たか田ださんや、新しくできた友だちをだますのも気がひける。

（……姫子のいったとおりだ。わたし、この学院から離れたくない）

　古い因縁にとらわれて、妖怪やオバケが出没する、禁欲主義の女子校。

　でも、生徒たちはみんな精一杯がんばっている。それぞれの悩みや迷いをかかえて、自分の花を胸に咲かせながら。

　この学院は迷宮かもしれない。でも、無数の花で飾られた、優しく居い心ごこ地ちのいい迷宮だ。ただ気をつけないと、時々棘とげで怪け我がをしそうだが。

　いつかはアヤメも姫子も、この学院から離れることになるだろう。でも、できればそれは、まだ先のことであってほしい……。

　気がつくと、また舞は姿を消していた。

「アヤメさま」

　後ろから声をかけられ、ふりむく。由ゆ麻まだった。手にお弁当箱を持って笑顔である。

「捜してたんです。あの……よかったら、一緒にお弁当を食べませんか？　私、オムレツ作ってきたんです。このあいだお約束したとおり……きゃっ！」

「どいてっ。わたしもアヤメさまに話があるんだから」

　由麻を突き飛ばして、お団子頭があらわれた。

「どうしたの、杏あん奈なちゃん」

　杏奈は由麻の耳をはばかり、小声でささやく。

「どうもこうもないでしょう。わたしたちが本当は仲良しさんじゃないって、どうすればみんなにわかってもらえるか相談にきたんです」

　由ゆ麻まが復活して杏あん奈なに詰めよった。

「横入りしないでくださいっ。アヤメさまは私とお弁当食べるところだったんですから」

「あなたはひっこんでなさいよ。私は、もっと大事な用があるの」

　今度は樹じゆ里り亜あがあらわれた。

「どきなさい、中等部生！」

「きゃっ！」

「きゃーっ！」

　どかん、と杏奈と由麻をまとめてつきとばし、ツインテールを風にひるがえして、今日も元気に仁王立ちである。

「捜したわよ。いったいいつになったら返事してくれるの。あなたが放送の宮に入るってことは、もう確定事項なんだから、さっさと――」

「あっ、いたいた、春日かすがさん」

　今度は高たか田ださんが走ってきた。

「そろそろ返事を聞かせてよ。陸上部に入ってくれるよね」

　さらにそのあとから、いろんな生徒たちが次々と。



    

  
    
      



    

  
    
      「何いってるのよ。管弦の宮よ！」

「排はい球きゆうの宮！　こないだ楽しかったでしょ」

「水泳の宮よ！　春日かすがさんも姫ひめ子こさまみたいにスタイルいいから、きっと水着が似合うと思うなあ」

「うわわわわっ」

　一同の後ろからエルザもひょっこり顔を出し、おかしそうに笑った。

「ひっぱりだこだな。君が学院府長になったほうがよかったんじゃないか？」

「冗談よしてよ。――ごめん、みんな。わたし、用事を思い出したからこれでっ」

　走りだすアヤメを、全員が追いかける。

「あーっ、待ってよ、春日さん！」

「アヤメさま！」

「今すぐ放送の宮に見学にきなさい！」

　必死に走るアヤメ。そのポケットには、さっき下駄箱の中で見つけた、夜啼鶯の宮ナイチンゲールからのパーティの招待状が入っているのだった。

（なんでこんなに忙しくなっちゃったの？　わたしも影武者が欲しい――！）

　と、一瞬、そう思いそうになったが。

　うっかりそんなことを念じてしまったら、本当に三人目のそっくりさんが出てきてしまいそうな気がしたので、ぐっとこらえるアヤメだった。



    

  
    
      


エピローグ　姫子の就任当夜



　深夜。寄宿舎は寝静まっている。

　アヤメはひそやかな衣ずれの音で目をさました。目をそちらに向けると、姫ひめ子こが自分のベッドの上で苦しげにもがいていた。

「う……ん……っ。くっ……」

　顔を歪ゆがませ、髪を乱して何度も寝返りをくりかえしている。

（まただ……）

　姫子は時々、こんなふうにうなされるのだ。どんな夢を見ているのかわからない。でも、シーツをつかみ、小さくうめいて、ひどくつらそうだ。

　巫み女ことしての責任、佳か代よ花はな家の一員としての重圧、それに加えて、さらに学院府長の職責までのしかかってきたのだ。悪い夢ぐらい見ても無理はないのかもしれない。

　最初はびっくりしたアヤメだったが、今はどうすればいいかわかっている。アヤメは枕まくらを持って立ちあがった。

「姫子、姫子」

　そっと肩を揺する。

「え？　あ……なに？」

　姫子が目を開ける。まだぼんやりしているようだ。

「わたし、また眠れなくて。一緒に寝ていい？」

「……またなの？」

　姫子が顔をしかめる。今の今まで自分がうなされていたことはおぼえていないのだ。

「いいでしょ、姫子。ね、おねがい、ベッドに入れて」

「……しょうがない人ね。いいわ、いらっしゃい」

　姫子が掛け布団を開けてくれた。

「えへへ、やったあ」

　枕を抱いてもぐりこむ。姫子はさも迷惑そうに顔をしかめながら、だがていねいに、アヤメの肩に布団をかけてくれた。

「あなたって、わからない人ね。わたしと一緒に寝るのがそんなにうれしいの？」

「もちろん」

　嘘うそではない。アヤメは姫子とくっついているとほっとするのだ。

「ほんとに、おかしな人」

　姫子は口をへの字に結んで目を閉じた。しかしさっきまでの苦しげな表情は消えている。

　ほどなく姫子は、再び寝入った。アヤメはまだ起きている。

（……そろそろかな）

　じっと待っていると、姫ひめ子この腕が伸びてきた。アヤメの身体からだに巻きついて、顔を自分の胸に引き寄せ、髪を、肩を、背中を、優しく撫なでる。アヤメの髪に頬ほおをすり寄せ、胸を、おなかを、腰を押しつけ、そして安心したように吐と息いきをつく。

　一緒に寝る時はいつもこうなのだ。眠りながらアヤメを抱いて、はなそうとしない。こうしていると落ち着くらしく、もうその夜は悪い夢にうなされることもない。

　アヤメも今では慣れていて、姫子のしたいようにさせてやっている。――でも朝になれば、姫子は忘れてしまっているのだが。

　アヤメも眠くなってきた。明日からまたあわただしく、そしてにぎやかな日々が始まるに違いない。ゆっくり眠って、活力をたくわえておかなくては。

　姫子に抱かれて、姫子のぬくもりと、姫子の甘い匂においに包まれて、まぶたを閉じる。

　鏡映しのように同じ顔、同じ姿の二人は、夜の静けさの中で、やがて呼吸もぴったりとそろえて、眠りの世界に入っていった。



ＥＮＤ　　　



    

  
    
      


矢や車ぐるま草そうの思い出（実話）　――あとがきにかえて――



「乙女革命アヤメの！」二巻をお届けいたします。

　もしかしたら、コミックの「乙女革命アヤメの！　番外編　～貴女（あなた）と私がキスする魔法～」を読んで、それで小説のほうにも興味を持ってくださったかたもいらっしゃるかもしれませんね。初めてのかたも、そうでないかたも、お手に取っていただき、ありがとうございます。



　一巻のあとがきではアヤメの話をしましたが、今回は矢車草について少し。

　お読みになったかたはすでにおわかりのように、この二巻の四話の中に、『矢車草の友だち』という、前後と少し色あいの違った文章が入っています。

　実はこれは、もう何年も前に、役者志望の後輩の女の子に頼まれて書いた、朗読用の文章がもとになっています。

　当時、僕は劇団のマネージャーのようなことをしていたので、よく役者たちからそんな依頼を受けていたのです。どこかの演劇スクールで寸劇をやるから台本を書いてくれとか、漫才の台本を自分たち用にアレンジしてくれとか。もちろんお金はまったく出ず、ボランティアというか、サービスみたいなことでしたが、僕にとっては修行の一環なので、文句をいう筋合いでもありませんでした。（でも、今にして思うと、修行という名目のもとにタダ働きさせられていたような気もする……）

　十年以上も昔のことなので記憶はおぼろなのですが、この文章を書くにあたっては、その後輩の女子校時代の体験なども、かなり参考にしたはずです。僕は、当然ながら女子校というものに通った経験はないので、いろいろと興味深く話を聞いたおぼえがあります。

　結局、その時は、長すぎるという理由で不採用になったのですが、自分の中では、苦労して書いたぶん思い入れもあって、いつか何かの形で発表できないかと、かねてから思っていました。今回、白しら川かわ明あ日す美みさんのエピソードを考えているうちにこの文章のことを思いだし、いつの間にか白川明日美さんと、この文章の主人公が自分の中で一体になって、それで、もとの文にアレンジを加えて用いることにしたのです。ちなみにその時の後輩は、今も役者としてがんばっています。（別にその後輩とつきあってたとかいうわけではなく、あくまで劇団仲間というだけの関係です。念のため）

　出てくる花を矢車草にしたのには理由があって、これは僕が小学生の頃ころに学校で歌っていた「矢車草」という合唱曲が念頭にあったからです。僕はこの歌が大好きで、そのために矢車草も好きになり、いつかこの花をモチーフにした話が書けないかと、ずっと前から思っていたのです。もちろん歌の内容と、今回のストーリーに関連はないのですが、もし機会があったら聴いてみてください。名な取とり和かず彦ひこさんが詩を書かれ、湯ゆ山やま昭あきらさんが作曲をされた、とてもきれいな曲です。



　さて、コミックのことをお話ししないといけませんね。そう！　最初にも書きましたが、なんとこの「アヤメの！」は、堂々コミック化!!　が決まったのです。

　描いてくださるのは、もちろん緋ひ賀がゆかりさん。僕が脚本を書き下ろしたオリジナルストーリーで、姫ひめ子こと樹じゆ里り亜あが中等部の生徒だった頃ころのお話です。

　今、あとがきを書いている時点では、まだ鋭意制作中ですが、書店にこの本が出る頃には、ネットで見ることができるはずです。詳細はこの本の帯をごらんください。



　それからもうひとつ、ご報告がありました。この本と同じＭＦ文庫Ｊから出ている、「まりあ†ほりっくアンソロジー」に、僕の書いた短編も載っています。よかったら読んでみてください。そちらもやっぱり、女の子同士の揺れ動く気持ちを描いたコメディです。



　とにもかくにも、こうして無事に二巻をお届けできて、ほっとしています。ありがたいことに、登場人物たちの人気は上々のようです。ちなみに人気の点では、アヤメと姫子が同率首位という感じで、樹里亜と由ゆ麻ま、そしてエルザがつづいています。

　今回、杏あん奈なとか美み環わ子こさまなども登場し、皆さんにどう受け取っていただけるか、楽しみでもあり、ちょっと心配でもあります。もしよければアンケートにご協力ください。（ついでに、この作品のことを、お友だちに宣伝などしていただけると、もっとありがたいです）

　さて、これから三巻の作業に取りかからなければなりません。といっても、アヤメや姫子たちがどんどん動いてくれるので、僕はあまり頭を使わずにすむのですが。でも、おかしなことを書いたら、僕も姫子に怒られるかもしれないので、気合を入れてがんばろうと思っています。

　そろそろページがいっぱいのようです。最後になりましたが、あらためて、イラストの緋賀ゆかりさん、それから編集スタッフの皆さんに感謝を。そして誰だれよりも、読んでくださった読者の皆さんにお礼を述べさせていただきたいと思います。

　本当にありがとうございました。

　また三巻でお会いする日を楽しみにしております。それまでどうかお元気で。



志し茂も文ふみ彦ひこ
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